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き合い、解決策を見出
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維新の党・ヨコハマ会横浜市会議員団  

ハンブルク・ヘルシンキ視察報告（概要）  

はじめに	 	

	 2016 年 4 月 7 日（木）から 17 日（日）の行程で、維新の党・ヨコハマ会横

浜市会議員団の有志 5 名（伊藤、有村、大岩、藤崎、磯部）はハンブルク、ベ

ルリン（ドイツ）、ヘルシンキ（フィンランド）の 3 都市を視察しました。本視

察報告書をまとめるに当たって、今回の視察を企画した意図、問題意識、これ

までの議会での取り組みや議会質問などを本書の冒頭で明らかにしておきたい。 
 
視察に当たっての問題意識	

	 21 世紀は都市の時代と言われて久

しいが、少子化・高齢化、それに伴う

人口減少社会にあって、都市部への人

口集中は顕著になっていくでしょう。

従って東京や横浜のような都市圏は

緩やかに人口が減りながら、それでも

高齢者が増加していく、という難しい

状況がこれから生まれます。横浜市の

税収は個人市民税に大きく依存する

構造となっており、年金生活へ突入す

る市民が増えることはすなわち、税収

にも大きな影響を与えるものと考え

ています。 

 

	 時代の端境期にある今、これからの

行政組織のあり方、パブリック・セク

ターの役割、プライベート・セクター

の役割、その中間組織の役割とそれぞ

れの財源、求められる人材像などは変

わっていくでしょう。私たちはこうし

た問題意識の下、これまで予算代表質

疑、予算関連質疑、予算連合審査会、

決算連合審査会、予算・決算の各特別

委員会における局別審査、そして各定

例会における一般質問などを行って

きました。その一覧は次項「これまで

の議会質問や取り組み」にて紹介しま

す。 
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	 日本社会全体がこれまで経験した

ことのない、人口減少社会にとてつも

ない勢いで突入していく中で、従来の

常識、やり方に捉われない、新しい発

想で横浜市の都市経営課題を解決し

ていく必要があります。今回の視察行

程の前半で訪問したハンブルク（ドイ

ツ）では、民間投資を基本としたハー

フェンシティ計画が進捗しています。

また、ハーフェンシティ計画にとどま

らず、アートの力を借りながら、エリ

アの再生や活性化に取り組んできた

都市としての側面もあります。 
 
	 港湾都市として発展してきた横浜

市も生産現場のアジアへの移転、アジ

ア経済の重心の移動など、外部要因と

相まって港湾機能のあり方を今一度

見直す時期にきています。 
 
	 一方で、ベイブリッジから内側のイ

ンナーハーバーは横浜市にとって大

きな資産であり、横浜という都市の物

語の中でこれから果たしていく役割

も当然、存するものと考えます。10
年ほど前からクリエィティブシティ

構想を掲げ、アートの力を借りながら、

中心部のエリア再生と新産業の創出

に取り組んできた、そしてまだまだ道

半ばの横浜にとってハンブルクの

様々な取り組みと、そこに関わる市民

の思いを知ることは非常に有意義な

ものと考え、今回、視察候補地として

選びました。 
 
	 次に視察行程後半ではヘルシンキ

（フィンランド）を訪問しました。北

欧諸国は高負担・高福祉の都市、まさ

に「ゆりかごから墓場まで」を文字通

り、実践している国・都市です。消費

税も所得税も税率があまりにも違う

ため、フィンランドにおける取り組み

をそのまま真似することは難しいで

しょう。 
 
	 しかし、大切なことは社会のシステ

ムはその国の歴史や文化に根ざして

おり、そしてシステムの根幹を支える

のは財政であるという点です。塾とい

う産業がない、学校の授業時間も決し
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て多くないフィンランドが PISA
（OECD 生徒の学習到達度調査）

で上位に食い込むのは、単に教育シス

テムにとどまらない、社会としてのあ

り方に、何か国としてのあり方、立ち

位置があるのだろうと私たちは考え

ました。 

	 そこで、福祉全般の支援体制、福祉

の視点から見た住宅政策、そして教育

政策とその現場である学校、最後にこ

れらが成立するための土台である地

方自治の財政制度と、フィンランドを

総合的に理解するために体系立てて、

視察できるように行程を組みました。 
 

 
	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	



 6 

視察行程	

2016 年 4 月 7 日（木） 
羽田発 
ハンブルク着 
 
4 月 8 日（金） 
・クロスターシューレ 
・ハーフェンシティ 
・ハンブルク港湾局 
・デザインキャンパス 
 
4 月 9 日（土） 
・IBA 地区 
・エナジーバンカー 
・フリーリバーゾーン 
・シティキュレーター 
・パークフィクション 
・フライズ アーティストハウス 
・ロングナイトミュージアム 
 
4 月 10 日（日） 
・ブランデンブルク門 
・森鴎外記念館 
・ホロコースト記念碑 
・フンボルトボックス 
・イーストサイドギャラリー 
 
 
 
 
 
 

4 月 11 日（月） 
ハンブルク発 
ヘルシンキ着 
 
4 月 12 日（火） 
・母子支援施設・シェルター連盟 
・スマートカラサタマ 
 
4 月 13 日（水） 
・カッリオ図書館 
・職業訓練カフェ 
・アリビア図書館 
・クラブハウス 
 
4 月 14 日（木） 
・国家教育委員会 
・Y 財団 
・ASTU 
 
4 月 15 日（金） 
・学校視察 
（エースティカッリオン・コウル） 
・自治体連盟 
 
4 月 16 日（土） 
ヘルシンキ発 
4 月 17 日（日） 
羽田着 



 7 

これまでの議会質問や取り組み	

	 今回の視察に至るまでの、直近 3 カ年における各議員の議会質問を以下に示

します。視察参加議員それぞれが数年にわたって、問題意識を持ち、議会にお

いて政策提案と問題提起を行ってきました。こうして各議員のこれまでの議会

での取り組みを見て頂くと、会派としても、議員個人としても、共通の問題意

識を持ちながら、これまで議会活動に取り組んできたと言えます。 
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伊藤大貴（緑区選出）	

■平成 25 年度	

予算代表質疑 
「将来への投資・計画」 
「創造都市の文脈を活かしたまちづくりと経済性」 
「公共空間のリノベーション」 

■平成 26 年度	

決算特別委員会 
 「共創推進と公民連携」（政策局関係） 
 「公共建築物の多目的利用と複合化」（財政局関係） 
 「民間ノウハウを活用した公有財産の利活用」（同上） 
基本計画特別委員会 
 「公民連携」 
 「女性の活躍支援」 
 「都心臨海部の再生」 
 「横浜市の価値を高めるために必要なこと」 
予算代表質疑 
 「まちづくりにおける公民連携の推進」 
 「公営住宅における孤立対策」 
 「子どもの貧困対策」 
予算特別委員会 
 「民間ノウハウを活用した資産活用の推進」（財政局関係） 
 「多様性のある社会と公営企業の役割」（交通局関係） 
■平成 27 年度	

予算代表質疑 
 「横浜市財政の基本認識と都市経営課題としての郊外部」 
 「新たな公民連携手法の必要性」 
予算特別委員会 
 「創造界隈活動支援事業」（経済局関係） 
 「創造的ビジネス・コーディネート事業」（同上） 
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有村俊彦（鶴見区選出）	

■平成 25 年度	

決算特別委員会 
 「精神障害者生活支援センター」（健康福祉局関係） 
 「横浜市高齢者保養研修施設ふれーゆ」（同上） 
予算特別委員会 
 「寿町総合労働福祉会館」（健康福祉局関係） 
 「障害者スポーツ文化センター横浜ラポール」（同上） 
■平成 26 年度	

一般質問 
 「公民連携の推進」 
 「高齢者が安心して暮らすための対策」 
 「ひとり親家庭への支援」 
 「政令市ならではの教育のあり方」 
 「にぎわいのある水辺空間の形成」 
決算特別委員会連合審査会 
 「創造都市施策」 
■平成 27 年度	

決算特別委員会 
 「ヨコハマ・パラトリエンナーレの今後の事業展開」（健康福祉局関係） 
 「総合リハビリテーションセンターの今後の方向性」（同上） 
 「住まいの総合センターの今後の方向性」（同上） 
 「横浜市高齢者保養研修施設ふれーゆの今後の方向性」（同上） 
 「赤レンガ倉庫」（港湾局） 
 「山下ふ頭再開発」（同上） 
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大岩真善和（旭区選出）	

■平成 25 年度	

決算特別委員会連合審査会 
 「横浜市のまちづくり」 
 「公共施設のリノベーション」 
 「空き家・空きビルの福祉転用」 
一般質問 
 「大阪版 BID 制度を踏まえた取り組み」 
 「公共空間のリノベーション」 
 「都心臨海部の水辺空間の利用促進」 
予算特別委員会 
 「関内・関外地区におけるリノベーションの推進」（文化観光局関係） 
 「区の機能強化」（市民局関係） 
 「地方自治法の一部改正」（政策局関係） 
 「公民連携による保有資産の有効活用」（同上） 
■平成 26 年度	

決算特別委員会 
 「シニアの活躍による活力ある地域社会づくり」（経済局関係） 
予算特別委員会連合審査会 
 「横浜型地域包括ケアシステム」 
 「都市再生と公民連携」 
■平成 27 年度	

一般質問 
 「経済効果を生み出す海外誘客の取り組み」 
 「図書館」 
 「空き家対策」 
 「長期不登校や深夜徘徊への対応」 
予算特別委員会 
 「政策×デザイン」（政策局関係） 
 「新たな公民連携手法（BID）」（同上） 
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藤崎浩太郎（青葉区選出）	

■平成 25 年度	

一般質問 
 「今後の図書館のあり方」 
 「オープンガバメント・フューチャーセッション」 
決算特別委員会 
 「オープンガバメント」（政策局関係） 
予算特別委員会 
 「社会的課題を解決するための支援策」（経済局関係） 
 「ソーシャルビジネス支援事業」（同上） 
 「中小企業女性活躍支援」（同上） 
 「山下ふ頭土地利用検討調査」（経済局関係） 
 「新港地区の賑わいづくり」（同上） 
 「持続可能な住宅地モデルプロジェクト」（建築局関係） 
■平成 26 年度	

決算特別委員会連合審査会 
 「青少年の自立支援」 
 「社会的養護」 
 「オープンデータ」 
決算特別委員会 
 「都市デザインの推進」（都市整備局関係） 
予算特別委員会 
 「市営住宅の今後のあり方」（建築局関係） 
 「郊外住宅地の再生の取り組み・田園都市線沿線の展開」（同上） 
 「子どもと向き合う時間の確保」（教育委員会関係） 
 「図書館サービスの充実」（同上） 
 「山下ふ頭の再開発」（港湾局関係） 
■平成 27 年度	

決算特別委員会 
 「オープンイノベーションの推進」（政策局関係） 
 「学術都市」（同上） 
予算関連質疑 
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 「ダブルケア」 
 「特別養子縁組」 
 「性的少数者の支援」 
 「障害者の貧困」 
 「認知症対策」 
 「オープンイノベーション」 
予算特別委員会 
 「生活支援体制整備事業」（健康福祉局関係） 
 「依存症対策」（同上） 
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磯部圭太（保土ケ谷区選出）	

■平成 25 年度	

一般質問  
 「中高一貫校の推進」 
予算特別委員会連合審査会 
 「フューチャーセッション」 
■平成 26 年度	

決算特別委員会  
 「空き家対策」（建築局関係） 
 「高齢者の生活実態」（健康福祉局関係） 
 「認知症への支援」（同上） 
 「産科医療体制」（同上） 
予算関連質疑 
 「オープンデータの推進」 
 「山下ふ頭再開発」 
 「タブレット端末の導入」 
 「市立南高校のグローバル教育」 
 「いじめ対策への取り組み」 
■平成 27 年度	

決算特別委員会 
 「いじめ問題」（教育委員会関係） 
 「不登校の現状」（同上） 
 「子どもの貧困問題と教育」（同上） 
予算特別委員会 
 「みなとみらい 21 地区のエリアマネジメント」（都市整備局関係） 
予算特別委員会連合審査会 
 「アーティスト・クリエーターの活用」 
 「ダブルケア」 
 「若者の社会参画のありかた」 
 「中学校における英語教育の充実」 
 「不登校対策」 
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子ども達の主体性と、多様性の学び。修道士学校から。 

 
【日	 時】：2016 年 4 月 8 日（金） 
【訪問先】：クロスターシューレ 
【対応者】：Benjamin Svensson 氏 
【視察内容】 
	 4 月 8 日 1 件目の視察先は、「クロ

スターシューレ」という修道士学校。

100 年以上の歴史をもち、ドイツで最

初にできた女性が大学に入るための

学校。修道院からの出資により設立さ

れたため、「Kloster（修道院） schule
（学校）」と名付けられていますが、

女子校ではなく共学。 
 
	 出資は修道院でも、計画はハンブル

ク市が行った学校。1922 年に建築さ

れた「旧校舎」は、ドイツの著名な建

築家であり、ハンブルク市の都市計画

行政にも関わったフリッツ・シューマ

ッハー氏の設計です。またクロスター

シューレは「ギムナジウム」という、

最も優秀な生徒が行くカテゴリーの

学校でもあります（ギムナジウム、ハ

ウプトシューレ、レアルシューレの 3
分類。小 4 に当たる学年で、先生の推

薦によって進路が概ね決まる仕組み。

クロスターシューレでは 20%の生徒

が推薦なしで入学）。  
 
クロスターシューレの特徴は、生徒の

うち 30%が外国に縁があること。「マ

イグレーションバックグラウンド」と

呼ばれるこうした子どもたちは、「移

民」ではなく、親の片方が外国人であ

るなどの背景を持ちます。こうした構

成になっているのは地域性ではなく、

学校自体が方針として力を入れてい

るから。生徒の多様性から授業もバラ

エティに富んだ授業が行われていま

す。 
 
	 その1つが文化・芸術に関する授業。

実際クラスに貼られている時間割で

も、「演劇」の授業がありました。数

学などが苦手な生徒でも、パフォーマ

ンスで成績を上げることができるよ

うになっています。また 5 年生のクラ

スでは「宗教」の授業もありました。

宗教全般の授業なので、キリスト教も

イスラム教も仏教も、全ての宗教につ

いて学ぶそうです。宗教について学ぶ

ことで、相互理解、包摂を図っていま

す。  
 
	 授業の方針などは、一定程度学校に
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任されています。5 年生のエリアには

先生チームの部屋がありますが、まだ

低学年の子どもたちとはより近い距

離で接することを目的とされていて、

先生全体が集まる「職員室」も別途あ

るとのことでした。週毎に５年生の担

任同士で、チームミーティングが開か

れています。また担任が多くの時間を

子どもたちと過ごすことも、学校の方

針としています。そうすることにより、

子どもたちの様子、人間関係や悩み事、

いじめなどの問題を把握しやすくな

り、ソーシャルワーカーとの連携が密

に行えるようにしています。 
 
	 ソーシャルワーカーも学校内では

重要な役割を果たしています。訪問時

に校庭ではボールなどを使った授業

が行われていましたが、体育ではなく、

ソーシャルワーカーが主導している

授業で、コミュニケーションを学ぶた

めに設計された授業とのことでした。 
 
	 学校内の部屋には、授業用の部屋以

外に、相談や居場所になるような部屋

もあります。そこはソファーなどを設

置することで、授業とは違う雰囲気を

出すようにしていました。性教育に関

する質問もありましたが、第 3 者の専

門家を外部から呼んで授業を行って

いて、先生や保護者だと恥ずかしくて

話せないようなことも、子どもたちが

理解しやすくなるような環境づくり

を行っています。  
 
	 クロスターシューレの取組で興味

深かったのは、年に2回開催される「プ

ロジェクトウィーク」です。2 週間に

渡って普通の授業を行わず、決められ

たテーマについて子どもたちが自主

的に調査などを行い、最終的に成果を

発表し、その発表には保護者も呼ばれ

ます。次回は「歴史」をテーマに行う

予定で、成果については学校内でも展

示されたりします。クロスターシュー

レは、インテグレーション（統合、差

別の廃止）やインクルージョン（社会

的包摂）に力を入れている学校です。

過去には移民やマイグレーションな

どの「インクルージョン」をテーマに

したプロジェクトウィークも行われ

ています。 
 
	 学内に展示されていた 12 年前のプ

ロジェクトウィーク成果物もありま

したが、これは第 2 次大戦中に迫害さ

れ処刑された、当時クロスターシュー

レで働いていたユダヤ人教師に関す

るもの。日本にいるとこうした議論を

呼ぶテーマ、子どもには難しいのでは

ないかと思うようなテーマも、早い段

階から積極的に子ども達の自主性の

なかで学ぶ機会を作っていくことが、

差別意識などをなくし、理解を進



 16 

めることに重要だと考えられていま

した。こうした取組が、社会や政治に

関心をもち、行動できる市民を育てる

のではないかと、考えさせられます。  
 

 
【所	 見】 
	 移民や難民をどうやって統合し、包摂していくのかという課題は、日本にお

いてはなかなか感じにくいテーマです。こうしてドイツの学校を訪問すること

で、いかにしてそうした課題と向き合い、乗り越えようと、子どもたちへの教

育の段階から努力をしているのかということに、気付かされた視察となりまし

た。日本であれば目をつぶって、蓋をしてしまいそうな、ユダヤ人への迫害や、

歴史についても、子ども達に調べさせて、考えさせる授業を行っているという

ことにも驚きでした。子どもを子どもとして扱うのではなく、自立し、主体性

をもち、多様性を認められる個人、大人にしていこうという意志が、強く感じ

られる学校でした。 
 

文責：藤崎浩太郎 
 

校庭から見た校舎 
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体を動かしてリフレッシュするための部屋。全学年から人気。 

授業の時間割 
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12 年前から展示されている成果物 

Benjamin Svensson さんを囲んで 
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ハーフェンシティ開発について  
	

【日	 時】：2016 年 4 月 8 日（金）	

【訪問先】：ハーフェンシティインフォメーションセンター及び開発地区	

【対応者】：Thorsten	Godtel 氏	

【視察内容】 
	

ハーフェンシティ開発	

ハーフェンシティの視察は、実際に

エリア内を歩きながら説明を受けま

した。集合は「大阪パビリオン」とい

うハーフェンシティインフォメーシ

ョンセンター。大阪市とハンブルク市

は姉妹都市提携を結んでいて、ハンブ

ルク市は、ハーフェンシティの持続可

能で環境などに配慮した再開発の拠

点の名前として、マーケティング上の

判断から姉妹都市「OOSAKA」が最適と

考え名付けたそうです（大阪からの資

金は一切入っていません）。	

	

面積157ヘクタールのハーフェンシ

ティは東西で 3km にも及び、ヨーロッ

パで最大の開発と言われています。

2008 年に作成されたマスタープラン

に基づき、開発はハーフェンシティを

西から東へ進められています。	

	

	 ハーフェンシティの土地は、もとも

と港湾としての役割を果たしてきま

したが、貨物船やコンテナが時代とと

もに大型化したため、港湾の機能をも

っと下流側に移す必要がありました。

また、ハンブルク市は 180 万人の人口

を抱え、ハンブルクを中心とした都市

圏としては、510 万の人口を抱えてい

ます。ハーフェンシティは市庁舎まで

徒歩 8〜10 分程度と、旧市街からもほ

ど近い場所にあります。この市庁舎周

辺のエリアにはオフィスや商業施設
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などが並ぶものの、たった 2,000 人し

か居住していませんでした。	

	

	 現在ハンブルク市は、1 年で 1 万人

の人口が増え続けています。しかしハ

ンブルク市は周辺に拡張できる用地

もなく、中心部には新たに確保できる

用地もありませんでした。そこで政策

的にハーフェンシティエリアに新た

な用地を確保するために港湾の機能

を下流に移したそうです。	

	

ハーフェンシティには今後 15,000

人分（7,000 世帯程度）の住居が供給

されていき、ハンブルクの郊外から人

口を呼び寄せる計画です。合わせて、

45,000 人の雇用が創出され、観光客も

呼びこもうとまちづくりが行われて

います。ここでいう観光客は外国から

のインバウンドではなく、主にハンブ

ルク市民が想定されていました。	

	

ハンブルク市民は港に対する愛着

が強く、週末を利用して港まで遊びに

来る方も多いそうです。港湾エリアの

再開発として選択肢が様々検討され

た中で、政策的判断で住宅や商業から

なる再開発が行われることになった

とそうです。	

	

ハーフェンシティの開発は、ハンブ

ルク市が出資して設立した会社が行

っています。公的な建設投資は、大学

やコンサートホール程度で、基本的に

は都市開発は、民間資本で行っていま

す。都市開発の財源は、土地を民間に

売りながら、売却益で道路や橋、公園

などの公共空間を整備しています。	

	

この手法で再開発エリアのなんと

37％もの土地が、公共空間として整備

されています。この 37％には道路など

は含まれないので、純粋に広場などに

相当する面積となります。公共空間を

設ければ、その分民間に売り出す土地

が減り、利益が減りますが、それでも

生活の質を高め、エリアの価値を高め

るために、37％もの公共空間を設けて

います。この方針が功を奏し、質の高

い生活エリアとして、ハーフェンシテ
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ィはブランディングされていて、人気

のエリアになっています。	

	

ハーフェンシティは、できるだけ小

さなエリアに分けて開発を進めてい

ます。これは、海外からの大型資本を

避けるためと、地区ごとにコンセプト

を明確にして持続可能な街づくりを

することが大事だと考えているから

です。	

	

	 ハーフェンシティ開発は、10 のエリ

アに分けて、各々地区計画を立ててい

ます。そして、その地区計画の中で、

橋を車道ではなく公共空間にしたり、

スマートモビリティや環境配慮エネ

ルギーを採用する等の基本的なコン

セプトを定めています。	

	

持続可能な街づくりをするために

ハーフェンシティ開発では、投資家を

慎重に選んでいます。プレゼンコンペ

で投資家を選定していますが、計画の

評価は、購入価格 30%、コンセプト 70%

となっています。こうすることで、持

続可能でダイバーシティなエリアづ

くりを可能にしています。投資家を決

定してからも、2 年ほどかけて対話を

繰り返し、具体的に計画を作成してい

きます。	

	

こうすることで投資家が主体とな

って街づくりを進めています。	

公共用地に関しても地域住民が主

体となって計画を進めています。公園

をつくる場合も、地域に暮らしている

子供たちを集めてワークショップを

開き、公園の中身について考えていき

ます。公園に洞窟をつくったもの子供

たちの要望を形にしたものです。これ
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だけ公共空間を大事にしているのだ

から、住民の公共に対する負担も大き

いと思いましたが、1 ㎡あたり 7 セン

ト程度とのことでした。	

	

ハーフェンシティ開発は、小さな単

位エリアでダイバーシティを考慮し

ています。例えば 10 世帯しか住んで

いない高級マンションの向かいに公

的補助住宅を建設しています。	

災害に対してもルールを定めてい

ます。ハーフェンシティは潮の満ち引

きの影響を受け、川の水位が 3m ほど

変動し、水没することがあります。そ

のため新たに計画する開発に関して

は地盤レベルを上げる必要がありま

す。また、既存の建物に関しては、防

水板を設けるなど、柔軟な対応をして

います。	

	

	

	

【所	 見】	

	 開発が進んでいるハーフェンシティのオフィスの空室率は 6〜7%、住居に関し

ては 0%といった状況です。ハンブルク市全体の空室率が 1%以下なので、横浜が

置かれている状況と単純に比較することはできませんが、現在、横浜ビジネス

地区オフィスの空室率は約 7%ですので、ハーフェンシティと同等と言えますが、

住居に関しては、ハンブルク市全体の中でも如何に高稼働率かが分かります。	

	 この違いは何か。横浜市とハンブルク市の大きな違いは、エリアの価値を高

めることが公共の一番の役割と考えていることです。土地を定期借地権ではな

く売却しているのは、しっかりと持続可能な都市計画を立てて、街を発展させ

持続的に税収を増やしていくといった考えをしているからです。	

	 横浜では、行政が主導して街づくりを行っていますが、今後は住民が主体と

なって街づくりできる仕組みを考える必要があります。	

	 ハーフェンシティには姉妹都市や友好都市の関係から、通りに日本の都市名

が付けられています。その中にヨコハマストリートがあります。このことをど

れだけの横浜市民が知っているでしょうか？横浜にもハンブルクストリートを

つくり互いの友好関係を深めていくべきではないかと思います。	

	 ハンブルク市の鉄道は地下鉄も含め

通勤時間帯以外は自転車の乗り入れが

可能です。横浜においても環境配慮や

観光施策の観点から市営地下鉄の自転

車乗り入れを可能にすることも有効だ

と思います。	

	

文責：有村俊彦	
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コンテナ船の大型化はこの辺まで 

Hamburg Port Authorityが見せた港湾戦略 

 
【日	 時】2016 年 4 月 8 日（金） 
【訪問先】ハンブルク港湾局（HPA:Hamburg Port Authority） 
【対応者】Lutz Birke 氏（Head of corporate management and public affairs） 
【視察内容】 
数字で見る厳しい横浜の港湾行政	 	

	 1990 年代後半〜21 世紀初頭、世界

経済は大きな変貌を遂げた。欧州では

東西ドイツの統合、ソ連の崩壊、その

後のEU統合により工業製品の生産拠

点は東ヨーロッパに移り、東アジアに

おいても生産の拠点は日本から台湾、

上海郊外、深セン、さらにタイ、ベト

ナムへと移った。 
 
	 長らく日本は人口ボーナスも大い

に寄与し、加工貿易国として高度経済

成長を謳歌し、横浜港もその恩恵に浴

してきたわけだが、1990 年代後半か

らはじまった世界規模の産業拠点の

移転の影響と、我が国の港湾行政の迷

走と相まって、今や横浜港はアジアの

中の中規模な港でしかなくなってし

まった。 
 
	 これは各種統計数字から明らかで

ある。例えば、1990 年と 2011 年の世

界の主要港のコンテナ取扱量を比較

してみたい。1990 年の 1 位はシンガ

ポールで 522 万 TEU、2 位は香港の

510万TEU、3位が釜山で 235万TEU、

8 位に今回の視察先であるハンブルク

が 197 万 TEU、横浜は 11 位の 165
万 TEU だった。 
 
	 これが 2011 年になると、まったく

様変わりしている。コンテナ取扱量が

劇的に増加し、トップ 20 に 1990 年

にはランクインしていなかった港が

多数、名を連ねている。1 位は上海で

3150 万 TEU、2 位がシンガポールの

2994 万 TEU、3 位が香港で 2440 万

TEU、4 位に深センの 2257 万 TEU、

5 位が釜山の 1618 万 TEU、ここに寧
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波、広州、青島と続く。それでもハン

ブルクは 14 位にランクインし、902
万 TEU、横浜はランク外で 250 万

TEU である（数字はいずれも公益社

団法人日本港湾協会のウェブサイト

より。https://www.phaj.or.jp）。 
 
	 港湾におけるコンテナ取扱量の 20
年間の変化については、世界の名目

GDP の変化と比較すると、より顕著

に、今の横浜港が置かれている現状が

はっきりする。2011 年に IMF が発表

し た レ ポ ー ト 、 World Economic 
Outlook(http://www.imf.org/externa
l/pubs/cat/longres.aspx?sk=24323)お
よび、過去のレポートによると、1990
年の世界の名目 GDP は 24 兆 3090 億

ドル、2011 年には 2.8 倍の 68 兆 6520
億ドルとなっている。シンガポール、

上海をはじめとするアジアの主要港

は当然、この世界経済の伸び以上にコ

ンテナ取扱量を増やしており、世界ラ

ンクでは順位を下げたとはいえ、ハン

ブルク港のコンテナ取扱量も 4.6 倍と

世界経済の伸び以上の成長を遂げて

いる。対して横浜港の伸びはわずかに

1.5 倍である。 
 
	 日本の港湾行政の失敗と産業構造

の変化に対応し切れなかったことな

ど、現状の横浜港を出現せしめた要因

は様々と思うが、いずれにしても、今、

岐路に立っていることには間違いは

ない。横浜市港湾局は世界のコンテナ

船の大型化に備えて、水深 18m の大

水深バースの整備に着手しているが、

アジア諸港とこれだけの差がついて

しまった中で、大水深バースへの投資

が本当に将来のリターンに見合うの

か、私たちの会派としても、これまで

大いに議論してきたところである。 
	 今回、ハンブルク港への投資、オペ

レーションを担う、Hamburg Port 
Authority には、ハンブルク港の現状

を伺うとともに、今後の戦略について

話を聞いてきた。 
 
ハンブルク港の概要	

	 ハンブルク港の特徴はなんといっ

ても河川港である点にある。チェコと

ポーランドの国境付近の山脈から流

れ出た水が河川となり、北海を目指す。
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この河川がエルベ川であり、ハンブル

ク港はエルベ川の河口に位置する、と

一般に紹介されるが、それでも河口か

らは 100km も離れている。 
 
	 河川港であるため、船舶の大型化へ

の対応は難しさを抱えている。ハンブ

ルク港には、CTB、CTH、CTT、CTA
と4つのコンテナ・ターミナルを持ち、

岸壁の水深は 15.2m〜16.7m となっ

ているものの、エルベ

川が律速条件となっ

ている。河川であるた

め、常時入港可能な喫

水は 12.5m、浚渫によ

って 13.5m まで対応

が可能になっている。

つまり、岸壁のスペッ

クは水深という物差

しでいえば、十分に生

かされているとは言

えない状況にある。 
 
	 しかも、世界のコ

ンテナ船の大型化と

いうトレンドもある。

注目すべきは、こう

した世界的なトレン

ドがある中でもハン

ブルク港は、世界第

14 位、欧州で第 2
位、日本と比較して

も日本のすべての港湾における合計

コンテナ取扱量の 42%を数字として

叩き出している点にある。なぜ、ハン

ブルク港がこうした数字を出せてい

るのか、この点は後述する。 
 
	 河川港としてのハンブルク港のも

う一つの特徴は背後圏の大きさと、そ

れを支える鉄道網である。ハンブルク

市の人口は 173 万人で、この経済圏の
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消費に要するコンテナは取扱量全体

の 16%に当たる、約 130 万 TEU であ

る。つまり、残りの 84%はハンブルク

港から背後圏に伸びる鉄道網によっ

て、ドイツ国内はもとより、東欧諸国

へと輸送されている。 
 
背後圏とハンブルクを結ぶ鉄道網	

	 ヨーロッパ大陸の内陸部にある諸

国から見れば、ハンブルクは海へ出る

ために最もアクセスの良い都市、港湾

というのが同港の欧州における地位

確立に大きく寄与している。HPA に

よると、輸送距離が 200km〜300km
の場合は鉄道よりも

トラック輸送にコス

ト・メリットが、

400km〜500km に

なると鉄道の方にコ

スト・メリットが働

くという。鉄道輸送

に よ る 取 扱 量 は

2012 年で 200 万

TEU、2015 年には

450 万 TEU、2025

年には 570 万 TEU にまで伸ばす計画

である。現在の 1 日の運行本数は 200
本、運送車両数は 5000、これを 2020
年までに運行本数は 400 本にまで増

便する予定という。 
 
	 当然、ハンブルク港が経済に与える

影響は大きい。同港における就労人口

は約 13 万人、ハンブルク市の人口が

約 173 万人であるから、人口の約 10%
はハンブルク港で働いている計算に

なる。 
 
	 HPA に話を聞いていて、驚いたの

は投資とリターンに対する厳しい姿

勢である。これは当たり前といえば当

たり前なのだが、少なくとも日本の港

湾行政、横浜市の港湾行政では感じら

れない姿勢だったので明記しておき

たい。ハンブルク港では、面積 125 ヘ

クタールのコンテナ・ターミナル
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「steinwerder」の建設計画があった。

計画コンテナ取扱量は 350 万 TEU だ

が、今、このコンテナ・ターミナルの

建設計画は折からのヨーロッパの経

済不況などから建設着工をいったん、

停止しているという。その代わりとし

て、クルーズ船の発着に暫定利用して

いる。 
 
IT 投資が今後のハンブルク港を支

える	

	 欧州第2位の港湾都市としてハンブ

ルクはその手を緩める考えはないよ

うだ。今後の目標として 2025 年に

2530万TEUのコンテナ取扱量の実現

を目標に掲げている。そのために取り

組むのがターミナルの効率性向上で

ある。そのため IT 化に対して積極的

に投資する姿勢を見せる。ハンブルク

港は河川港ということもあり、市民の

生活圏と隣接している。そのため、港

の物理的な拡充には限界があるため、

IT 投資によって現行の港湾施設を使

って2倍の貨物取扱量を実現すること

を目指しているという。 
 

	 IT 投資といいつつも、港湾施設そ

のものは従来のものをそのまま流用

する。既存のインフラをネットワーク

で接続することでリソースの活用に

無駄をなくす、というのが基本方針の

ようである。その具体方策の一つとし

て交通トラフィックのモニタリング

がある。ここ 2 年半の投資の結果、わ

ずか 4 分のタイムラグで、つまりほぼ

リアルタイムに、港湾内のトラックの

走行状況を把握できるようになった。 
	 現在は、トラックに加えて、船舶、

鉄道、橋の状況を別々の IT インフラ

によって管理している。トラックにつ

いては、港の手間にバッファとしての

トラックの滞留場を作ることで、港湾

エリアに入れる必要があるトラック

のみを許可する仕組みとなっている。

これにより、港湾エリア内における交

通をしっかりと管理し、渋滞などによ

って物流に遅滞が発生しないように

工夫を凝らす。 
 
	 鉄道も同様である。どこに、どんな

列車が走行しているのか、荷物の搬入
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がいつ可能なのか、税関の情報も含め

て鉄道ネットワーキングで把握して

いる。将来的には、これらを一つの IT
インフラで共通管理する未来像を

HPA は描く。これによりコンテナ船

のハンブルク港での滞在時間を極力

まで短くすることによって、船会社や

荷主にとってのコストパフォーマン

スを高めるのが狙いである。しかも、

ハンブルク港における、これからの統

合物流ネットワークシステムを、他の

港湾都市、船会社と共有する将来像ま

でを描いていた。これにより究極的な

短 TAT（Turn Around Time）の

実現を狙う。これらの IT に対する投

資額は約 250 万ユーロである。 
 
コンテナ船の大型化に見る HPA の

したたかさ	

	 これは HPA にとって理にかなった

戦略である。というのも前述したよう

に、ハンブルク港の地政学的なポジシ

ョンから、同港は

欧州の輸出のラス

トポート、輸入の

ファーストポート

となっている。そ

のため、ハンブル

ク港でのコンテナ

船の滞留時間は可

能な限り、短くす

ることは同港の欧

州における地位を維持するためには

必要かつ重要な取り組みと言える。言

い方を変えると、HPA からハブ港、

フィーダー港という表現は聞こえて

こなかったのが大変印象的だった。 
 
	 そして、ハンブルク港のコンテナ船

の大型化への対応についても回答は

非常に明確だった。今、世界のコンテ

ナ船は大型化の一途を辿っている。も

ちろん、これは経済合理性にかなって

いて、一度に運搬できるコンテナ量が

増えれば、輸送コストを大幅に減らせ

るため、荷主にとっても、船会社にと

っても経済的にメリットがある。冒頭

に記述したように、横浜市港湾局もこ

の世界の流れに取り残されまいと、

18m の大水深バースの建設を視野に

入れている。果たしてハンブルクはど

う対応するのか。 
 
	 HPA の担当者の回答は非常にシン
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プルなものだった。「大水深バースの

建設は投資に見合わない」。9000TEU
クラスの、全長 600m、幅 40m のコン

テナ船がハンブルク港が対応できる、

最大の船舶サイズとのこと。 
 
	 もちろん、これはハンブルクの地理

的な背景もある。河川港であるため、

これ以上の大水深バースが難しいこ

と、港湾内（といってもエルベ川の中

での話である）におけるコンテナ船の

回頭域の確保が難しいこと、などが理

由と思われる。それでも欧州の輸出の

ラストポート、輸入のファーストポー

トというメリットがあるため、満載で

の入出港の必要がない。ハンブルク港

はこのメリットをこの先も享受でき

るだろうと思う。何より、このポジシ

ョンを HPA は戦略的に築いてきた点

が日本の港湾行政と大きく異なる点

だと感じた。 
 
	 これ以上のコンテナ船の大型化は

投資に見合わないとしつつ、一方でハ

ンブルク港の発展に対する HPA のし

たたかさも垣間見た。それは彼らも単

にコンテナ船の大型化に手をこまぬ

いているわけではない、という点であ

る。HPA はシンガポールや上海、釜

山、アムステルダムなど世界の主要港

に対して、「コンテナ船のサイズは

600m を上限にしないか」という働き

かけをしているという。 
 
	 この姿勢は非常にしたたか、と言わ

ざるを得ない。つまり HPA は世界の

港湾、物流において主要プレイヤーと

して振る舞うだけなく、自らルール・

メイカーになろうとしているわけで

ある。もし、これで世界の主要港が合

意できれば、ハンブルク港はコンテナ

の大型化にも十分対応した、それでい

て効率が極めて高い港湾都市として、

そのポジションを築きあげることが

できるのである。 
 
	 今の港勢から言えば無理な相談か

もしれないが、日本の港湾都市に足り

ないのは、自らがルールを作る側に回

ろうとする意思なのだろう。自らに有

利なルールをどうやったら世界に認

めさせることができるか。世界が決め

たルールに従う、世界が決めたルール

にいち早く対応するかは日本は得意

だが、自らの土俵に持ち込むというの

は、産業と問わず日本が苦手とすると

ころである。これは私自身がかつて記
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者として、日本の産業界がいつもルー

ルを作れず、世界のルールに従う中で

競争力を削がれてきたのを見てきた、

その景色と非常に似たものを感じた。 
 
	 横浜市の名誉のために付記してお

くと、横浜市自身は港湾行政の欧州と

の遅れについては相当に早い段階か

ら認識していた。それは過去に発行さ

れている調査季報を見れば明らかで

ある。1976 年 12 月発行の第 52 号調

査季報では「都市と港湾」という特集

が組まれている 
（ http://www.city.yokohama.lg.jp/se
isaku/seisaku/chousa/kihou/52/ ）。

PDF ですべて公開されているので、

ぜひ、ご一読頂きたい。特集の冒頭に

は「コンテナ化に遅れた横浜港」と題

して、5 ページにわたるレポートが紹

介されているし、「欧米ポート・オー

ソリティ、我が国の港湾行政を考える」

というレポートも調査季報には掲載

されている。欧米のポート・オーソリ

ティと日本あるいは横浜の港湾局は

似て非なるものであることがレポー

トでは報告され、それが港湾行政の遅

れに繋がっていることが指摘されて

いる。問題の所在には気づいていたの

である。課題に気付きながら、有効な

手を打てなかった、あるいは打ち切れ

なかったところに、日本の社会として

の病理があるような気がしてならな

い。

 
 
【所見】 
	 ハンブルク港で知りたかったことは 2 つありました。1 つは港湾の機能転換を

どう考えているのか、またそのための資金調達をどうしているのか。これが 1
点目。2 つ目は、コンテナ船の大型化に対してどのように備えようとしているの

か。 
 
	 前者については、有村議員が執筆しているハーフェンシティ計画の中で確認

してきました。後者について話を聞いたのが HPA。本レポートに所感は記載し

ましたが、HPA はきわめてしたたかでした。ハンブルク港が地理的にこれ以上

の大型化に対応できないという冷静な分析の下、世界の潮流に唯々諾々と従う

のではなく、自らがルールを作る側に回るという姿勢です。世界の主要港に対

して、これ以上の大型化は経済的にも見合わないという視点で説得を始めてい

るといいます。これをしたたかと言わずして何というのでしょうか。 
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	 HPA の戦略性はきっと今に始まった話ではなく、これまで粛々と実行に移さ

れてきたのだろうと思います。本レポートの冒頭に記述したように、1990年代、

世界の生産拠点は大きく変動しました。それはドイツも例外ではありません。

ヨーロッパが大陸であるという、日本とは異なる地理的背景があるとはいえ、

産業構造が大きく変わる局面にあっても、ハンブルク港がその港勢を大きく衰

えさせることがなかったのは、HPA の戦略の賜物でしょう。ハンブルクは欧州

の輸出にとってのファーストポート、輸入のラストポート。これがあるからこ

そ、未来のハンブルクを描けるのだと思います。そして HPA が「ライバルは他

港ではなく、船会社」と言い切っていたのも印象的でした。 
 
	 国土交通省が掲げる北米航路の維持はこれは間違ってはいないと思うものの、

今後の東アジアの人口増や経済成長を考えれば、北米航路を維持しつつ、横浜

港としては東アジアの、どの主要港と経済的なメリットが生じる関係を構築で

きるか、この点も向こう 20 年、30 年を見据えたときに大事な視点ではないか

と考えています。 
 

文責：伊藤大貴 
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デザイン学校から見える、横浜市の創造都市。  

 
【日	 時】：2016 年 4 月 8 日（金） 
【訪問先】： Design Campus 
【対応者】： 
 ブランドアカデミー：Prof.Dr.H.C. Shan Fan 氏 
 ブランドアカデミー：Prof. Ansgar Eidens 氏 
 デザインファクトリー：Gregor Wibbeke 氏 
 デザインファクトリー：Jesta Brouns 氏 
【視察内容】 
	 4月 8日 4件目の視察先は、「Design 
Campus」。バウハウス建築の建物は、

元々港湾関係の学校だったそうです。

現在のデザインキャンパスは、3 つの

大学の出資により設立された、私立の

デザイン学校です。キャンパスは建築、

ブランディング、デザインの 3 つの学

校・専門学校から構成されています。 
 
	 近年はアート系の大学の入学者が

増加する一方、教えられる教授が少な

いという大学側の課題があり、こうし

た形でのデザイン学校が設立された

といいます。  
 
産業界、政界とアーティストのつな

がり	

 
	 「ブランドアカデミー」は、ブラン

ディングに特化した学校で、世界でも

唯一ではないかということ。学士、修

士の資格もとることができます。卒業

生の作品を見ながら説明を受けまし

たが、写真や文字など様々な要素につ

いてブランディングを学び、卒業制作

を行っていました。訪問時には学生達

が作業のため残っていましたが、雑誌

などの切り抜きでコラージュ作品を

作っていました。デザイン業界は IT
の導入も進んでいますが、学校ではデ

ジタルだけでは不十分であると考え、

アナログでの制作などが行われてい

ます。  
 
	 「デザインファクトリー」は専門学

校です。お話を伺った場所には、18
歳で入学し、21 歳で卒業した生徒の

作品が展示されていました。彼は卒業

後すぐに、企業に採用され就職したそ

うです。手書きで作品を作れる人材は、

デジタル化のなかで少なくなってい

るそうで、そうした技術が評価された
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といいます。 
 
	 デザインキャンパスの強みの一つ

は、産業界との繋がりが強いこと。専

門学校のような仕組みだと、産業界の

ニーズに合わせたカリキュラムが組

みやすくなるといいます。指導者も産

業界出身者がいて、そうした人的ネッ

トワークも活用することで、若い人材

のリクルートの場としても重宝され

ているといいます。 
 
	 近年のドイツでは、「教育の分野」

がビジネスに対応していく流れがあ

り、デザインキャンパスのような私立

のアカデミーが設立され、リクルート

につなげる動きがあるようでした。そ

れだけ就職に有利ならば、入学希望者

が殺到しそうですが、私立なため学費

が高く、学費の安い公立大学と棲み分

けがあるとのこと。とはいえ優秀な学

生には奨学金も用意されていること

から、多様な人材が入学するチャンス

も設けられています。 
 
	 同行してもらった、マイケル・クレ

スさん（アーティスト／FRISE ディ

レクター）によると、横浜とハンブル

クのアーティストに、レベルの差は無

く、方向性の違いがあるだけとのこと

でした。そういう視点からは、横浜で

活躍するアーティストにもハンブル

クで活躍する機会がありそうですが、

そこには言語のギャップがあり、ドイ

ツ語か英語で働けるものの、一般的な

日本人アーティストには十分な英語

力がないので、なかなか難しいという

のが現状とのこと。  
 
	 クレスさんはドイツのアーティス

ト協会（組合）の代表も務めています。

ドイツのアーティストには、自らをオ

ーガナイズする伝統があり、協会は政

治家へのロビー活動も行っています。

ドイツという国単位にも、ハンブルク

という市単位にも協会があり、それぞ

れロビー活動が行われています。ロビ

ー活動では、補助金やアーティストに

関わる制度の変更などを要求してき

ていて、実際にアーティスト用の医療

保険の導入を実現させています。 
 
	 また、ハンブルクで海外のアーティ

ストが展示会を行うケースにも補助

金が出るようになりました。政府がア

ート関係に支出する補助金には、展示

会（エキシビジョン）の実施に対して

の、会場費や会場設営費の補助があり、

展示会主催者に支払われています。展

示会によってアーティストの発表の

機会などが確保されているものの、展

示会に係る補助金はアーティスト自

身にはなかなか届きません。アーティ

ストが自らプロジェクトを提案し、内
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容などを精査し、採択されれば補助金

が出るものもあるそうです。 
 
	 とはいえ、ネットワーク形成や実績

作りのために、アーティストはお金に

ならない仕事もしなくてはならない

のが現状ということでした。  
 
横浜市の課題	

 
	 クレスさんは「ポートジャーニープ

ロジェクト」などを通じて、横浜にも

何度か訪れています。黄金町バザール

の取組を高く評価されていました。 
 
	 一方では、横浜市の課題として、ア

ーティストのネットワークやコミュ

ニティが弱い点を指摘されています。

これまで行政主導で、「ハンマーヘッ

ドスタジオ」等の取組も行われていま

すが、アーティストの入居期間が限ら

れているため（ハンマーヘッドは3年）、

退去後に横浜を離れたりすることに

よって、折角一時期形成されたネット

ワーク等もなくなってしまいます。 
 
	 産業界や行政とアーティストとの

密な関係を形成するには、アーティス

トがその地域に居続けることも重要

だという指摘です。デザインキャンパ

スのリクルートとの直結性や、協会に

よるロビー活動など、アート界隈のネ

ットワークとコミュニティが強く存

在することで実現していることがよ

く分かります。こうしたネットワーク

の形成に、クレスさんは「20 年」要

したと仰っていました。 
 
	 「ポートジャーニープロジェクト」

は横浜の象の鼻を中心に展開されて

いますが、ハンブルクでは文化省から

補助金が出ています。なぜ補助金が出

ているかといえば、多様な港間でのネ

ットワーク構築が容易にできた点が

評価されてとのことです。すでに黄金

町にはハンブルク出身のアーティス

トが 2 名いて、クレスさんが縁を取り

持っています。今後は今年の9月頃に、

横浜のアーティストをハンブルクに

呼ぶ計画もあるそうです。アートが仲

介となって、横浜とハンブルクとのコ

ミュニケーションを生み出していま

す。  
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【所	 見】 
	 アーティストのネットワークやコミュニティが弱いことが指摘されましたが、

9 日に訪問した「FRISE Artist House」でも、アーティストのネットワークの

重要性が指摘されています。アートと地域、アートと都市を結びつけて、横浜

市の価値を高めていくためには、アーティストのネットワークが形成されやす

い環境づくりを意識した、創造都市施策が重要だと考えます。文化芸術に期待

されている役割には、地域コミュニティの活性化や経済の活性化がありますが、

まずはアーティスト自身のコミュニティの活性化、アーティスト自身の経済性

を高めることが、重要なのかもしれません。 
	 また、アーティストのレベルは変わらないが、英語力が足りないことが、横

浜のアーティストが海外で活躍することの障壁になっているという指摘は、ア

ーティストだけに関わるものではなく、横浜市の今後の教育施策においても重

要な指摘であり、これまで私達会派から提案してきたことでもあります。国境

を超えて活躍できる力、ネットワークを広げる力を得るには、語学力が必要で

す。 
文責：藤崎浩太郎

 
制作作業に打ち込む学生たち 
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ご説明くださった皆さんと。後ろに見える絵が 21 歳で卒業した生徒の手書

きの作品。 
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ヴィルヘルムスブルク地区の開発について  
	

【日	 時】：2016 年 4 月 9 日（土）	

【訪問先】：IBA 地区（国際建設博覧会）およびエナジーバンカー	

【対応者】：ヴィルヘルムスブルク地区市議ミヒィエルワイナ氏	

【視察内容】 
	

IBA 地区（国際建設博覧会）	

ヴィルヘルムスブルク地区の開発

について、ヴィルヘルムスブルク地区

市議ミヒィエルワイナ氏同行のもと、

BSW（都市開発省と環境省）の建物を

訪問し、ヴィルヘルムスブルク地区全

体の話を伺い、その後にヴィルヘルム

スブルク地区をバスで見学しながら、

エナジーバンカーに移動しました。	

	

ヴィルヘルムスブルク地区は、約

550 年前に運河が作られエルベ川に囲

まれた広大な中洲となった地区です。

もともとは農業が行われていた地区

ですが、19 世紀に入り産業化が進みま

した。川は海の満ち引きで 3ｍほど水

位が変動します。1962 年には、洪水で

堤防が決壊し250人もの死者を出しま

した。それと同時に港湾のコンテナ化

が進み、失業者も増えました。	

	

その後、トルコからの移民を労働者

として許可するようになり、トルコを

含め、南ヨーロッパやスペインからの

移民が多く住むようになりました。現

在、ハンブルクには年間２万人の難民

を受け入れており、この地区だけでも

4 千人の難民を受け入れています。難

民はいずれ母国に帰るだろうと考え

ていましたが、帰ることはありません

でした。また、ドイツでは人件費の安

い移民を多く受け入れています。南欧

やポーランドなどからの移民は、高齢

社会を迎えたドイツにとって看護や

介護といった福祉ニーズに対応する
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人材として期待されています。	

	

このような背景から、この地区のソ

ーシャルレベルは低く、もともとは産

業で栄えた地区だったので、住宅地は

限られていました。昔はごみに関する

知識が乏しく、そのまま地面に廃棄し

ていたので、ダイオキシンが出る地域

もあり、この地区のイメージは悪化し

ていきました。	

	

	 しかし、ハンブルク中心市街地に隣

接しながら、エルベ川の中洲に位置し

ているこの地区には、道路、鉄道や港

湾施設の交通インフラが集中してお

り、この地区は高いポテンシャルを持

っていました。そこでハンブルク市は

抱える都市問題を展覧会という手法

を使って解決しようとしました。	

	

	 それがヴィルヘルムスブルク地区

をモデルに 15 年前に開催された IBA

建物博覧会です。IBA 建築博覧会では、

多国籍の都市住民のコミュニティ、居

住環境の改善、再生可能エネルギーと

資源再利用の3つのプロジェクトテー

マが設定されました。	

	

【エナジーバンカー】	

再生可能エネルギーと資源再利用

のひとつの例がエナジーバンカーで

す。第二次世界大戦の時に防空壕とし

て使用されていたこの建物は、８万㎥

もの鉄筋コンクリートで造られた頑

丈な建物でしたので、解体されること

なく、そのまま放置されていました。	

その建物が再利用され、再生エネル

ギーの製造工場となり、エネルギータ

ンクに利用されるようになりました。

ここでは、発電と、近隣の住居、工業

地帯の地域熱エネルギー供給を行っ

ています。	

	

屋上にはソーラーパネルを設置し、

発電と発熱を行っています。地下は木
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材チップを使う発熱装置が設置され

ていて、この建物全体が地域熱エネル

ギー供給システムとなっています。供

給エリアは、できるだけ小さなグリッ

ドにして、展開しており、周辺の住宅

に熱エネルギーを供給しています。火

力、ガスなどの大型発電所はメンテナ

ンスが必要なので、それに代わる地域

エネルギー供給システムとして期待

されています。	

	

【市議ミヒィエルワイナ氏に市民

参加の仕組みについてヒアリング】	

	 市政のテーマについて、ワーキング

グループやタスクフォースをつくり、

新聞等で市民の参加を呼びかけるこ

ともあるそうです。しかし参加者は固

定していまい、同じ人ばかりが参加す

るといった課題もあるようです。	

		

	 市政の重要なテーマに関しては、直

接関連する人を訪ねたり、地域へ議員

が直接訪問し、インタビューしたり、

説明したりすることもあるそうです。

市民の要求に応じて、現場を確認する

ツアーを1週間にわたって開催したり、

専門家を招いてヒアリングをしたり、

時には市民と協働で課題と施策の理

解を深めることもあるそうです。例え

ば、貸庭を住宅街にしようと市が計画

した時は、借りている人達と、議員、

役所が対話を行って、条件などの調整

を行ったそうです。市民からの理解が

得られるよう、ハンブルクでは、こう

した取り組みを行っているそうです。	

	

	

【所	 見】	

	 横浜においても博覧会が 1989 年と 2009 年の２回開催されていますが、その

内容のほとんどはパビリオンやイベント型のものであり、持続可能な取り組み

に繋がるものではありませんでした。また社会実験的な取り組みも少なく、現

在、その面影を残すものは少ないです。ヴィルヘルムスブルク地区では博覧会

終了後も社会実験や市民活動は継続しています。このように本来は、公的資金

を投入するイベントに関しては、その後の地域の課題解決や市民活動のきっか

けとなることが重要と言えます。	

	

	 ハンブルク市議の市民参加の取り組みは、横浜と同様の課題はあるものの、

市議が主体的に市民と関わりも持ち、市民参加を促す活動を行っていることが

分かりました。市民のサポートといった観点では、本来、行政が担うべきか、

議員が担うべきかは難しい部分ではありますが、今の地方自治の制度や仕組み
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において、行政が担いにくい部分においては、議員がもっと主体的に関与でき

る部分があるように感じました。	

	

	 エネルギー政策に関しては、ドイツと単純に比較できない状況もあります。

ドイツでは国内の電力市場が 1998 年に自由化されました。2000 年の再生可能エ

ネルギー法（EEG）では電力の買取制度を創設しました。2009 年の再生可能エネ

ルギー熱法（EEWG）が冷暖房に関する再生可能エネルギーを促進しています。

横浜においても同様の取り組みを進めていますが、単に費用対効果で判断でき

るものではなく、日本ロジテックの倒産のように、安定したエネルギー供給等

のリスクをどのようにヘッジするのかが重要です。エネルギーバンカーも全て

がうまく進んでいるとは思えません。しかしトライ＆エラーを繰り返しながら

前進していくことが重要だと思います。	

	

文責：有村俊彦	

【参考】	

IBA	

http://www.iba-hamburg.de/	

BSW	

http://www.iba-hamburg.de/en/projects/wilhelmsburg-central/new-buildin

g-of-the-state-ministry-for-urban-development-and-the-environment/proj

ekt/new-building-of-the-state-ministry-for-urban-development-and-the-e

nvironment.html	

エネルギーバンカー	

http://www.hilife.or.jp/yutakanatoshi/yutakanatoshi_4.pdf	
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ミヒィエルワイナ氏から説明を聞く様子 

ミヒィエルワイナ氏を囲んで 
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ハンブルクの創造都市、文化政策。  

 
【日	 時】：2016 年 4 月 9 日（土） 
【訪問先】： 
フリーリバーゾーン：ティル・クラウゼ（Till Lrause）氏 
シティキュレーター：サラ（Sarah Kuhnt）氏 
パークフィクション：クリストフ・シェイファー（Christoph Schäfer）氏 
フライズ アーティストハウス：マイケル・クレス（Michael Kress）氏 
ロングナイトミュージアム 
【対応者】：マイケル・クレス（Michael Kress）氏 
【視察内容】 
	 4 月 9 日後半は、マイケル・クレス

（Michael Kress）さんに同行して頂

き、ハンブルクの創造都市・文化施策

について実際の取組の現場を伺い、ア

ーティストの方々からお話を伺いま

した。クレスさんは、ハンブルクのア

ーティスト、キュレーター、ディレク

ターであり、アーティストハウス

「FRISE」のディレクターでもありま

す。横浜市が取り組む「ポートジャー

ニープロジェクト」においても、ハン

ブルクの代表として何度か横浜市に

訪れている方です。  
 
Free River Zone 
 
	 最初に訪問したのは、「Free 
River Zone」（フリーリバーゾー

ン）というアートプロジェクト。

エルベ川沿いの環境に対する影響

を、調査・分析ではなく、アートとし

て市民にアプローチしているプロジ

ェクトです。ディレクターのアーティ

スト、ティル・クラウゼ（Till Lrause）
さんから、現地でお話を伺いました。  
 
	 ハンブルクはエルベ川河口から

100km 上流の港湾都市で、港湾の開

発が河川に影響を与えてきましたが、

プロジェクトのエリアは歴史的、政治

的決断によって、森が残されています。

100km も上流であるにも関わらず、

クラウゼ氏から現場で取り組みを伺う 
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満潮・干潮の影響を受け、水面が

3m 変わる川でもあります。港湾

開発によって、自然と経済とが衝

突（conflict）していて、その衝突

こそがアートの源泉にもなってい

るそうです。すでに 5 年に渡って

プロジェクトを行い、リサーチや

議論を行っています。  
 
	 アートプロジェクトの趣旨は、人間

の手が入った自然と、入っていない自

然とでは、何が異なり、何が起こるか

を調べ、表現していくこと。その問は、

政治的、美学的な問いであり、科学的

に結論を出すものではありません。ま

た政治的な要請などもなく、自主的な

プロジェクトとして、様々な観点から

関わっている人がいるということで

した。 
 
	 2013 年に開催された国際庭園博覧

会では補助金を得ることができて、護

岸などの調査も行い、役所と議論も行

ったが、なぜ護岸が整備されたか

について、役所は十分に把握でき

ていなかったといいます。プロジ

ェクトについてポスターを制作し

街中やお店の中に掲示するなど、

市民がプロジェクトを目にする機

会を作り、プロジェクトを目にし、

知ることで、エルベ川の自然を意

識し、議論が起こるように、仕掛

けているということでした。作品を制

作し展示するということではなく、調

査や実験について公園に来る人達や、

地域の住人達と議論をして、アイディ

アを得て、それを更に発展させて、ま

た議論を行うという、活動と議論とそ

れに対する反応が積み重ねられてい

くというアートプロジェクトで、結論

を出すようなものではありません。  
 
City	Curator へのヒアリング	

 
2 カ所目の訪問先は、「公共の場のアー

取り組みを示すパネルの前で 

事務所にてお話を伺う。 
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ト」に関わるシティキュレーターのサ

ラ（Sarah Kuhnt）さん。事務所にて

お話を伺いました。「公共の場のアー

ト」は 1980 年代に始まったプロジェ

クト。ひとつ前の世代では「建物のア

ート」という取り組みが行われていて、

建築に何らかの装飾をするようなア

ートイベントだったそうです。  
 
	 「公共の場のアート」は元々ブレー

メンで発案された取り組みで、アート

が自由になっていく、公共の場で活動

できるという取り組みとして、ブレー

メンの人によって持ち込まれ、スター

トします。2 つ焦点があり、1 つはク

ラシカルなアートではなく、パフォー

マンスやインスタレーションにフォ

ーカスした取り組みにすること。もう

1 つは慰霊やメモリアルとしてアート

を行うことでした。  
 
	 取り組みを始めたばかりの頃は、市

の文化省が主催し、予算は 100 万マル

クほどだったものの、2003 年からは

市の予算は半分に削減されています。

予算が削減されたことにより方向性

も変化し、また一方では社会構造も変

化してきていて、市の文化政策も変化

してきているそうです。そうした変化

の中で、2013 年に現在の在り方にな

ってきて、サラさんはフリーのキュレ

ーターとして、この 2〜3 年プロジェ

クトに関わっています。 
 
	 現在のプロジェクトの1つの目的は、

これまで「公共の場のアート」で何が

行われてきたかを整理することであ

り、もう 1 つの目的は、プロジェクト

の今後の新たな取り組みに対しての

コンセプトをつくること。現在はベル

リンからきたキュレーターが、小さな

チームをつくってプロジェクトに取

り組んでいます。 
 
	 こうした目的のために、キックオフ

として開催されたシンポジウムでは、

これまで「公共の場のアート」に関わ

ってきた経験者や、ヨーロッパの都市

から著名なアーティストを招き、将来

的な可能性について議論を行ったり、

文化省のアーカイブから展示を行っ

たり、若手アーティストの作品の展示

を行ったりしたといいます。去年の夏

には国際的なアーティストを集めて、

公共の場でインスタレーションなど

の様々なアートイベントを開催し、合

わせてハンブルクの芸術大学と提携

し、地元の大学生やベルリンから来た

大学生とも活動を行って「公共の場の

アート」プロジェクトでは、単純にア

ート作品を展示するのではなく、対話

（ダイアログ）のプラットホームであ

ると理解し、広く開かれた状態にする

ことを重視したといいます。 
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コラム：「公共の場のアート」とは何か	

 
	「公共の場のアート」とは一体何かというのが、このプロジェクトの重要な点でもあります。「公共の場」

とは、単純にどこか建物の中や土地の上といった固有名詞のある場所・空間だけでなく、誰かと話をする

その時間・空間であったり、情報交換のために設けられた時間・空間であったりもし得るものであり、ま

たその「場」について考え、議論することもプロジェクトにおいて重要なポイントです。「公共の場」が何

かを考えるのは抽象的である一方で、具体的な場に落とし込めば市の所有する公園だったりもします。た

だそうした具体的な「公共団体が管理する場所」でインスタレーションを行おうとすれば、利用許可が必

要となるため、どこでも同じようにアートイベントを開催できるわけではありません。		

	

	 これまで 2 年間、異文化のアート、例えばアフリカの音楽などを包含していくことをコンセプトとして

いますが、そうした異文化のアートなどを見てもらうことで、その個人の今まで持っていた考え方を見直

すきっかけにすることが、「公共の場のアート」の強みです。時には喧嘩するかのような議論を交わすこと

もまた、考え方を変えることに繋がっているのではないかと考えています。ユニッシュパーク（公園）で

は、囲いも何もないアートの展示やインスタレーションを行いましたが、何者かに壊されることもありま

した。この「破壊する」という行為そのものが、市民からの「反応」であり、アートが与えた影響でもあ

ります。こうした「場」という概念は、「ヨーロッパの思考」に依っているものかもしれず、「パブリック

とプライベート」という問いは、ヨーロッパの文化的背景に依存していて、アートという手段によって認

識可能な「形」として表出されていきます。		

	

	 コミュニティやアイデンティティは、「違いがある」という認識から生まれるので、対話であったり、展

示に対する感情であったり、「公共の場のアート」から生じる様々な反応が、新たな影響を社会に及ぼして

いくのかもしれません。毎日通勤する通りにアートがあれば、考えるきっかけになり、行動へのきっかけ

になるかもしれません。とは言え最近は、人々の感情を呼び起こすことが難しくもなってきています。そ

の原因は、「公共の場」をどうやって作っていくかということに対して、市民の参加が昔と比べて少なくな

っているし、「私」の領域が広がって孤立化していることにあるのではないかと考えられるし、経済的に不

安定な時期も「私」が強くなるという傾向があると考えられますが、「これが原因」と特定するのは難しい

と思います。公共の場を「何かに使う」ことが多く行われていますが、傾向としては商業的な取り組みが

多いのではないでしょうか。最近は「なにかやる」ばかりで「とどまる」ことが不足していて、人間は内

心でとどまることを求めているのではないかとも考えられます。		
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	 そこで行われる対話においては、

基礎的な、抽象的な議論を行うこ

とも大切にする一方で、現在社会

で起きている問題、政治的な課題

を議論することもまた大切にされ

ています。現在はプロジェクトの

終盤にあり、最終的にはシンポジ

ウムを開催して、クローズする予

定です。  
 
Park	Fiction：アートと市民を結びつ

ける参加型の公園創造	

 
	 続いての訪問は、「Park Fiction」（パ

ークフィクション）という公園の取り

組み。主要メンバーでアーティストの

クリストフ シェイファー（Christoph 
Schäfer）さんに、案内していただき

ながらお話を伺いました。1994 年に

地域の隣人同士で集まって、活動がス

タート。現在パークフィクションの活

動が行われている公園に、ハンブルク

市が住宅を建設しようと計画を立て

たことが原因となり、市民参加による

取り組みが始まりました。元々公園の

ある土地には住宅があったものの、取

り壊され更地になっていました。 
 
	 住宅建設の話が持ち上がっては消

えと、なかなか進まない時期が続いた

ものの、ついに市が計画を立てます。

市の計画に反対する住民や、お店のオ

ーナー達が参加して、この場所を守り、

公園として開かれた場にしていこう

と、取り組みがスタートします。  
 
	 ドイツにおいて行政の計画に反対

するための主な方法は 2 つあり、1 つ

は市議会議員に相談することだが、こ

れは絶対成功しない方法。もう 1 つは

占拠やデモを行い、意思表示をするこ

と。今回の公園については、この 2 つ

の両方が使えなかったということか

ら、3 つ目の方法として、平行して自

分たちで計画を立てるという方法が

編み出されます。市役所は反対する住

民の声を聞かずに、住宅計画を進めて

いきます。それに対して彼らは、自分

たちの公園計画の展示や、ストリート

パーティーなどを行ったりしながら、

あたかもそこに公園が既にあるかの

ように振る舞い続けます。  
 
	 そうした取組を続けているうちに、

市の文化省から招待され議論をする

港を見渡す絶好の場所 
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ようになり、その頃に「公共の場のア

ート」に出会うことになります。市民

とアートを結びつける、新しいアイデ

ィアが求められて、「Park Fiction」の

構想がまとめられていきます。 
 
	 この構想の、アートと市民の分かり

やすい結びつきが文化省に評価され、

実現されることになります。しかしな

がら、都市開発省から横槍が入り、大

臣がパークフィクションに反対しは

じめます。この段階で文化省は急に音

信不通になり、隠れてしまったそうで

す。それでも活動のメンバーは諦めず

に、都市開発省を無視して、活動を続

けていきます。それにより、一層活動

の規模が大きくなったと言います。最

終的には役所側の地域の担当者と話

し合いの場が設けられます。 
 
	 この話し合いは、住民に対してオー

プンな形で行われます。市側は都市開

発省、環境省、文化省などから担当者

が参加し、地域住民と役所の双方が妥

協し、パークフィクション構想の一部

のエリアに住宅を建設することを認

めつつ、パークフィクション自体も実

現することになりました。文化省から

は公園整備のために、補助金が出るこ

とにもなりました。  
 
	 このパークフィクションの計画を

立てるにあたっては、アーティストと

建築家とが共に協力しあって行動し

たそうでうす。計画を立てるプロセス

をゲームに見立てることがモットー

で、専門家だけでなく、大人も子ども

も、ドイツ語を話せない人でも参加で

きるツールが開発されます。7 人程度

の小さなチームに分かれてアイディ

アを出し、評価し、最終的には「いく

つかの島で構成された公園」というコ

ンセプトができあがります。 

 
	 公園内にあるヤシの木のオブジェ

は、8 歳のトルコ人の子どものスケッ

チから作られたり、波型の芝生は空飛

ぶじゅうたんのアイディアからデザ

インされたりと、住民からのアイディ

アが形にされていきます。隣接する教

会には花壇スペースがありましたが、

新しいエッセンスを追加し、「お隣さ

んの庭」として小さなスペースに小分

けして、皆で花壇を作っていました。  
 
	 市の計画に反対するだけでなく、独

自の計画を作り、行動したこと。それ

を行政が受け止めて、議論し、交渉し、
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双方譲歩し合ったこと。取組全体がア

ートであったこと。そして完成した公

園には、多くの市民が各々の時間を過

ごしに集まっていたことが、印象的で

した。  
 
FRISE	Artist	House：ギャラリー

とアーティスト・イン・レジデンス	

 
	 4 カ所目の訪問となったのは、

「FRISE Artist House」（フライズ ア
ーティストハウス）。1978 年にコーポ

ラティブハウスとしてプロジェクト

がスタートし、ハンブルクでは最も古

いアーティストハウスとなっていま

す。現在 30 名のアーティストと、20
名の映像・フィルムメーカーが入居し、

入居年数や立場など関係なく、1 人 1
人が同等の権利でハウスの運営にコ

ミットするという、民主的な運営が行

われています。届け出上、法的には代

表者が存在しますが、合議制で意思決

定が行われています。 
 
	 入居するアーティスト全員に役割

があり、プロモーション、リノベーシ

ョン、清掃などといった役割がありま

す。特に、フルタイムのキュレーター

（ディレクター）が居るわけではない

ので、展示会の開催も分担され、実施

されています。  
 

	 FRISE には 3 つの基本理念があり、

（1）アーティストのためのギャラリ

ーであること、（2）外部のアーティス

トと交流をもつこと、（3）アーティス

ト・イン・レジデンス・プログラムで

あること、となっています。アーティ

スト・イン・レジデンスの取組では、

世界中のアーティストが招かれてい

て、インド、イスラエル、パレスチナ、

ギリシャ、イタリア、ノルウェー、ス

ウェーデン、イギリス、アメリカ等々

から、来訪しているそうです。 
 
	 これとは別に毎年 10〜20 組の外国

人アーティストが訪れ、展示会を開催

しています。またオランダのフローニ

ンゲンとは特別な関係を構築してい

て、ハンブルクのアーティストがいつ

でも行ける体制にあるとのことでし

た。  

 
FRISE の資金源は様々なところから

得ていて、その 1 つとしてハンブルク

市の基金もパートナーとなっていま

す。市との関係では「若手アーティス

住居兼工房 
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トの育成」に取り組むことになってい

て、若手向けの展示会の開催を行って

います。FRISE としても、設立から

40 年近く経っているなかで、メンバ

ーの年齢層を広げていきたいという

課題もあります。  
 
	 実際に入居しているアーティスト

の部屋にお邪魔して、5 人のアーティ

ストからもお話を伺いました。多くの

アーティストが入居し、交流の機会を

持てて仲も良く、コミュニケーション

を通じてインスピレーションを得ら

れることや、外部のアーティストとの

ネットワークが広がっていくことが、

入居のメリットであるということを

それぞれから聞くことができました。 
 
	 入居するアーティスト達が協力し

て作品を制作するケースもあり、複数

のアーティストが連続するコラボ作

品を作り、最後にそれらの作品の展示

会を行ったりもするそうです。こうし

たコラボレーションは FRISE の外に

も広がり、マルセイユとハンブルクの

コラボレーションでは 25 名のアーテ

ィストが、更にニューヨークなども参

加したコラボレーションでは 40 名の

アーティストが参加したと言います。  
 
	 入居者の中には日本人アーティス

トもいらして、綿引展子さんとお会い

することができました。2008 年に文

化庁のプログラムでハンブルクに来

て以来、ハンブルクの居心地の良さが

気に入って、滞在し続けていらっしゃ

います。工房と住居が一体となってい

る点、収入証明が無くても入居できる

点が、外国人アーティストにとっては

FRISEの魅力になっているそうです。 
 
	 ハンブルクのアートに対する理解

や関心は非常に高く、アートやアーテ

ィストに対する「特別さ」のような雰

囲気がないことが日本とは大きな違

いで、そこが居心地の良さにつながっ

ているようでした。ハンブルクには子

どもの頃からアートに触れて、作品に

関するディスカッションをするプロ
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グラムがあるなど、日本との違いが生

まれる背景には、社会全体でのアート

への意識、土壌の違いがあるなと感じ

ます。 
 
	 綿引さんによれば、アーティストの

技術レベルは様々なものの、自分の作

品の説明を、自分の言葉で意見できる

人が多いのが、ハンブルクのアーティ

ストの強みとなっていると言います。

またアーティストや作品への理解の

仕方も人それぞれで、作品に対して自

分がいいと思うかどうかが購入など

の基準となっていて、アーティストの

経歴や受賞歴などはそれほど重視さ

れない点も、日本との違いとして指摘

されました。  
 
Long	Night	Museums：年に 1 度の

夜の展示会	

 
	 訪問した 4 月 9 日は、年に 1 度開催

されている「Long Night Museums」
（ロングナイトミュージアム）の日で

した。これまで十数年行われているイ

ベントで、市内 60 か所の美術館など

の会場で、18 時から遅いところでは

翌2時まで展示など800の企画が行わ

れていました。会場数も企画数も多い

ので、イベントのパンフレットも分厚

くなっていますが、面白いのは市内全

域の地図が無いこと。会場の地図は、

バス停からの行き方しか記載されて

いません。そしてパンフレットの最終

ページにはバスの路線図。そう、この

イベントはチケットを買うとバスが

乗り放題になり、基本はバスに乗って

移動して、アートを楽しむものになっ

ていました。  
 
	 あまり時間が無かったので2か所ほ

ど周りました。会場周辺は人が大勢い

て街が賑わっていて、土曜の夜だから

なのかと現地の方に聞いたところ、普

段の土曜日は全然人が居ない場所だ

と教えてくれました。1 つのイベント

として盛り上がりがありつつ、会場数

や企画数も多く、アートへの関心の高

さが伺えました。  

 
	 1 つの会場では、日本人のギャラリ

ーオーナー、佐藤幹子さん（MIKIKO 
SATO GALLERY）にお会いしました。

綿引さん同様に佐藤さんからも、日本

とドイツのアートに関する土壌が大

きく異なることが指摘されました。ハ

ンブルク市では若手アーティストが

イベント参加者で賑わう会場周辺 
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展示会を行うことに対して、会場に対

する補助がでるということで、それに

より若手アーティストが様々な機会

を得ることができ、重要な取組だと指

摘がありました。  
 
クレスさんとの議論から	

 
	 同行していただいたクレスさんと

も、議論を行いました。日本との違い

として、2 人のハンブルク在住の日本

人の方とも議論させていただいた中

で指摘された、作品に対する評価の仕

方について、改めてドイツでは作品そ

のものが評価され、経歴などは重視さ

れないことが指摘されました。とはい

え、ドイツでも有名な芸術大学を卒業

するほうがキャリアに恵まれやすい

傾向もあるそうです。それでも、マイ

ナーな大学出身者でも別なアプロー

チが可能な環境があり、出身大学に関

係なく大成することは可能だという

ことでした。  
 
	 日本において文化行政となると、ど

うしても費用対効果という視点が入

らざるを得ません。アートから得られ

る効果、についても議論がありました

が、「ポートジャーニープロジェクト」

（http://www.portjourneys.org/）とい

うアートのプロジェクトの影響で、横

浜市会議員がハンブルクを訪れ交流

することも、アートの効果であると指

摘されました。 
 
	 アートの効果は「お金」ではなく、

「社会への影響」であるという指摘で

す。Free River Zone の取組や、Park 
Fiction など、ハンブルクのアートの

取組を伺ってきましたが、それぞれの

取組はまさに「社会への影響」につい

ての取組でした。ともすれば「行政へ

の反抗」とも受け取れてしまう取組で

も、市民自らが守りたいもの、実現し

たいことを表現し、コミュニケーショ

ンをし、それを周辺の地域や市民が理

解し、社会的に尊重されていて、行政

がそれにコミットしているというこ

とが、ハンブルクという都市における

アートのある姿でした。  
 
	 また、アーティストたちがアートに

期待している役割として、「問い」を

立てさせることがあると感じました。

フリーリバーゾーンに関するポスタ

ーを見た人が、インスタレーションの

プロジェクトに参加した人が、「問い」

を立て、「問い」に対して「対話」を

し、その「対話」から考え方や視点が

変わっていく。それによって、動きが

変わり、社会に影響していく。そして

その影響から受けた変化をまた、アー

トが表現していく。まさにパークフィ

クションでは、行政の住宅計画に隣人
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たちが「問い」を立て、自分たちの「反

応」を起こし、その反応に対して行政

もまた「問い」を立て反応を起こし、

最終的には隣人たちと行政が1つのテ

ーブルにつき、対話し交渉し妥協点を

見出し、双方の主張が実現していく。  
 

 
【所	 見】 
	 ハンブルクのアートと市民、社会の関係は、日本、横浜とは異なるなと思い

ました。とは言え、ハンブルクで行われているアートの在り方、「問い」を立て

社会に影響していくという点を、横浜市でこれからどう実現できるのだろうか、

同じような取り組みはないだろうか、と考えると、全く何も無いわけではない

なとも考えられます。アートが社会課題のビジュアライズだと置き換えて考え

れば、オープンデータとデータのビジュアライズによる社会課題の可視化と、

フューチャーセッションなどの対話の場、そこから出てきたアイディアなどを

市民、民間、行政とで具現化し解決に向かうという横浜の方法は、横浜におけ

る「公共の場のアート」だと読み替えられるかもしれない、と考えます。創造

都市政策を推進している横浜において、データとアートが調和し、融合してい

くと、まだ誰も実現していない社会を創れるのではないかと、非常に示唆に富

み、学ぶことが多く、感銘を受ける視察となりました。  
 

文責：藤崎浩太郎 
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歴史の遺産を後世に伝える取組み（ベルリン訪問）  

 
【日	 時】2016 年 4 月 10 日（日） 
【訪問先】１．ブランデンブルグ門 
	 	 	 	 	 ２．森鴎外記念館 
	 	 	 	 	 ３．ホロコースト記念碑 
	 	 	 	 	 ４．フンボルトボックス（ベルリン王宮再建）	

	 	 	 	 	 ５．イーストサイドギャラリー	

	 	 	 	 	 ６．その他（ドイツの歴史教育について）	

【視察内容】 
 
＜はじめに＞	

	

●	キリスト教徒の多いヨーロッパでは、日曜日は安息日として教会などに行く

伝統から、多くの店舗や施設は休館となります。よって、ギリギリまで調整

をしましたが、役所関係者との面談はできませんでした。 
●	ベルリンには、東西冷戦時のベルリンの壁などの「負の遺産」を含め、多く

の歴史遺産が残されています。そして、歴史の教訓とともに、それを後世に

伝える取組みがなされています。 
●	歴史の遺産を後世に伝える取組を、ドイツの歴史教育と合わせ報告します。 

歴史の遺産を残し、後世の人達に正しく伝える取組みは、横浜でも必要な取

組みであると考えます。 
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１．	 ブランデンブルグ門	

●	ベルリンにあった 18 の市門のひとつ。現存する唯一の門で、1791 年に現在

の姿に建て替えられました。 
●	門上の 4頭立て馬車の彫像は、ナポレオン戦争でパリに持ち去られましたが、

1814 年に取り戻しました。この像はベルリン市民の誇りとなっています。 
●	ベルリンの壁崩壊（1989 年 11 月 9 日）の際に、真っ先に門前の壁が壊され

ました。世界中のメディアに配信されたのは、この門が写った映像です。 
 
 
＜Q&A（ドイツ人ガイドに聞く）＞	

Q.ブランデンブルグ門は、ベルリン市民にとってどのような位置づけの建造物

ですか？ 
 
A.ナポレオン戦争、冷戦時の東西分断、ベルリンの壁の崩壊など、歴史の事実

を刻む建造物であり、ベルリン市民の誇りです。現在は、東西ドイツ統一のシ

ンボルとして、大切に保存されています。	

 
 

 

ベルリンの壁崩壊をはじめ、歴史の節目に立ち会ったブランデンブルグ門	
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２．	 森鴎外記念館	

●	ドイツに留学していた森鴎外は 1887 年にベルリンへ移り、1888 年まで、ベ

ルリン大学のロベルト・コッホ（細菌学者）のもとで医学を学んでいました。 
●	森鴎外が下宿をしていた同館の２階には当時の様子が再現されています。 
●	記念館は現在、フンボルト大学日本研究科の拠点となっています。 
 
＜報告・その他＞	

●	横浜市歌は開港 50 周年を記念して 1909 年につくられました。 
●	横浜市歌の作詞者は森鴎外。ドイツ留学後、日本で作詞をしました。 
●	横浜市歌の生みの親である森鴎外と、ドイツ、横浜の繫がりを調査すべく、

同記念館を訪れましたが、あいにく日曜日の為、休館でした。 
 
＜視察団の中での意見＞	

●	小説家として日本で活躍した森鴎外の足跡を、ベルリン市がしっかりと残し

ている事は素晴らしい取組みである。 
●	偉人の足跡を歴史の遺産としての残す取組みは、「観光」や「文化交流」に

も繋がる政策である。 
●	開港 150 年の歴史の中で、横浜で過ごした偉人達の足跡を残す取組みがされ

ているだろうか？しっかりと点検する必要がある。 
●	例えば、「ヘボン式」の生みの親であるヘボンは横浜で医師として活躍し、

生麦事件で被害者の立会もしている。ヘボンの足跡を残す取組みは、行われ

ているだろうか？ 
 

 
森鴎外の留学中の足跡を、日独の文化交流の拠点として保存	
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３．	 ホロコースト記念碑	

●	ナチスによるホロコースト（大量虐殺）で犠牲になったユダヤ人は、少なく

とも 600 万人以上と言われています。 
●	19,073 ㎡の敷地に 2711 基の直方体の石が置かれています。それぞれの石は

縦横の長さは同じだが、高さだけが異なります。 
●	正式名称は「虐殺されたヨーロッパのユダヤ人の為の記念碑」。 
●	長い年月をかけて議論を重ね建設されています。建築費は、2,760 万ユーロ

（≒約 36 億円）。 
 
＜ドイツ人ガイドとのやり取り＞	

●	負の遺産ではあるが、ドイツ人の教訓として、しっかりと胸に刻まなければ

いけない歴史を象徴するものである。 
●	あえてシンボル性をなくし、「メタファー」の手法で表現をしている。 
●	外から見ると同じ高さに見えるが、中に入ると、背の高さの 2 倍ぐらい深い

ところがある。ドイツ人ガイドによれば、（虐待の事実は）外からは分かり

づらく、中に入ってみないと真実はわからない（という事を、メタファーし

ている）との事。 
●	「中に入ってみて何を感じたか？」とドイツ人ガイドに聞かれたが、歴史の

事実を踏まえると、あまりにも重く、即答する事が出来ませんでした。 
 

	 	  
「外からでは分からない闇の深さ」をメタファー（比喩）している	
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４．	 Humbolt	Box（ベルリン王宮再建）	

●	ベルリン王宮は、首都ベルリンの中心部にあった宮殿で、1701 年からプロ

イセン王国国王、1871 年からはドイツ帝国皇帝の居城でした。 
●	1945 年の空襲で焼失し、1950 年には東ドイツ政府によって取り壊されまし

た。 
●	東西ドイツ統一後、再建が要望され、2013 年から再建工事が本格的に始ま

りました。 
●	プロイセン文化財団の博物館や図書館などを収容する複合文化施設「フンボ

ルトフォーラム」、2019 年完成の予定です。 
●	5 億 5200 万ユーロ（≒約 718 億円）と見積もられる建築費用の 8 割はドイ

ツ連邦政府が負担をし、残りはベルリン市と 8000 万ユーロ（≒約 104 億円）

の募金によって賄われる予定です。 
●	募金を募る為に、王宮再建の歴史と再建プランを、映像や模型で紹介する「フ

ンボルト BOX」が設置されています。 
 

＜王宮再建に関する市民の声＞	

●	厳しい財政状況の中、アジア、アフリカ、アメリカなどの非ヨーロッパ系の

民族学展示を行う同施設は、「税金の無駄遣いだ」という声も上がっており、

ドイツ人の中でも王宮再建の賛否は分かれています。 
 

 

王宮再建工事と並行して、寄付金集めが積極的に行われている	
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５．	 イーストサイドギャラリー	

●	ベルリンの壁の崩壊（1989 年 11 月）後、世界各国のアーティスト 118 人が、

シュプレー川沿いベルリンの壁（最長 1.3km）に絵を描き、文化財として保

存されているオープン・ギャラリー。 
●	絵が描かれているのは東側の壁。実際には川を挟んで西側にも壁があり、２

枚の壁の間には緩衝地帯が存在します。 
●	壁ができた 1961 年から崩壊する 1989 年までの 28 年間で、壁を超えて脱出

（東→西ドイツへ）した人は 5,000 人以上いたと言われています。 
●	一方で、3,000 人以上が逮捕され、192 人が射殺されました。 
●	落書きされた負の遺産は、アート作品として保存され、国内外から多くの見

学者を集めています。 
 
＜Q&A（地元ガイドさんに聞く）※ガイドさんは西ドイツ出身＞ 
Q.壁ができてから、西ドイツと東ドイツの行き来は、完全に不能だったか？ 
A. 壁は 1961 年 8 月 12 日の深夜、突如つくられ、翌日の 13 日の午後 1 時には

西ベルリンは完全に隔離された。当初、移動は不能であったが、70 年代にな

ると緩和され、西側から東側への訪問が可能となった。私も幼いころ、親戚

を訪ねて東ドイツにいった経験が 1 度ある（日帰り）。 
東ドイツでは、幼いながらも経済格差を強く感じた。 

 

 
ベルリンの壁をキャンバスにして 1.3km 続く	
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６．	 その他（ドイツの歴史教育について）	

●	ドイツの歴史教育における最大の課題は、ナチス時代に行われたユダヤ人に

対する迫害の歴史を、いかに次世代に伝えるかです。 
●	ドイツの学校教育では現代史が重視され、ナチス時代の加害の歴史の学習に

は十分な時間が割かれます。また強制収容所跡などの見学も授業に組み込ま

れています。 
●	このような取組みは学校教育の現場だけに限らず、ナチスの過去に関する展

示、記念館の建設や記念碑の設置など、様々なかたちで過去と向き合う事が

求められます。 
●	又、ナチス被害の補償、ネオナチの規制、再軍備の決定や移民の受入れなど、

ドイツではあらゆる政治決定がナチスの過去に照らして議論されています。 
	

＜現地学校の実例（クロスター校：ハンブルグ市にて視察）＞	

●	年２回、テーマを集中して、プロジェクトウィークを行っています。 
●	2 週間、他の授業を行わず、決められたテーマについて、子供達が自主的に

調査を行います。 
●	最終的に成果を発表し、その発表には保護者も呼ばれます。 
●	移民などのテーマも扱いますが、次回のテーマは「歴史」の予定です。 
●	10 年前のプロジェクトウィークの成果物が学校内に展示されています。	 	 	

戦争当時、クロスター校で働いていたユダヤ人教師に関するものです。 
●	難しいテーマであっても、早い段階から積極的に子供達の自主性のなかで学

ぶ機会をつくっていく事が、差別をなくし、理解を進めるのには重要だと学

校が考えています。 
	

 
歴史学習の成果物の展示（クロスター校）	
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【所	 見】	

	 「正」「負」を問わず過去の歴史を、教訓として後世に正しく伝える事は大変

重要な取組みです。ドイツでは、特に、ナチス時代の「負」の遺産を評価し、

２度と同じ過ちを繰り返さない為の取組みを重視しています。教育課程では、

過去２度の大戦でヨーロッパを焼け野原にした反省と、ナチスの反ユダヤ主義

に対する反省を徹底して行っており、欧州の繁栄のためなら自己犠牲も厭わな

い、欧州の繁栄、周辺国との融和こそがドイツ繁栄の道であるという教育が施

されています。欧州統合での財政負担や、難民の受入れなどの政治決定も、「過

去の自己反省」からスタートした現代ドイツ人の行動指針に基づくものです。 
	 歴史の遺産を教訓として残す取組みは、国の単位だけで取組むべきものでは

ありません。まずは埋もれている歴史の遺産を、調査・研究を含めて掘り起こ

す作業が必要であると考えます。 
	 開港から 150 年を経過した横浜には、日本での「物のはじまり」の歴史や、

それに関わった人が残した足跡が無数に存在すると考えられます。しかし、そ

れを、「歴史の遺産」や「観光」、「文化」的財産として活かす取組みは、まだま

だ立ち遅れていると思います。 
	 日本国内での歴史認識に関する議論は非常に難しいものがありますが、現在

及び後世の人達がオープンな議論をする為にも、歴史の遺産はしっかりと残し

ていかなければなりません。 
	 そして、横浜で埋もれている「歴史の掘り起こし」は、進めていく必要があ

ると考えます。具体的な方法を検討し、今後の提言に繋げていきたいと思いま

す。	

 
文責：大岩真善和 
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全ての家族が重要である。  

フィンランドの、子どもと親への支援。  

 
【日	 時】：2016 年 4 月 12 日（火） 
【訪問先】： 
・	母子支援センター・シェルター連盟 

対応者：サリ・ラーソン(sari laaksonen)氏 
・	産後鬱協会（ÄIMÄ） 

対応者：ラウラ・ピーライネ氏 
・	家族連盟（Väestöliitto） 

対応者：Katja Varjos 氏 
【視察内容】 
母子支援センター・シェルター連盟	

 
	 ヘルシンキ１日目午前は、「母子支

援 セ ン タ ー ・ シ ェ ル タ ー 連 盟

（ federation of mother and child 
and shelters）」へ。サリ・ラーソン(sari 
laaksonen)さんから、お話を伺いまし

た。1945 年に設立され、昨年 70 周年

を迎えています。戦後フィンランドで

都市化が進んだことで、地方の女性が

都市部に移住し、家政婦などの職場で

働き始めるようになります。そうした

働く環境のなかで、独身の女性が妊娠

してしまうことが問題になります。こ

うした社会環境の中で、一人一人全て

の子どもを助け、守るために組織が立

ち上がります。子ども達の権利を守り、

安全な環境で育てることを最も大切

にしていて、子どもを守るということ

は、必然的に親や家族に関わることに

なるため、親や家族への支援を行うこ

とになったということでした。  

 
	 70 年が過ぎ社会環境が変化しても、

設立の理念は変わっていないといい

ます。連盟本部には 40 名が働き、研

究や今後の取組に関する開発を行っ

ています。独立した 30 の団体が加盟

し、その 30 の団体が直接子どもたち

プロジェクターを使っての説明 
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への支援を行います。この 30 団体で

は 850 名が働いています。連盟は

NGO で、資金源はリンナンマキ遊園

地と、スロットマシーン協会の 2 つ。

リンナンマキ遊園地は保育園を運営

している財団が作った遊園地のため、

利益を子どもたちの福祉に投じてい

るのと、スロットマシーン協会は半官

半民のような組織で、賭け事（モノポ

リー）の収益で、社会福祉や文化政策

に資金を供給しているそうです。  
 
	 具体的な取組みとしては、国に対し

て啓発を行っていて、法改正に関わる

こともあります。心がけていることは、

なるべく皆を巻き込んでいくことで、

支援を受けた人が、課題を克服した後

に、支援者側に回って団体と一緒に活

動してもらえるように、取り組んでい

ます。「母と子の家」という取組みで

は、母親に赤ちゃんとどう関わるかに

ついて教えていて、多くの母親が数ヶ

月に渡って関わっています。 
 
	 元々は母と子だったが、最近は父親

も関わるようになってきています。主

な対象者がアルコールや薬物の依存

症者、精神疾患のある方、障害者、若

年の妊婦であり、こうした人達には親

と子の関係性について教える必要が

あるため、こうした取組みが行われて

います。  
 

	 母と子の取組を進めている中で、

段々と家庭内暴力（DV）対策の重要

性が認識されていきます。そこで連盟

の手によって、フィンランドで初めて

のシェルターが7か所設けられていき

ます。さらに活動が継続していくと、

母親だけでなく、父親、男性に対する

取組が必要であることが認識されて

いきます。 
 
	 家庭においては母親同様に、父親も

影響をもつので、現在も男性への取組

み方法の開発を行っています。これま

で振り返ると、社会福祉全体として男

性を軽んじてきたという傾向があり、

対策の重要性が認識されています。世

界を見渡しても、子供の権利のために

男性を視野に入れているところは少

なく、フィンランドでも発展途上の分

野となっています。  
 
	 アルコールなどの依存症はフィン

ランドにおいて、大きな問題となって

いるそうです。子どもの権利から見た

依存症対策も進められていて、妊娠

中・出産直後の母親で依存症にある人

が、子どもを産んだことを契機にして、

どうやって依存症から回復していく

かの取組が、全国 7 自治体で実施され

ています。依存症対策に取り組むこと

には、当然予算がかかります。専門家

によって行われるので、かなりのコス
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トになるそうです。 
 
	 それでも、依存症のままでいること

の将来的なコスト、子どもを児童養護

施設に入所させるコストは膨大なた

め、一時的なコストはかかるものの、

社会全体でみれば低コストで済むの

で、こうした取組を行っています。ま

たフィンランドは離婚率が高く、年間

に 4 万件程度の離婚があるため、離婚

に直面した子どもが、どうやって「子

どもにとっての家族」を維持できるか

について、最近重視している取組です。

本部で研修を行って、研修で得た知識

を全国の施設で働く人達が、現場に持

ち帰って取組を行っています。  
 
家庭内暴力（DV）対策	

	 連盟では家庭内暴力（DV）対策に

も取り組んでいます。現在「イスタン

ブール条約（女性に対する暴力および

家庭内暴力の防止と撲滅に関する欧

州評議会条約）」という、欧州評議会

47 加盟国での女性の暴力に対する反

対指針があり、連盟もこの指針に基づ

いて取組を行っています。具体的な取

組としては、シェルターの確保があり

ます。シェルターは 24 時間 365 日開

かれていて、数時間でも数日でも数週

間でも、DV から避難することが可能

となっています。特に「急性」の状態

で保護することが多く、精神的な対応

や提供可能な施策の情報を提供し、他

の団体のサポートにつなげています。

2015 年からは国からの予算が入るよ

うになり、19 ある全国のシェルター

の内、11 が連盟の傘下となっていま

す。シェルターに駆け込む人数は年間

で、女性が 1,000 名程度、子どもが

1,200 名程度、男性が 50〜60 名とな

っています。シェルターを出た後の長

期的なケアも行っているそうです。  
 
	 シェルターでは 24 時間体制の保護

だけでなく、日中のケアプログラムを

提供したり、電話でのサポートを行っ

たりしていますが、最近ではインター

ネットでの対応を行うプログラムも

出てきています。「ネットシェルター」

では、DV を受けているかどうかを判

断するチェックシートや、専門家との

チャットによる相談窓口が提供され

ています。電話相談窓口（ホットライ

ン）は、24 時間対応になっていない

ので、24 時間体制の構築のために準

備を進めています。 
 
	 また被害を受けていても認識して

いなかったり、怖くて相談できないと

いう人もいることが、課題として認識

されていました。対応として、ショッ

ピングモールに出かけたり、地域の活

動などにでかけたりして、講座を行っ

たり、若者向けにはフェスティバルな
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どで啓発を行ったりしています。最近

では高齢者への暴力のサポートも生

まれてきていて、全体としては早期発

見、予防するための取組が行われてい

ます。  
 
	 ケアの取組の中には、被害者に合っ

た対応だけでなく、加害者への対応も

行っています。これは、暴力を振るう

人が居なくならなければ、暴力がなく

ならないので、完全に暴力を無くすた

めに加害者のケアを行っているとい

います。被害者（主に女性）に対して、

「加害者（主に男性）に連絡をしても

いいか」を確認した上で、3 日以内に

加害者に連絡をします。加害者にはサ

ポートが可能であることを提案し、相

手を否定すること無く、尊厳を維持す

る形でのやり取りをします。加害者自

身も悪いことをしていることは認識

しているので、自分の精神状態をサポ

ートしてもらえることを電話によっ

て知ることになります。 
 
	 加害者によってサポートの回数も

異なり、1 回で済む人も、複数回に渡

る人もいるそうです。加害者へ電話を

しサポートを提案することも驚きで

したが、なんと 4 分の 3 の加害者がサ

ポートを受け入れるそうです。DV は

世代間連鎖をおこす傾向があり、DV
被害者だった子どもは、大人になると

加害者になる傾向があるそうです。暴

力の継承を防ぐには、根絶することが

大事になります。連盟は子どもの立場

に立っています。子どもは何をされて

も親のことが好きであり、暴力を根絶

することは、子どもが安心して親を大

好きでいられる状況にしていくこと

につながります。  
 
ÄIMÄ：産後鬱へのサポート	

	 続いて、母親の産後鬱へのサポート

を行う、「ÄIMÄ」（http://www.aima.fi/）
のラウラ・ピーライネさんから、お話

を伺いました。ÄIMÄ は 1998 年設立

の独立 NGO で、母親たちによって母

親を救うための団体として設立され

ました。特に行っている取り組みは、

出産直後の母親の鬱へのサポートと

子どもへのサポートです。 
 
	 こうした支援は、地方に住んでいる

人が必要としていることが多いそう

です。手法として用いられているのは、

主にピアグループ（ピアサポート）の

方法で、実際に産後鬱を経験し乗り越

えた人が、現在直面している人をサポ

ートしています。ピアグループには個

人の経験以上のサポートができない

というリスクがあり、専門知識が無い

と上手くサポートできないこともあ

ります。そのため専門知識をピアグル

ープに提供することが、ÄIMÄ の仕事
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となります。 
 
	 とはいえ母親達は専門家ではない

ので、一番心がけているのは、問題を

抱えている母親を専門家につなげる

ことで、ピアサポートにあたる母親の

役割となっています。本部には 3 人の

スタッフがいて、全員が専門家。全国

には 50 名の母親サポーターがいて、

完全ボランティアで取り組まれてい

ます。サポートする母親も仕事があっ

たりするので、団体からピアサポート

を強制することはなく、都合に合わせ

てお願いするという体制になってい

ます。13〜15 のピアグループがあり、

グループに参加できない人の所へ訪

問するスタッフは 20 名。インターネ

ットのチャットを用いたケアや、「ピ

アサポートフォン」という電話サポー

トも行われています。最近の新しい傾

向として、父親が連絡をして相談を求

めるケースが増えているそうです。  
 
	 本人が鬱を認めたがらないケース

が非常に多く、保健所のようなところ

でテストを受けて、鬱の傾向が認めら

れても、本人は鬱であることを受入れ

られないということが起こります。保

健所だと変な烙印を押された気がし

てしまい、母親失格と言われたような

気持ちになってしまうので、家族など

にも相談できなくなってしまいます。

そういう人でも、経験者である母親に

は相談しやすいので、ピアサポートが

有効ということです。 
 
	 最近ではインターネット上でのピ

アサポートが上手くいっているケー

スがあり、直接ピアグループに参加し

たくないという人でも、ネットで上手

く対応ができているそうです。また、

フィンランドでも働く母親が多く、日

中のサポートをなかなか受けられな

いという課題があり、実際ネットのチ

ャットに参加する人が多いのは、21
時以降の子どもを寝かせた後の時間

ということでした。啓発活動も行われ

ていて、冊子の配布などだけでなく、

医療や出産に携わる人、医者や看護師

の所へ行って、どんな症状が産後鬱に

見られるのかを説明したりしていま

す。学生にも啓発を行っていて、大学

の医学部生への講座など、講演依頼も

多くなっているそうです。  
 
	 マタニティブルーが酷くなるのは

出産直後。産後数週間で鬱症状が現れ

るが、人によっては 1 年後に現れるこ

ともあるそうです。この部分の統計は

医者が十分に把握できていないので

難しいが、10〜15%の人が、酷いケー

スだと 4人に 1人くらいの母親に鬱の

症状が見られたという数字がありま

す。日本でも 3 割の母親に、産後鬱の
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状態が見られたという、最近の研究成

果も示されました。数値に幅があるの

は、なぜ不安なのか、なぜ体調が悪い

のかと、鬱状態にあることを、本人が

自覚できていないケースが多くある

ためです。自覚ができないと、子ども

や家族に何かあったらどうしよう、と

いう不安に駆られてしまい、それによ

って子どもを誰かに預けることもで

きなくなってしまい、一層母親の負担

が解放されなくなり、鬱から回復でき

なくなってしまいます。 
 
	 産後鬱の症状が出る人と出ない人

がいるものの、なぜ人によって異なる

かはまだ分かっていません。ただし分

かっていることもあり、産後鬱を 1 度

経験すると第2子以降も鬱になりやす

く、また高齢出産のほうが産後鬱にな

りやすい傾向があるそうです。症状も

精神的に出る人と、身体的に出る人が

いてケースバイケースですが、おそら

くホルモンが要因になっていること

までは、分かってきているそうです。

産婦人科医は出会っていく母親それ

ぞれが、鬱になるかどうかは仕事上わ

からないので、団体が医者に対してレ

クチャーを行っています。  
 
	 産後鬱は早期発見が重要であり、当

事者たちに支援のネットワークを結

びつけていくことが重要です。話を聞

くだけでなく、体を休ませることも大

事で、誰かに子どもを預けたり、父親

が子育てに関わることが重要になり

ます。 
 
	 こうした流れから 2002 年には、父

親をサポートするための、父親たちに

よる組織も立ち上がっているそうで

す。薬でないと助けられないケースも

あるものの、社会によるケアも重要で

あると認識されていました。親が鬱状

態にあることは子どもにとっても最

大のリスクとなります。 
 
	 実際 2 年前にフィンランドでは、当

事者の母親が鬱状態にあることを誰

も把握できず、本人は不安で帰宅でき

ないと言っていたにも関わらず、精神

疾患になっていたにも関わらず帰宅

させていまい、翌日その母親が子ども

2 人を殺めてしまったという事件が起

こっています。いかに周囲の人が当人

の鬱状態を把握できるかが重要で、そ

のための取り組みが行われていまし

た。  
 
Väestöliitto：父親の育児参加の、

可能性と重要性について。	

 
	 3 番目に、Väestöliitto の Katja 
Varjos さんから、お話を伺いました。

Väestöliitto は家族のこと全般を広範
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囲に扱っている組織で、年齢層も、問

題のテーマも幅広く持っている組織

です。今回は、父親休暇と、家族にお

ける父親の役割について伺いました。  
 
父親休暇と育児休暇		

	 フィンランドで子育てに関する休

暇について特徴的だったのは、「父親

休暇」です。育休とは別に 54 日間取

得することができる休日で、その内 3
分の 1 の 18 日は母親と一緒に休みを

取得できます。子どもが 2 歳になるま

での間、いつでも取得可能であり、有

給の場合と無休の場合があり、無休の

場合は年金保険省がお金を支払う仕

組みとなっています。  
 
	 産休、育休も充実していて、産休は

出産前 2 ヶ月間、出産後 9 ヶ月間取得

できます。9 ヶ月の内出産直後の 4 ヶ

月は母親しか取得できませんが、残り

の5ヶ月は父親でも母親でもどちらで

も取得可能です。合わせて、両親のど

ちらかが仕事を失わない形で、子ども

が3歳になるまでずっと育休を取得で

きることにもなっています。この場合

は無給となるものの、国からは少額の

家事補助が出ます。幾つかの休暇制度

を使いながら、職場復帰を見据えて、

両親で休みをシェアしあっている実

態があり、場合によっては半休を活用

することで、完全には休まず働き続け

るケースもあるそうです。  
 
	 2014年には 57,000人の子どもが生

まれ、65,000 人の父親が育児に関する

休暇を取得していて、延べ日数でいう

と 140 万日分の休暇が取得されてい

ます。父親休暇の取得率は 80%にのぼ

りますが、産休にあたる部分での取得

は 9%に留まり、3 歳までの休暇につ

いては、5％の取得となっています。

41%の人が、育児休暇を父母で分けて

取得したいと考えています。  
 
父親の育児参加による効果		

	 なぜ父親が育児休暇を取得したほ

うが良いかといえば、それは子どもに

とって重要であるからです。母親同様

かけがえない存在であり、また母親と

は違う存在でもあるためです。この 10
年の間に父親の意味が変化してきて

いて、育児に参加したいという男性が

どんどん増加していると言います。育

児に参加できていない父親は後ろめ

たさを感じていて、子どもと一緒に過

ごしている父親のほうが、生活の満足

度が高くなっているそうです。子ども

にとってだけでなく、家族にとって、

そして母親にとっても父親は重要な

存在であると認識されています。 
	 父親が育児に参加している子ども

の方が、社会参加への意識が高くなっ

たり、悪さをしないなどの効果も見ら
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れていて、「性の確立」においても重

要であるとされています。父親本人に

とっても育児参加することで、精神的

にも身体的にも健康につながります。

仕事から離れることで精神的にも安

定し、仕事の重要性の認識も高まり、

またポジティブになり、社会性が高ま

るといった効果が認識されていまし

た。家族に対する責任感も強くなりま

す。この育児参加の効果は、何らかの

理由で同居していない場合でも得ら

れるといいます。  
 
	 また父親の育児参加は、母親に対す

る効果も得られます。母親の人格は

「母親」だけで成立しているものでは

ありません。育児の役割を分担するこ

とで、母親の精神的健康にもつながり、

不平等感の解消にもなり、夫婦間の関

係も良くなり、離婚予防にも繋がると

いいます。父親と母親がそれぞれ自分

の時間を持つことができるようにな

ることで、家庭に余裕が生まれます。  
 
	 父親の育児参加は、大きな意味が

様々な面で見られています。とはいえ

フィンランドよりも、スウェーデンの

方が3歳までの休暇取得率は高い状況

にあり、改善の余地があります。男性

が育児休暇を取得しづらいという背

景には様々あり、1 つは男性の方が給

料が高い点。また、男性ばかりの職場

では、育児休暇取得率が低いといった

傾向が出ています。一方では、育児参

加をしている父親は職場での態度も

変わって、いい影響をあたえるともい

います。20 代の人達には、育児参加

が「カッコいい」というトレンドにな

りつつあり、世代間での考え方も変わ

ってきているようでした。  
 
	 Väestöliitto としては現在、どうし

たら会社や社会がファミリーフレン

ドリーになれるかについて取り組ん

でいます。会社の経営者には、ワーク

ライフバランスの向上が、会社にとっ

てもメリットをもたらすことを説明

していて、病気リスクが低減すること

や、より長い期間仕事ができるように

なること、生活のバランスが取れてい

ると仕事の満足度も高まること、効率

が良くなり会社の生産が高まること、

を伝えていて、会社全体のイメージ向

上につながり、最終的には会社にとっ

ても利益となることを伝えているそ

うです。ちなみに、ファミリーフレン

ドリーであるかの診断テストがあり、

携帯電話でも診断可能なシステムに

なっているとのことでした。  
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【所	 見】 
	 フィンランドといえば、「福祉国家」というイメージが強くありますが、その

裏には徹底的に本質的な課題の認識や、長期的なコストの分析があるのだとい

うことが、印象的でした。目からウロコだったのは、家庭内暴力対策において、

加害者へのケアプログラムを用意していること。日本においては被害者と加害

者とが隔離されますが、積極的に加害者に関与することで「暴力そのもの」を

根絶する。こうした考え、方法は簡単ではなさそうですが、その通りだなと驚

きでした。 
	 産後鬱については、横浜市では平成 27 年度から「横浜市産後うつ対策のあり

方検討会」が開かれ、現在検討が進められています。経験者と専門知識、経験

者と専門家を結びつけて、周辺の制度も整えていくというフィンランドの方法

には学ぶことも多いのではないかと思います。 
	 子どもを育てる環境においては、親や保護者の働く環境をどう改善していく

かが 1 つのテーマでもあると考えます。フィンランドにおいても男性の育児休

暇取得が課題であり、積極的に取り組まれていました。ワークライフバランス

という観点だけでなく、子どもにとっての父親の役割や効果、父親自身にとっ

ての効果、そして職場での効果もしっかり認識され、活動されています。まだ

まだ給与面の問題や、職場ごとの固有の課題などがあるということでしたが、

横浜市においてもこうしたメリットをいかに伝えて、実現できるかが重要だと

考えます。 
 

文責：藤崎浩太郎 
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スマートカラサタマ  

 
【日	 時】2016 年 4 月 12 日（火） 
【訪問先】Forum Virium Helsinki(スマートカラサタマの推進組織) 
【対応者】マイヤ・ベイストロームさん（プロジェクトのコーディネーター） 
【視察内容】 
 
＜スマートカラサタマについて＞	

●	ヘルシンキ市がオーナーとなって進めているスマートシティプロジェクト 
●	対象地区は港湾地区（跡地）のカラサタマ地区 
●	デジタルを活用した都市開発を目指す。オープンデータの活用や、リビング

ラボ（居住しながら、様々な実験的な試みを行う）の取組みにより、企業活

動や市民生活の利便性の向上に取組んでいる。 
●	2030 年までには 21,000 人の居住者、8,000 人の雇用者を新たに生み出す事

を目指している。 
●	再開発として、ショッピングモールやオフィス、レジデンスを備えたタワー

（132ｍ、35F 建て）（ヘルシンキでもっと高いビルになる予定）の建設や、

病院を併設した高齢者施設の建設なども計画されている。 
 

	 	  
	 	 港湾の跡地（カラサタマ地区）を再開発。	

	 	 デジタル技術を使って暮らしやすさの向上を図る実験事業	
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＜概要＞	

●	推進組織の Forum Virium Helsinki は、ヘルシンキ市がオーナー。 
市の組織なので、市の各部署と連携をしており、都市開発には EU からも出

資を受けている。 
●	ヘルシンキ市のリビングラボに指定されており、生活しながら試してみる場

所である（デジタル技術を使っていかに街を住みやすくするか、がテーマ）。 
●	企業のスタートアップ部門とも連携し、市民やクライアントとも連携してい

る。市と市民と企業の間でフィードバックをもらい合う「Co クリエイショ

ン」を実践している。 
●	「ヘルシンキ市だけで取組んでも上手くいかない」という考え方が出発点に

あり、実際に市民や企業にサービスを提供しながら、本当に必要な事や、取

組んでみての課題を明らかにしていく手法をとっている。 
 
 
＜プロジェクトの運営形態＞	

●	新しいサービス（トライアル）を 1〜6 ヶ月で実験的に実施。スタートアッ

プ企業の参加が多く、52 のプログラム（トライアル）が行われている。 
●	フォーラムが用意できるお金（少額）で足りない場合は、スタートアップ企

業が他から財源を探してくる。助成金（ヘルシンキ市、周辺都市、EU など）

及び、参加企業からの出資、クラウドファンディングなどが財源の対象。 
●	2 年間で 3〜4 ラウンドを、３テーマについて取組む。 
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	 	 PJコーディネーターのマイヤさんからお話を伺う	
 
＜ヘルシンキ市の取組み方針＞	

●	フォーラムのスタッフ（＝事務局）は企画が専門。コーディネートは行うが、

実際のプロジェクトは手がけない。 
●	「市がお膳立てしなくてもいい」。自由に任せれば、いい形に取組んでくれ

る（→良い結果に終わる）。 
●	フィンランドでは、びっくりするぐらい現場を信頼していて法規制が少ない。

ヘルシンキ市は「何でもやってみなさい（みなはれ）」という傾向で、任さ

れた方も責任をもって取組む。 
 

 
＜実験的事業の実例＞	

●	主な取組み領域：１．エネルギー、２．スペース、３．ローカルサービス 
 
◯カラサタマスクール 
新しい学校の在り方を探る場所。学校には部屋がなく空きスペースを使う。 
学校の中だけが学校ではない、という発想で、外に出て学ぶ機会を得てゆく。 
 
◯カラサタマ ZOO 
島がそのまま動物園。学校が終わったらそのまま橋を渡って動物園に行くこ

とを可能にする。 
 
◯電気使用量の可視化 
ヘルシンキ電力会社と ABB（アセア・ブラウン・ボベリ社。重電大手）と

協力して、電気使用量の可視化と IoT（モノのインターネット）に取組んで

いる。 
 
◯シニアホームの建設 
施設に入るほどではない 60〜70 代の人達が自分達で建てた。500 ㎡の共有

スペースをつくり、みんなで集まり食事をつくったりする場を設けている。 
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◯ゴミの自動収集 
ゴミを捨てると時速 70km で吸い取られ、集中回収。ゴミ量のデータ把握・

管理。このエリアではゴミ収集車が走っていない。（≒横浜の管路回収） 
 
◯Flexi Space（フレックス・スペース） 
使われていない場所や部屋（オフィス、学校の空き部屋・体育館、アパート

共有のサウナなど）、空いている時間帯を、ワンストップで予約（時間貸し）

して利用できるようにする仕組み。 
貸す側が自由にレンタル料金を決められる。企業と学校、違う業種の企業同

士など、新しい関係性が生まれている。 
例えば、異質な空間での時間貸し、曜日貸しのレストランなど。 
 
◯イノベータークラブ 
イノベーションに取組む人達、開発する人達が集まるクラブ。年 4 回開催。 
具体的な提案がある人達が発表をしたりする。市民、民間企業の方、市政や

他の行政に関わる人も参加する。 
少額の場合ヘルシンキ市の予算でやるが、大きなプロジェクトの場合は、EU
やフィンランドの技術開発庁から予算をとってくる（行政職員が参加してい

る為、それができる）。 
 

	 	  
	 	 	 様々な事業提案が持ち込まれるイノベーターズクラブ	

 
 



 74 

◯スマートゴミ 
ゴミ量の可視化・減量化。詳細はヒアリングできず。 
 
◯TUUP 
スマートモビリティ。自家用車利用を減らし、カーシェアに移行することが

目的。20 人の参加者でトライアル。スマホに行き先、時間などを入力して乗

り合いをする。 
 
◯ご近所（助け合い）互助会 
ご近所同士のサービスの貸し借りサービス。車を借りる。子供の面倒を見る。

住民の協働で直す（花壇、ボートなど）、クラウドファンディングなど。 
 
◯食品ロスを減らす 
食品ロスを減らす取組み。15 家庭でトライアル。牛乳の賞味期限を知らせる

（冷蔵庫）などの IoT 的取組み。 
 
◯新しいヘルスケアセンター 
現在フィンランドでは 1 次医療（町医者の部分）が上手く機能していないの

が課題で、診察に数時間もしくは数日待たされる事もある（大きな課題）。 
課題解決に繋がるサービスの提案を、1 ヶ月半募集。患者ごとのニーズに合

わせて対応する為の実験事業。 
 
◯レストランデイ 
1 日だけ規制に関係なく、誰でもどこでもレストランを出店できる。 
例：庭先の 1 日レストラン。1 日のトライアルが、実際にレストラン開業に

繋がった人もいる。 
 
◯FLOW（フェス） 
2008 年から始まった屋内＆屋外音楽イベント。10〜12 の異なる会場で実施。 
屋外カフェなども併設され、経済効果が高いイベント。 
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＜Q&A＞	

	

Q.	 これだけの規模のプロジェクトを何人の事務局でまわしているのか？	

A.	 スマートカラサタマのプロジェクトは、4 名のスタッフ（事務局）で動かし 
	 	 ている。内、1 名はインターン生。少数精鋭での取組み。 
	

Q.	 スマートカラサタマの予算は？	

A.	 事務局の予算は少ない（詳細は不明。担当者も把握しておらず）。事務局の 
	 	 広告予算（年間）は 2 万ユーロ（≒260 万円）。予算は少ないが資料や HP 
	 	 のデザインは気を使っている。事務局の予算が足りない場合は、各所補助 
	 	 金などを探しにいく。事務局予算も極力自前で調達する考え方。 
	 	 52 のプロジェクト各々の予算は把握していない。各プロジェクトに予算・ 
	 	 運営は任せている。 
 

※	HP によれば、2015−17 年の 3 年間、スマートカラサタマプロジェクト

への公共部門（市、国、EU など）からの供給資金は、90 万ユーロ（≒

1 億 1 千 7 百万円）。 
 
Q.	 オープンデータの取組みはどのように行っているのか？	

A.	 オープンデータのビジネス化は難しい。フォーラム内に別途、オープンデ 
	 	 ータの部署がある。試験的な取組を行っている。フィンランド内の６大都	  
	 	 市と協働で行っている。 
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	 	 スマートカラサタマの見開きパンフレット	

 
＜まとめ→所見＞	

●	これだけの規模のプロジェクトを「たった４名（内、１名はインターン生）」 
の事務局員で動かしている。 
→同程度の業務を日本（横浜）の組織では、10 倍の人員✕10 倍の予算で実

施していないか検証が必要である。（その場合の 1人当たりの生産性は	

1／100！）	

 
●	事務局は、官民の利害関係者が、実験的な事業を自由に試す事が出来る「場」

づくりに徹しており、プロジェクトの進行管理以外、細かい点には立ち入ら

ない。 
→プロジェクトメンバー間の、役割の明確化が重要である。	

 
●	プロジェクトの資金や人員などのリソースの供給は、そこで将来的にビジネ

ス展開を期待する民間企業が主導している。その他、ヘルシンキ市や周辺都

市、EU の補助金を積極的に取りにいく事も行っている。 
→プロジェクトの予算は市の予算だけではない。資金調達を含めた自主独立

的なプロジェクト運営により、選択の幅が拡がる。	

 
●	フィンランドには、「現場に任せる」文化が伝統的にあり、実験的事業を実

行する際の規制や制約が少ない。この点は日本と大きく異なるところ。 
→文化的な部分まで変えることはハードルが高いが、日本（横浜）でも、規

制の網がかかっていない領域を探すトライアルは必要である。	
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●	「One more hour a day」(=今までよりも１日１時間余分に使えるようにす

るには、どうしたらいいか)、という分かりやすい標語を掲げ、ビジョンを

共有している。 
→誰にもわかりやすいシンプルなメッセージが、全体を同じ方向へ動かす原

動力である。	

 
 

文責：大岩真善和 
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街のリビングルームとしての、  

住民による住民のための図書館。  

 
【日	 時】：2016 年 4 月 13 日（水） 
【訪問先】：カッリオ図書館 
【対応者】：ラウラ・ノッリス（Laura Norris）館長 
【視察内容】 
 
	 4 月 13 日ヘルシンキ 2 日目の午前

は、「カッリオ図書館」を訪問し、ラ

ウラ・ノッリス（Laura Norris）館長

から、お話を伺いました。ちなみにフ

ィンランドは教育で注目を集めてい

ますが、ワシントン・ポストの「文学

的な国」ランキングでは、図書館の利

用率や読書習慣、文学への造詣の深さ

などを総合的に評価され、世界一に選

出されています。  
 
図書館の概要	

	 カッリオ図書館は 100 年以上の歴

史をもちます。所在するカッリオ地区

は、人口密集率が非常に高いエリアで、

当時はヨーロッパで最も高く、現在で

もフィンランドで最も密集率が高く、

狭い地域に 3万 7千人の人口を抱えて

います。人口密集率が高いということ

は、住居が狭いという状況でもあった

ため、地域住民の「リビングルーム」

代わりの場所として、利用されてきた

歴史を持ちます。 
 
	 そのため、図書館という場所をつか

って、住民と一緒になって必要なサー

ビスを提供したり、イベントを開催し

たりしています。2015 年にはイベン

トは年間で 445 件も行われていて（大

人向け 253 件、子ども向け 192 件）、

総参加者は 8,133 人にも上ります。年

間の来館者数は 48 万人。貸出冊数は

64 万冊。蔵書数は 10 万冊ですが、常

時半分は貸出中だということでした。

職員は 25 名で、全員が市の職員。年

間の予算は 130 万ユーロで、国と市か

ら予算が出ています（法律に基づく）。

予算の内 60%が人件費となっていま

す。  
 
	 ヘルシンキ市内には 37 の図書館。

周辺の 4 自治体を含む圏内には 65〜
70 程の図書館があり、相互に貸出、

予約が可能となっていて、共通の利用
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者カードが発行されています。貸出、

返却はバーコードを使った自動コー

ナーがありつつ、日本の図書館同様窓

口での貸出、返却も可能となっていま

した。予約・取り寄せは月 9,000 件程

あり、最近取り寄せ専門コーナーが作

られて効率化が図られていました。 
 
	 予約した人が自分でコーナーから

取り出すことになっていますが、利用

者番号と紐付けられているので、他の

人は借りられないようになっていま

す。以前デンマークで訪問した図書館

同様、静かに集中したい人達向けの部

屋もありました。  
 
無料、自由、住民のため	

 
	 館内を巡る前の最初の挨拶で通さ

れたのは地下室。ここは壁中に推理小

説が並んでいる特別な部屋。ここの本

の貸出は禁止です。なぜかといえば、

推理小説同好会から寄贈された、貴重

な推理小説を置いているためで、同好

会が管理を行っているそうです。 
 
	 貴重な本のため、研究者や博物館の

関係者が利用しているといいます。ま

た隣の部屋には、スクリーンが置かれ

ていましたが、これは前日に高齢者向

けの「映画の夕べ」を開催したためで

す。15 名の高齢者が参加しています。 
 

	 図書館は近隣の病院とも連携して

いて、無料で部屋を貸し出しています。

高齢者の歩行訓練も兼ねているそう

ですが、病院から図書館まで高齢者を

連れてくるのは、なんとニートの人。

病院がイベント毎にニートなど社会

的弱者の若者に声をかけ、そうした若

者が高齢者を支える取り組みも行わ

れていました。  
 
	 図書館の中央はホールになってい

て、イベントの多くがこのホールで開

催されます。私達が訪れたときには音

響設備などがセッティングされてい

ましたが、ラジオ放送を行うための準

備でした。アフリカに関係する放送を

4 日間に渡って行う予定とのことで、

館内の床にはラジオ番組に関連した

情報が貼り出されていました。新刊本

が出版されると、出版社主催で作家の

トーク・イベントが行われたりもしま

すが、図書館側は特にコントロールす

ることはなく、出版社側が企画提案し

たものを図書館が認めるだけだと言

います。 
 
	 イベントを開催しようと思えば、誰

でも、営利でも非営利でも、開催でき

ることになっていました。裏庭もあり、

映画会や子どもの読み聞かせを行っ

ていたり、アーティストが多く住む地

域なので、パフォーマンスや作品の展
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示も行っていて、2015 年には 18 件の

展示会が行われています。  
 
	 とにかく館内は「住民のため」で溢

れている状態でした。ホールの片隅に

は、ビジネススクールで IT について

学ぶ学生による、無料のパソコン講習

コーナーが設けられていました。これ

は大学と協力して実施されていて、パ

ソコンを学びたい来館者も win、学生

も win、図書館も win であり、そうし

たことを常に考えて取り組んでいる

そうです。無料の会議スペースも設け

られていて、これもネットで最大 2 時

間まで誰でも予約可能で、事務所を持

たない若い個人事業主が、ビジネス目

的で使えるようにしている側面もあ

りました。 
 
	 無料、自由、住民のため、という姿

勢が徹底されているなと感じました

が、それがヘルシンキでは当たり前。

最近始まった新しい取り組みは「読書

コーチ」というもので、どんな本を読

んだら良いか分からない人や、読んだ

ことのない本を読みたいという人向

けに、コーチが本を複数冊用意してく

れて、紹介をしてもらえる取り組みで

す。司書さんに頼めばいつでも紹介し

てくれそうなものですが、こうした企

画にすることで参加、利用しやすくし

ているようでした。  
 

子どもの頃から育まれる読書習慣	

 
	 フィンランドの人はとにかく読書

好きで、読書が習慣として身について

いるということ。子どもの頃から本に

触れる機会も多いそうで、カッリオ図

書館の児童コーナーでも様々な企画

が用意されています。親も子どもが小

さい頃から読み聞かせを行っていて、

フィンランドの人の考え方としては、

読書習慣が身につくと語彙力が上が

り、語彙が多いと人生を幸せに過ごせ

ると考えているそうです。 
 
	 学校でも読書が推進されていて、学

校の宿題には家で毎日 15 分音読をす

るというものがあり、親の前で音読を

し、親はチェックをして、学校へ報告

することになっています。 
 
	 カッリオ地区は若い人の多いエリ

アで、カッリオ図書館の周辺には 27
の保育所と 7 つの小・中学校があり、

子どもの来館者も多いということ。訪

問時には、小学生が授業の一環で来館

し部屋を借りていました。学校にも図

書室はあるものの、数十冊程度しか蔵

書が無いそうで、子どもたちは図書館

で本を借りるようになります。週 1 回

は学童保育のようなこともしていて、

工作、漫画、音楽、館内を写真やビデ

オで撮影したりするといったプログ
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ラムが提供されています。 
 
	 その他にも普段から子ども向けの

プログラムを図書館が用意していて、

幼児向けの講座からありました。こう

した取り組み無しでも、毎日放課後に

図書館へ訪れる子どもが沢山いて、授

業が終わったあとの13時から18時頃

まで子どもたちで賑やかになるそう

です。賑やかになるといっても、大騒

ぎしたり走り回ったりしていれば、職

員の方が注意します。児童コーナーの

職員は叱ることが仕事のようになる

そうですが、児童コーナーのルールは

子どもたちが作っているので、自分た

ちで守らざるを得ないという環境に

あります。児童コーナーの職員は、子

どものことをよく分かっている専門

職員。問題児もいるので注意深く接し

ていて、何か変化などをみつければ学

校に連絡するようになっています。  
 
	 ウクレレや民族楽器、ボードゲーム

の貸出も行われていたり、カッリオ地

区が舞台になったり、カッリオ地区の

作家が書いた図書のコーナーがあっ

たり、ヘルシンキで最初の LGBT の

図書コーナーがあったり、と徹底して

地域の特性やニーズに合わせて図書

もスペースもイベントも提供されて

います。コーヒーを提供して住民を招

く、図書館の意見を聞く会も開催され

ていて、住民と双方向な関係を築いて

いました。  
 
【所	 見】 
	 フィンランドといえば PISA の世界ランキングなどから、「教育レベル」の高

さが注目されますが、図書館で伺った話を考えると、単純に学校の授業がどう

こうの前に、幼少期からの読書習慣と、それを支える家庭や社会環境があって

こそ、子どもたちの学力が下支えされているのだと感じました。 
 
	 また図書館という公共の場が、住民のために完全に開かれている状態にも驚

かされました。ホールを使ったイベントも、児童コーナーのルール作りも、貴

重な推理小説のコーナーの管理も、図書館主導ではなく、利用者主導。図書館

として設置している会議スペースなども、利用のあり方は利用者任せ。100 年

以上前に「街のリビングルーム」として設けられた図書館の趣旨が、今でも色

褪せずに徹底されていることが、フィンランドの人材に対する考え方と通底し

ているのではないかと考えます。 
文責：藤崎浩太郎 
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カッリオ図書館外観 

館内の様子 
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ラジオ放送準備中のホール 

左：セルフ貸出機	 	 	 	 	 	 	 右：セルフ返却機 
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壁に貼り出されている講座一覧 

館長を囲んでの撮影 
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フィンランドにおける精神疾患のある方のサポート  

 
【日	 時】：2016 年 4 月 13 日（水） 
【訪問先】：ヘルシンキクラブハウス 
【対応者】：レイニッカ氏（所長）・アウリ氏（施設職員）・ミックス氏（利用者

代表） 
【視察内容】 
クラブハウスの取り組みは 1940 年

代にアメリカで始まり、フィンランド

では、1995 年にクラブハウスの取り

組みが始まりました。クラブハウスが

始まった 1995 年は、空前の不況の直

後であり、精神医療が大幅に変わり、

入院主体から病床数を一気に減らし

た時期でもあるそうです。 
 
現在、クラブハウスは世界で 330 あ

り、36 項目の基準を満たしたものが

クラブハウスとなり、アジアで最近増

えつつあるそうです。330 のうち 11
のクラブハウスで世界のスタッフを

育成しています。EU 圏内では 3 あり、

そのうちひとつがヘルシンキクラブ

ハウスです。フィンランドにある理由

は、フィンランド語に対応する育成機

関が必要であったためとのことでし

た。 
 
フィンランドには、25 のクラブハ

ウスがあり、人口比では世界で最も多

い国となっています。本年中に、香港

で新しくスタッフ育成をするクラブ

ハウスが増える予定とのことです。ク

ラブハウスの取り組みは、助成金等の

予算が取りやすいため、新たに設立し

やすくなっています。 
 
予算は年間約 80 万ユーロであり、

ヘルシンキ市とスロットマシーン協

会が半分ずつ負担して財源を賄って

います。予算の約 70％が人件費であ

り、維持費、管理費、光熱費、外部講

師代、講義代、世界のクラブハウスと

のカンファレンス代などとなってい

ます。 

クラブハウスモデル（Club	 House	

Model）とは。	

	 1940 年代にアメリカで始まった、

精神障害者の自助活動による相互支

援を基礎とした活動。クラブハウスの

運営を行う仕事を利用者とスタッフ

が行うことが特徴で、メンバーの資格

や「クラブハウス」の定義、就労など

について定めた、36 条からなる国際

基準によって定義されています。 
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運営に対する行政の理解がなぜ得

られるのかというと、クラブハウスで

は利用者 1 人あたり 1 日約 30 ユーロ

の経費がかかる計算とのことでした

が、仮に精神病院に入院していると約

300 ユーロかかり、10 倍のコストがか

かる計算となるそうです。また、精神

病院から退院しても精神科に戻るケ

ースが多いそうですが、クラブハウス

に通うと病院に戻る必要も少なくな

るそうです。会員が口にするのは、「こ

こがなければ何度も病院に戻ってい

た」だそうで、こうした予防的観点に

取り組んでいるのが、ポイントだと感

じました。 
 
視察したヘルシンキクラブハウス

での会員数は約1,000名となっており、

スタッフは、13 名で運営しています。

主な支援の内容は、職業訓練、勉強、

施設での活動となっており、利用料金

が無料であるのと永久会員であるこ

とが重要なポイントです。会員の多く

は就労不能者で、年金生活、失業者保

険の方々となっています。 
 
クラブハウスは、紹介状不要で訪れ

ることができ、最初に訪問した際、病

気や症状についての質問はしないと

のことでした。訪れた方への質問は、

「何をしたいのですか」「何を希望さ

れるのですか」「何が出来るのですか」

という相手の話をシンプルに聞き出

し、必要な支援に繋げていく体制をと

っています。通常であれば、現在の症

状や病歴などを聞き取ることが考え

られますが、相手から話をさせるため

の工夫をしていることがポイントだ

と感じました。 
 
クラブハウス内では、職業訓練的に
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行われているキッチン・ランチルーム

を視察しました。キッチンでは指導役

のスタッフ 3 名の下、キッチンで職業

訓練をしている会員が施設を利用す

る方々向けに常時40から50食程度の

昼食を提供しています。昼食では、通

常のメニューとベジタリアン用のメ

ニューの 2 種類提供しています。会員

自ら1週間の献立を健康に留意したメ

ニューになるよう作っています。サラ

ダビュッフェもついており、利益は出

ませんが、赤字も出さないようにして

おり、献立作成も任せるなど、よい職

業訓練の一貫となっている模様でし

た。 
 
価格はランチ 3 ユーロ、コーヒー40

セントとなっており、食材費相当額の

負担となっています。コーヒーは若干

の黒字になっているとのことであり、

会員自らの健康に留意しつつ、朝から

がんばって調理しているとのことで

した。 
 
1 日に何時間キッチンにいてもいい、

やりたいときにやりたいだけ行う。会

員がキッチンに来たい時に対応でき

るようにしているそうです。これはシ

フトなどを組まず、義務的にしないこ

とによって精神的に締め付けない意

味合いとのことでした。そうした職業

訓練的意味合い、リハビリ的意味合い

から、賃金は支給されていません。 
 
しかしながら、スタッフだけで調理

することはなく、「みなさんが来ない

と調理できない」と伝え、自分自身が

必要とされ、やりがいを感じるように

誘導して、自己肯定感を持たせること

を大切にしており、最も重視している

ことに、ポイントを感じました。キッ

チンがひとつのコミュニティとして
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成り立っており、会員の中には、船で

のシェフ経験者もおり、実力を発揮し

ているとのことでした。 
 
次に、過渡期労働の話を聞きました。

ここでいう過渡期労働とは、いつから

いつまで働くか決まっている短期雇

用がイメージの職業訓練であり、クラ

ブハウスでの職業訓練と、本格的な就

労の間にある労働をさします。法律で

定められている最低賃金以上の賃金

で、様々な業種の仕事がクラブハウス

に求人としてきており、会員の中で比

較的心身ともに状態のよい方が自ら

希望する仕事を選択し、クラブハウス

内の選考の下、行うことができる就労

訓練です。 
 
ホワイトボードには、会社名の一覧、

期間、勤務日数や時間、賃金、サポー

トスタッフなどが記載されており現

在派遣されている会員名と次に希望

する会員が自ら名前を記入していま

した。仕事によって、週 8 時間から

20 時間程度の仕事があり、会議室で

のコーヒーを提供する仕事から、製紙

工場での作業員、ヘルシンキ市の公園

に花を植える仕事などが用意されて

います。3 年前は、レジ打ちの仕事が

多かったそうでしたが、今では様々な

職種の雇用があるそうです。これは、

スーパーのレジ打ちは人気の職種だ

ったが、大手スーパーチェーンが不況

により社員のリストラを実施したた

め、この施設の会員を雇用する余裕が

なくなり、今の職種に至るそうです。 
 
通常は、4 名 1 組で派遣をされるた

め、複数の同じ状況の仲間がいること

によって、職業訓練始めるハードルが

低いことが特徴です。6 ヶ月の期間を

基本とし、次の利用者に引き継ぐ場合

は、クラブハウスのスタッフが引き継

ぎを行うなど、派遣先に迷惑をかけな

い仕組みをとっています。 
	 印象的だったのは、何らかの事情で

1 日休みをとる場合は、派遣先に迷惑

をかけず、派遣元のクラブハウススタ

ッフがその業務を行う事です。こうし

た信頼関係とバックアップの下、派遣

先である企業等も仕事を依頼しやす

くしていることが、大きな成功の鍵と

感じました。また、第三セクターの障

害者の法定雇用は決まっていますが、

民間には決まりがないそうです。しか

しながら、結果的に派遣先の企業のイ

メージアップにもつながるというこ

とでした。 
 
長期の休みや、やむなく離脱等をし

てしまう場合のケースを尋ねたとこ

ろ、速やかに次の希望者を入れるとの

ことでした。繰り返しになりますが、

信頼関係とバックアップ体制、スピー
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ド感ある体制が素晴らしいと感じま

した。 
 
企業の社員の中には、ルーティーン

ワークに耐え切れずやる気がなくな

る者もいるそうですが、この施設の会

員は、ルーティーンワークも有期のた

め、しっかり取り組めるとのことでし

た。その後、ヘルシンキ市の公園に花

を植える作業から、市の職員になった

例もあるとのことでした。 
 
何よりも大切なことは、次のステッ

プに進むこと。期間を満了した会員は、

自信がつき生きていくための力が付

くとのことでした。ここでの訓練を経

て、社会復帰した会員は、クラブハウ

スが発行している情報誌や、そのほか

の広報誌等に掲載され、クラブハウス

内の至る所に掲示してありました。こ

れは、次の希望者のモチベーションを

上げるために、効果があるとのことで

実施をしているそうです。 
 
クラブハウスが発行している情報

誌も、会員の中から希望した方が制作

に参加をしています。指導役のスタッ

フ 3 名で、視察時には社会学のインタ

ーン生も参加していました。取材や文

章の作成、写真撮影などは会員が主体

的に行っています。会員自ら考えさせ、

提案をさせています。ここでも、自分

自身が必要とされ、やりがいを感じる

ように誘導して、自己肯定感を持たせ

ることを大切にしており、最も重視し

ていました。この情報誌は、年 3 回か

ら 4 回発行し、会員、出資者、派遣先

などに送っています。そのほかに、ク
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ラブハウスの利用状況等をしっかり

統計として残し、出資者に報告をして

いるとのことでした。 
 
次の段階では、仕事の探し方や応募

の仕方をゼロベースで教える必要が

あるとのことでした。願書の書き方講

習会などの日程等の情報も、施設のブ

ログやメールで知らせています。ブロ

グは会員の感想だけでなく、情報提供

の場として一役買っています。どれだ

けわかりやすくて、読みやすいのかが

重要とのことでした。識字障害の訓練

なども外部講師を招いて行っている

とのことでした。 
 
クラブハウス内では、会員の目の届

きやすいところにモニターが設置さ

れており、情報誌の切り抜きなども至

るところに掲示されています。そのほ

かにも、キッチンでの従事など、フィ

ンランドの衛生パスが必要な場合、本

来数日外部に通う必要があるとのこ

とでしたが、クラブハウスでは特別に

講師を招いて、施設内で 1 日の特別カ

リュキラムを実施し取得できるよう

にしているそうです。これは、会員の

社会復帰に向けハードルを少しでも

低くするために、社会全体で取り組ん

でいるとのことでした。 
 
会員から直接話を聞くことができ

ました。失業し、失業保険をもらいな

がら生活をしていて精神疾患がわか

ったそうです。その後、200km 離れ

た町のクラブハウスに通っていて6年

施設内を巡りながら説明を受ける様子 
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前にヘルシンキクラブハウスの会員

になったそうです。ある町の精神病院

にいたところ、医師からクラブハウス

を進められ、自ら希望すれば看護師が

予約を取ってくれるそうです。 
 
最初の1回目は大人数で話を聞きに

行き、3 回通って事務局、職業訓練、

キッチン・ランチルームの様子を見学

させてもらったそうです。クラブハウ

スは、自発的に来るところであり、平

等な視点、一緒にやる態度をスタッフ

が持っていることがとてもよかった

とのことでした。 
 
社会的弱者が上から物事を言われ

てしまうことが多いそうですが、クラ

ブハウスに上下関係はなく、会員が自

発的に考え、行動に移す環境だった。

その後の面接で、会員になるかを決め

て希望したいことを申告した。いずれ

も、利用日数、時間、仕事の押し付け

などは一切なかったそうです。今では、

来春にファンタジー推理小説を出版

するところまで至ったそうです。 
 
視察の最後に、家に引きこもらずに、

外に出ることが一番大切とのことで

した。施設の受付も会員が行っており、

地下の駐車場にも4名いるとのことで

した。会員は永久会員であり、自立し

てからもいつでも来ることができる

そうです。スタッフには、こういう人

が世の中には存在するということを

知らせることが大切だとお話されて

いました。通院をしなければならない

方もいますし、通院が必要なくなるか

もしれない方もいます。一生懸命やる

人も、そうでない人もいてトラブルに

なることもあるものの、その場合はス

タッフが仲介しています。 
 
やるかやらないかの関係を強制さ

せるのではなく、やらなくてもよいこ

とを伝え、最終的には理解し合うそう

です。この施設では、20 年前に出来

たときから通っている会員もいるそ

うです。社会的弱者の問題点は、国が

大切にしている御祝いの日に、一緒に

過ごすことが出来ないそうで、こうい

う施設は通常御祝い会などは前倒し

て開催しますが、ヘルシンキクラブハ

ウスでは必ずその日に行い、大切な日

を1人で過ごさず共有する取り組みを

行っているそうです。社会の理解がな

い中では、取り組みが成り立たず難し

いとのことでした。 
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【所	 見】 
フィンランドが短期的に精神病院の病床数を減らすことに成功した背景には、

精神疾患のある患者が社会に出たときのサポート体制がしっかりしていること

が挙げられる。 
クラブハウスに通うと病院に戻る必要も少なくなくなるとのことであり、何

よりも利用者が、「ここがなければ何度も病院に戻っていた」と感想を述べるの

が大きい。それだけ予防的観点に取り組んでいるのだろう。 
最初に訪れた際の質問も、通常であれば、現在の症状や病歴などを聞き取る

ことが考えられるが、相手から話をさせるための工夫をしていることに、ちょ

っとした工夫、配慮でも、最初のハードルを大きく下げられる。 
自分自身が必要とされ、やりがいを感じるように誘導して、自己肯定感を持

たせることを大切にしており、最も重視している。 
過渡期雇用があり、社会復帰のためのメニューが多いことが特徴である。つ

まり社会で実際に働く練習を始める方などがおり、印象的だったのは、何らか

の事情で 1 日休みをとる場合は、派遣先に迷惑をかけず、派遣元のクラブハウ

ススタッフがその業務を行う事だった。 
こうした信頼関係とバックアップの下、派遣先である企業等も仕事を依頼し

やすくしていることが、大きな成功の鍵と感じた。 
社会復帰に向けハードルを少しでも低くするために、社会全体で取り組んで

いるとのことだった。ハードよりもソフトに重点を置き、人間の尊厳を重要視

し、対応していた。視察で得た成果は、今後の政策や提言に繋げていきたい。 
 

文責：磯部圭太 

ご説明くださった皆さんと。 
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フィンランドにおける教育政策  

 
【日	 時】：2016 年 4 月 14 日（木） 
【訪問先】：国家教育委員会 
【対応者】：レオ・パハキン氏 
【視察内容】 
フィンランドにも問題があり、高齢

化と少子化がやってくるそうです。高

齢化社会をどうするのか、将来どのよ

うな社会を作ればいいのか、子供たち

をどのように教育すればいいのか、挑

戦を続けているそうです。 
 
フィンランドの教育制度について、

歴史的背景の話を伺った後、財政運営、

教員の育成、質の維持の 3 点について

話を聞きました。2016 年の秋、新学

期からフィンランドの教育制度が変

わるそうです。今までもある程度の成

功を収めているそうですが、現状にと

どまることなく常に動き続けようと

しています。 
 
フィンランドは、島ではないが島の

ような存在とのことでした。地続きで

EU 各国に行くことが困難であり、飛

行機か船を利用しなければならない

そうです。さらに、言語が島的にする

ことに拍車をかけているそうです。

500万強の人しかフィンランド語を話

さないため、交渉をするには、外国語

を学ばなければならない。そのため、

言語教育が非常に盛んに行われてい

るそうです。 
 
フィンランドは、フィンランド語に

加えてスウェーデン語も公用語です。

これは、700 年近い間スウェーデンの

支配下にあったからであり、スウェー

デン語はデンマーク、アイスランドな

ど北欧を結びつける言語でもあるそ

うです。スウェーデン支配が終わった

後、ロシア帝政時代に入ります。帝政

ロシア下にあったときでも、法律や議

会などは自由だったそうです。 
 
教員の育成は 1871 年に始まり、当

時は1年の育成期間だけで教師になれ、

どこでも教えることができたそうで

す。その当時は、まだ義務教育がなく、

行きたい人だけ行けるような形であ

り、1921 年に義務教育化されていま

す。広義に考えると 19 世紀には学校

がありましたが、教会区が学校を管理

していたそうです。教会は読み書きを

教えるのが上手など、ノウハウがあっ
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たそうです。その後教会がテストを行

い、テストをして読み書きができると

結婚が許された時代だったそうで、読

み書きができないと結婚ができない

ため、家庭での教育が熱心であり、家

庭では母が教えていたそうです。当時

はそのような形だったが、今でも母の

学力が子供の教育の成功不成功を左

右しているのが研究結果で判明した

そうです。母の存在が教育効果に重要

であるとのことでした。 
 
技術に対する国民の関心が高く、ス

マホを子供たちも持っているそうで

す。今フィンランドでは、スマホを学

校でどうするかが問題になっており、

制限をかけるのか、持ち込み禁止とす

るのか議論され、電話は勉強に関係な

い、勉強に関係ないものは授業の外に

置くという主張と、子供の生活にスマ

ホは欠かせないので利点として活用

すべきという主張に分かれているそ

うです。パハキン氏の個人的見解では、

活用できるすべを知るべきだと考え

ているそうで、禁止する前に正しい使

い方を教えるべきであるとのことで

した。 
 
新しい教育改正の中でも、スマホの

使い方、ネットワーク環境をどう上手

く使いこなすかなどのプログラムが

入っており、使いこなすだけでなく、

新しい情報を見つけ出す方法につい

ても、プログラムに入れたそうです。 
 
数学の授業の中でプログラミング

を教えているそうで、プログラミング

は、1980 年代から学校で教えている

とのことでした。開始当時は、プログ

ラム言語の学習について、高学年を対

象に授業を行っていたが、今は数学の

授業となり低学年から教えているそ

うです。 
 
最初は機械を使わないで、サンドイ

ッチの作り方から教える。例えば、作

り方の条件を教員が示す。ハムを入れ

てください。子供たちが次の方法を考

える。チーズを入れよう。パソコンを

使いこなす上でワードの引き出し方

を身近なところから行っているとの

ことでした。その後、ビジュアルを勉

強し、ビジュアルを学ぶと理解が深ま

り、一気に言語に持って行けるそうで

す。 
 
学校ではプログラミングが可能な

機会を導入することが可能で、子供た

ちがプログラミングを作ることがで

きるそうです。パハキン氏は、数学が

専門でプログラミングを作ってきた

そうです。数学の中でも、何か自分た

ちで活用できるものがほしかったそ

うで、数学は使えないという議論が多
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く、活用できるものを見出したそうで

す。 
	 実験的にプログラミングを実際

やってみたところ、数学の成績が上が

ったそうで、数学の関心も上がったと

のことでした。教員が数学の成績のい

い子の順位を見たところ、順位が大き

く変わったそうです。長らく数学の世

界は、どうすれば関心を持つかが課題

だったが、やる気、関心を持ってもら

えるようになったそうです。 
 

20 年前の物理の教え方は、板書し

たものを理解する方法であり、この方

法だと生徒たちのモチベーションが

上がらなかったそうですが、今の方法

は、実際に自然の中に行き、現象を見

ながら学びみんなで調べる方法をと

っているそうです。その後、理科室、

教室に持ち帰り、調べ、定義などを知

り、分からなければ、みんなで調べて

いくなど、理解を深める授業を展開し

ているとのことでした。ひとりひとり

が興味のあることを調べていき、そこ

で、コンピューターが手助けとなるそ

うで、物理や生物の話をしているとこ

ろから、数学の世界に入っていき 2 科

目を同時進行していき、どちらかはや

らなくなるし、どちらかは発展してい

き、生徒たちは自分の興味に従って関

心が深まっていくそうです。 
 

自主的に生徒がやりたいことはあ

るが、最初の計画は教員の仕事であり、

最初から子供のやりたいことをやら

せるわけではないそうです。しかしそ

の後は、子供が自主的に調べていくこ

とを大切にしているとのことでした。

10％から 20％の生徒は最初から結論

をわかっていると思うとのことでし

たが、残り 80％から 90％の生徒がわ

からなくなるため、最初だけは教員で

計画してサポートするようにしてい

るそうです。その結果、かつては板書

でやっていたようなことを自然に自

身でできるようになるそうです。 
 
生徒たちには法則を学ぶのではな

く、物事の定義を学ぶことを身に着け

させており、理科系だけでなく地学も

数学につながるようなことを行って

いるそうです。こういうことができる

のは一晩ではできず、何年もの年月を

かけて教員育成をやってきたそうで

す。その結果、教員の自覚も変わって

きたそうです。 
 
フィンランドの北部、東部は人口が

少なく、小さい学校があるそうです。

どこに学校があって、規模をどうする

かなどを決めるのはすべて自治体が

行うそうです。フィンランドには 360
自治体あるそうです。 
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フィンランドは、南北 1200 ㎞くら

いの国であり、子供たちの通学の往復

が低学年 2.5 時間、高学年 3 時間を越

えないことが定められています。これ

を距離に考えると、概ね 100 ㎞のイメ

ージです。保護者の多くは、遠いとこ

ろに通学させたいとは思っていない

そうで、学区や教育の問題は、自治体

の議員を選出する重要な要素のひと

つとなるそうです。なぜなら、学校の

設置数は議会が決めるためとのこと

です。人口が密集していないエリアの

問題は、教育にいくら使えるか財政の

問題になるそうで、フィンランドでは

教育費の平均 75％は自治体が出すこ

とになっており、残りの 25％は国が

出すことになっています。そのため納

税者が少ないエリアは、現実問題難し

いそうで、国が負担する割合が変わる

こともあるそうです。 
 
予算の割り出し方法は、1 人あたり

の子供の教育費を前年の実際の執行

状況を参考にして財務省が算出し、そ

の後、各自治体の1人あたりの教育費、

ユニットプライスを国の教育委員会

が割り出します。人口密度を参照にし

て、島に住んでいる人々を考慮（ユニ

ットプライスが上がる）、母語の人数

の割合、バイリンガル、他国語が母語

の割合を算出します。フィンランドは

9 年制でやっており、中学生のほうが

お金を必要とするとのことで、この 4
つが 360 自治体の予算を変えていく

目安となるそうです。教育委員会で自

治体に予算書を見せて 75％払えるか

財政状況を確認するそうです。25％は

国から出るが、自治体はそのお金を教

育に使わなくてもいいことになって

います。 
 
自治体によっては、そのまま使って

いるところは少なく、ほかの場所に使

っていることもあり、さらに費やして

教育に投資しているところもあるそ

うです。実際には、算出している額よ

り多くの額を投資している自治体が

多いとのことでした。自治体が多く出

した場合の翌年の予算への反映状況

は、修正する方向だが国の予算も限ら

れているため、そのまま参考にするわ

けではないそうで、実際に教育にかか

る費用をきちんと見極める必要があ

るとのことでした。 
 
教員の人件費、移動手段、給食、管

理費などが算出に入っているとのこ

とでしたが、リノベーションや建築な

どの建物費は入らないそうで、その場

合、別途予算を申請する仕組みとなっ

ており、国に要求したり、自治体の予

算でやりくりしたり、ローンを組むな

どして工面するそうです。 
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国としては、教育の差をつけないよ

うにしている努力しているそうで、自

治体でタクシー通学の際、国が出して

いるのは 2.5 時間だが、実際にはタク

シーの台数を増やしたりして対応し

ているそうです。そのほかにも、クラ

スの数や教員の数を増やして対応し、

教育の質の維持に努めているとのこ

とでした。 
 
フィンランドでは、宗教の授業も行

われており、ルーテル派が 84％いる

そうです。そのため、仕事に対するモ

ラルが高く、働くべきという概念がル

ーテル派の影響で多い国となってい

るそうです。 
 
就業者の 3 人に 1 人は大学、大学相

当の専門の知識を有しており、EU で

一番高い水準となっています。学歴の

高い子供たちの家庭環境が影響して

いる結果、フィンランドの教育の水準

を上げている要素となっているそう

です。フィンランドは大学も含めてす

べての学校が無料であり、どのような

人であっても、本人たちが希望すれば

教育を受け続けることができます。た

だし、現実的には学力がない家庭の子

供たちは、学力、向上心が上がらない

のが現実であるとのことでした。その

理由のひとつには仕事があるそうで、

大学に行かずに職業訓練校に行き仕

事をすると、いい賃金を得ることがで

きるのが大学に行かない理由のひと

つでもあるとのことでした。 
 
無料教育を受けた子供たちが海外

に人材流出する場合のリターンにつ

いて、どのように考えているのか尋ね

たところ、そのような話は今までもあ

り、フィンランドでは、脳の流出と呼

ばれているそうです。結果は、一時的

なものであると考えられており、海外

に行くのもよい、いずれ帰って来てく

れるものと考えているそうです。 
 
その結果、実際に帰ってくることが

多く、海外に出ることによって、よい

経験、知識を得て帰ってきてくれる。

海外に出ると教育、福祉、医療に関す

る施策について、どれだけフィンラン

ドが優れていることがわかるため、フ

ィンランドに戻ってきてくれる。外国

に出ることは、経験を積めるよいこと

だと捉えているそうです。フィンラン

ドでは、保育所を含め学校でしっかり

と面倒を見てくれる。海外に住んでも

よいが、素晴らしい経験、学問を受け

るには非常に高いコストがかかる。そ

の点フィンランドは、学校が無料なの

は長い歴史があり、1970 年の教育改

革から高校、大学すべてが無料になっ

たそうです。 
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教育に関する5つの政策の柱につい

て、第一政党、政権が代わっても教育

方針が変わらないようにキープして

いるそうです。法律に入っているのは、

「教育は完全無料である」ということ

のみであるそうです。 
 
全国民の 3人に 1人が何らかの形で

教育に関わっており、例えば、生徒、

保護者、教員、タクシー運転手、給食

調理員などがあり、大人になっても教

育に関わっているそうです。その結果、

大人になりそれなりの地位になって

も学びたい意欲が湧き学ぶことがで

き、生涯学習に対しての制度などが豊

富にあるそうです。成人教育、仕事に

必要なものなど、大幅に時代が進む中

でも対応できる教育を行っているそ

うで、急激な変化をしている現代にお

いては、仕事で使っているものが変わ

るだけではなく、仕事自体がなくなる

ことがあり、そのため、ほかの仕事に

も対応できるようにする必要があり、

職業訓練の意味を含めた教育をして

いるそうです。 
 
納税者自身も教育に関わっており、

教育を受ける立場にもなるそうです。

教育に投資すべきという国民の強い

声があり、独立できたのも教育のお陰

という意識が国民の中にあるそうで

す。これは、フィンランドは資源に乏

しく、人的資源を大切にしなければな

らないという意識が高いからである

質疑応答の様子 
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とのことでした。 
 
フィンランドには、フォークハイス

クールという趣味的なもの（例えばポ

ルトガル語等）を学ぶ学校があり、こ

ちらは年間 20€くらいで学ぶことがで

きるそうです。ただし、研究を深めた

い場合は、成人向け高校、成人向け大

学で勉強を続けることができ、それは

無料で学ぶことができるそうです。 
 
また、本格的に職業訓練校で学びた

い場合は、無料で学業、訓練が受けら

れるだけでなく奨学金のような手当

を受け取れる制度もあるそうです。そ

して今までの単位の互換ができるた

め、短い期間で資格が取得でき、次の

ステップに進むことができるのが特

徴であるとのことでした。 
 
政権が代わっても方針がぶれない

ということは、教育とはこういうもの

だという一定認識が国民にあり、教育

が重要だという認識があるからで、

550 万人の国でありながら、独立して

やっていくための共通認識として教

育の重要性があるからとのことでし

た。社会にとっての還元を考えると、

義務教育後に仕事をしない人のこと

を考えると、無料化して学業、訓練し

たほうが社会に還元できるというわ

けだそうです。 
 

15 歳から 16 歳で自身が将来何をし

たいかの初めの選択ができ、9 年生（中

学）が終わった時に、高校、職業訓練

校、義務教育の延長（しっかり勉強し

たい＝10 年生）が選択できるそうで

す。職業訓練校から専門知識を身につ

けるため大学に進むことも可能にな

っています。人生の進路変更をしやす

くしているのに特徴があり、若者だけ

でなく成人になっても学び直しがで

きるようになっています。 
 
こうした体制が築かれるまでには

いろいろな経緯があり、日本のように

ある程度の年齢までに一気に高い教

育レベルをみにつける人とそうでな

い人で分かれ、身につけられなかった

残りの人は低学歴の仕事しかないと

いう時代もあったそうです。そのころ

は、大人になってから学び直すような

仕組みは、一切なかったといいます。

1970 年代の拡大の際、年齢層も拡大

し、優秀な人だけでなく、誰もが知識

を得られるようにしたそうだ。但し、

知識とスキルのレベルは落とし、すべ

ての人々に教育を可能にする量を拡

大したそうです。 
 
1980 年代には落としたスキルと知

識の底上げをはかり、その成果が現れ

てきたのが、2000 年代の PISA の調

査です。生涯成人教育が続けられる体
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制を用意することで、底辺に居続ける

ことをなくし、いつでも復帰して学ぶ

ことができるとのことです。このよう

な、貧富の差による教育機会の不平等

をなくし、落ちこぼれを作らない教育

システムをつくること、そのために必

要な予算を投じることも、フィンラン

ドの教育の柱の１つです。 
 
またもうひとつの教育の柱は、20

年先、30 年先を常に見据えることで

す。これまでの歴史を振り返り、どの

ように産業が変わってきたのかを考

えています。そうした視点から、次は

自然エネルギー産業が社会を変えて

いくのではないかと考えています。例

えば、1970 年代から始まった ICT 化

が社会を変え、職業も変えたように。 
 
パハキン氏の「前の同僚」がよく話

していたのは、新しい工場には人材、

エネルギー、資源の３つが必要だとい

うことだそうです。工場をつくるとな

れば、この３つが揃う場所に立てるこ

とになります。仮にエネルギーの場所

が変われば、工場の場所を変えなくて

はなりません。人件費を低く抑えよう

とすれば、そうした地域に工場が移動

します。エネルギー供給のあり方が変

化することで、３角地帯をおける場所

の選択肢が広がるかもしれません。蒸

気の時代は、川のそばでなければなら

なかったものも、これからは１つの点

が地球の裏側ということもあり得る

かもしれないのです。こうした予測を

たてながら、準備をしています。  
 
知識を教えるのは学校では教えや

すくてどんどん教えているはずだが、

単純に知識を必要とするだけのルー

チンワークは、1960 年から 2002 年に

かけて激減していて、これは先進国で

は共通して起きているそうです。知識

を教える価値がないということでは

なく、分析力が求められるようになっ

ているからです。現在はルーチンワー

クではなく、膨大な情報を選別し、分

析するような仕事が増えているとい

います。諸外国の状況を知り、習慣や

考え方を学び、自分たちを育てていく

ことが必要になってきていると、分析

されていました。 
 
各教科ではなく 2020 年、2025 年に

必要となるキーコンセプトを育てる

ように教育改革をここまで行ってき

たそうです。自分のことを考え、相手

を思いやり、自分自身の管理ができる

ようにするための知恵を教えていか

なくてはならなくなってきたとのこ

とであり、10 年、15 年前の家族とは

変わり、生き方を学校で教えなくては

ならなくなったそうです。 
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国家教育委員会が 2020 年を見据えた

時に必要であると考えている、キーコ

ンセプト	

		

１)	自分のことをきちんと考え、相手

のことを思いやり、日々の暮らし

を管理し、安全であること。10〜

15 年前の家族とは全く異なる家

族の有り様に変化しているので、	

どうやって生きていくのかにつ

いても学校で教えなくてはなら

ない。		

２)	文化的な知識、表現力、コミュニ

ケーション力。	

３)	マルチリテラシー。読解力は本を

読むだけでなく、数字、映画、自

然など色んな物を自分の言葉で

表現し、解釈できること。		

４)	ICT を使いこなす力と、作り出せ

る力。	

５)	職業について、働くことだけでな

く、起業することも教える。		

６)	社会参加とそれによって、自分が

将来にわたって影響を与えられ

る自覚。		

７)	学ぶということがどういうこと

かを考え、学ぶということを学ぶ。

みんながみんな同じ方法で学ぶ

わけではないので、各自の学びた

いことを考え、一生学び続ける。	

	

	 学ぶということがどういうことか

を考えさせるそうで、全てが同じやり

方で学ぶわけではなく、学ぶことを自

覚させることが大切とのことでした。

その結果、学ぶということがどういう

ことか変わってきたそうで、以前より

多くの割合で子供たち自身が経験し

たことを使いながら学ぶようになっ

たそうです。以前だったら先生がピラ

ミッドの話をしていたが、見たことが

ある子供が増え、その子たちに話をし

てもらうところから始めるようにな

り、ひとりひとりが個性的に学ぶこと

だけでなく、みんなで共有することも

重要になってきたそうです。そのほか

にも、授業の環境も変わり、机の配置

や、外へ出て学ぶこともあるそうで、

学校の在り方自体が大きく変わって

きており、学校と近隣地区が一緒にな

って取り組んでいくという姿勢に変

わってきたそうです。 
 

2008 年の統計によれば、求められ

る「教員像」は、誰に対しても平等で

あり、子どもたちを励ます存在である

ことだと言います。子どもの悪いとこ

ろを指摘するだけでなく、どうやって

褒めるのかが重要で、いかに子どもの

背中を押してあげられるかが大切な

要素です。子ども達はそれぞれ特徴が

あり違うので、一人一人に合わせたサ

ポートにどう取組んでいけるのか、落
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ちこぼれそうな子をどうサポートす

るのかが、重要になります。そして何

より、子どもに一方的に教えるのでは

なく、子ども達が考える力を育み、一

人一人が自信をもてるようにしてい

くことが、教員に期待される重要な役

割だと言います。一方で、フィンラン

ドで最も難しいことは、一人一人が異

なることを理解し、他人に対して寛容

であることだ、という指摘もありまし

た。 
 
フィンランドの教師は、全員修士号

を取得しており、小学校の教師の場合

は、300 単位で 5 年から 6 年で取得で

きるそうです。職業系大学から職業訓

練校の先生になることもでき、350 種

類の職業訓練があるそうです。 
 
教育学部応募者の 11％しか教師に

合格しないそうです。ある調査によれ

ば、教師の尊敬度は、ギリシャが 1 位

であり、フィンランドが 2 位だったと

いいます。社会的にも教師が信頼され

ているため、保護者も教師を信頼して

おり、90％の教師が自分の仕事に満足

しており、70％がもう一度職業選択出

来ても教師になりたいと答えている

そうです。そして、60％の教師が社会

で尊敬されていると答えるそうです。

教師の給料は特段高いわけではなく、

フィンランド全体の月の平均所得は

3,100 ユーロであり、小学校の教師が

少し多い 3,500 ユーロ程度です。医師

が 6,300 ユーロ、弁護士は 4,500 ユー

ロだそうですが、そうした職業より教

師の人気が高いそうです。そして、学

び方が変わってきたので、教師の育成

がより一層重要になってきているそ

うです。 
 
校長になるには、教師の資格と学校

経営の修了書が必要であるそうで、校

長になっても必ず授業を持っている

そうです。 
 
教育改革の新しい例は IT 教育の強

化のほかに、就学前教育が全員参加に

なることだそうです。また、高校のカ

リュキラムが変わり、職業訓練校も本

質的な学びについての取り組みを強

化し、就学時間を減らすことによって、

早く仕事に就くことができ、財政負担

も減らせるように取り組むそうです。 
社会状況、経済状況は、上がったり

下がったりしていますが、下がったと

ころで教育を実施するのではなく、落

ち始めたところで始めれば、下降が減

り底までいかず緩やかにできること

が研究で判明したそうです。失業して

から勉強を始めると不安を感じて漠

然としますが、失業する前に行うこと

によってモチベーションが上がり新

しいメリットが生まれてくるそうで
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す。 
 
これまで平等だったものを結果に

応じて行うことになる可能性がある

が、まだどのように行うかは決まって

いないそうです。繊細な問題であり、

ここだけを見て結果を重視すると、そ

この対策ばかりになってしまうため、

注意が必要とのことでした。 
 
今までの卒業資格を得る全国統一

試験は、ひとつの会場に集まって紙と

鉛筆で行っていたそうですが、2019
年までにデジタル化に移行するそう

です。以前の年間高校卒業資格は年間

1 万人程度であり、白い学帽を自慢し

ていたそうですが、今では年間 3 万人

程度いるそうです。 

 
フィンランドでは、カリキュラムは

枠組みにしか過ぎず、多くの決定権は

学校が持ち、学校が自由にカリキュラ

ムを作ってよいことになっているそ

うです。そして、学校側への義務とし

ては、年 1 回自己評定の評価をするよ

うに義務付けています。但し、評定の

結果を外部に送るのではなく、あくま

でも自身で振り返るための評定とな

っています。国や自治体が何らかの資

料や指標として用いるための自己評

定ではないそうです。 
 
最後に、フィンランドは信頼で成り

立っている国であり、学校をチェック

するようなこともしないし、教科書の

検定もないとのことでした。

 
【所	 見】 
国の成り立ちと国民の意識が教育の質を高いレベルに保っている要因のひと

つであることがわかった。 
昨今日本では、教育の信頼が揺らぎ、教師が生徒からも保護者からも尊敬で

きる存在ではないことが問題視されている。 
日本では、教員数や予算の配分が基準化されており、状況に合わせて教員や

予算の増減をして対応することがない。 
一般的な教育の投資は、10 年、20 年先でようやく効果が見え始めるものであ

るが、社会に出てからの進路変更や生涯学習的なものにも取り組んでおり、全

世代対応になっている。 
社会全体の考え方や制度変更は容易ではないが、指導の方法、教員の質の向

上、福祉的観点からの教育など学ぶ点は多かった。視察で得た成果は、今後の

政策や提言に繋げていきたい。	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 文責：磯部圭太 



 104 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

レオ・パハキン氏を囲んで 
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フィンランドにおけるホームレス向け住宅政策  

	

【日	 時】：2016 年 4 月 14 日（木）	

【訪問先】：Y財団および ASTU	

【対応者】：ユハ・カーキネン（Juha	Kaaakinen）氏	

【参照先】：Y財団	 	 http://www.ysaatio.fi	

	 	 	 	 	 	スロットマシーン協会	https://www2.ray.fi	

	 	 	横浜市ホームレス対策	

	 	 	http://www.city.yokohama.lg.jp/kenko/entai/homeless/	

	

【視察内容】	

Y 財団の名前に込めた思い	

	 フィンランドにおけるホームレス

対策で中心的な役割を果たしている

組織「Y財団（Y−Foundation）」を訪問

した。Y財団は 1985 年にヘルシンキ市

とエスポー市、ヴァンター市、タンペ

レー市、トゥルク市の 5つの自治体と

自治体連盟、フィンランド国教会、フ

ィンランド赤十字、フィンランド精神

保健協会、建築大工職業組合、建築会

社雇用主連合によって設立された。財

団名の「Y」には、「独りにしない」「独

りで社会にはじき出されないように

する」という意味が込められていると

いう。	

	

	 Y 財団は、ホームレスなどに住宅を

供給することを目的にしている。これ

はフィンランド政府の政策でもあり、

フィンランドにおけるホームレス対	

	

策の柱は「公的住宅の供給」と、それ

によるホームレス数の具体的な数値

目標を掲げている。実際、Y 財団の設

立によってフィンランドにおけるホ

ームレスの数は劇的に減った。設立当

初の1985年に 2万 5000人いたホーム

レスは、現在は7000人になっている。	

	

	 なお、ホームレスの定義は国によっ

て異なるため、一概に比較するのは難

しい。日本の場合、「ホームレスの自

立の支援等に関する特別措置法」によ

ってホームレスが定義されており、こ

の法によると「都市公園、河川、道路、

駅舎その他を故なく起居の場所と
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し、日常生活を営んでいる者」となっ

ており、いわゆる野宿者、路上生活者

がホームレスとして定義されている。	

	

	 これに対してフィランドの場合は、

こうした路上生活者に加えて、一時的

宿泊施設滞在者や、やむを得ず親戚宅

や友人宅に身を寄せている人なども

幅広くホームレスと定義している。一

時期メディアが大きく取り上げた、日

本におけるネットカフェ難民も、フィ

ンランドの定義に従えば、ホームレス

ということになる。	

	

	 このようにホームレスの定義が一

般のイメージよりも広義であるため、

日本におけるホームレスとイメージ

が少し異なる。実際、現在の 7000 人

のホームレスのうち 75%もの人が親戚

宅など屋根のついた場所にいるとい

う。Y 財団によると、ヨーロッパにお

いてホームレスの数が順調に減って

いるのはフィンランドのみとのこと

で、2014 年には World	Habitat	Award

を受賞している。	

	

大きな存在感を示す公営ギャンブ

ルの関わり	

	 次にY財団の事業スキームを財政の

視点を踏まえて話を伺った。Y 財団は

設立当初から一般の市場で売りに出

されている物件を購入し、ホームレス

向けの賃貸住宅事業を始めたという。	

	

	 現在、財団が保有する物件は 16,339

室、平均床面積は 50.4 平米。45 自治

Y−財団の皆さんと 
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体に物件を保有している。ホームレス

は基本的には単身者とすれば、十分な

広さを確保していると言えよう。この

うち、8 割以上が市へ貸し出ししてお

り、ヘルシンキ市内には 3538 室が存

在する。	

	

	 ヘルシンキ市自体も公営住宅を持

っており、その数は 4万戸にのぼると

いう。ヘルシンキ市が公営住宅を提供

しながら、ホームレス向けの賃貸住宅

を Y財団が担い、しかも Y財団の保有

物件をまずはヘルシンキ市が一括し

て借り上げるというスキームはいか

にも分かりにくいと感じたので、この

点を質問した。Juha	Kaaakinen 氏によ

ると、財団の財政ポートフォリオとヘ

ルシンキ市の住宅政策方針にポイン

トがあるという。	

	

	 同財団は、スロットマシン協会から

500 万ユーロ/年の補助金を得ている。

これが自治体だと、この補助金を入れ

ることができないが、Y 財団であれば

可能である。今回のヘルシンキ視察の

中で、様々なセクターと意見交換をし

たが、どのセクターでもスロットマシ

ン協会（Raha-Automaattiyhdistys）

からの補助金が入っていた。	

	

	 これはフィンランドの一つの特徴

と言ってもいい。スロットマシン協会

はいわゆる公営ギャンブルで、街の至

るところにスロットマシンが設置さ

れ、市民が親しんでいた。スロットマ

シン協会の売上の7割は社会福祉の分

野に補助金として分配されており、フ

ィンランドにおいて公営ギャンブル

と福祉は密接な関わりを持っている。	

	

	 またヘルシンキ市が供給する公営

住宅は単身世帯向けのものが少なく、

子育て世帯に注力してきた歴史的な

背景もある。従ってホームレス向けの

住宅供給に手が回らないという。前述

したように、その整備を財団に任せる

ことによって、外からの補助金もつく

ことを考えると、自前でホームレス向

け賃貸住宅を整備するよりも合理的

という判断をしたのだろうと思う。	

	

	 Y 財団への国からの支援も手厚い。

例えば、財団が物件を購入する際に組

むローンについては、利息が 3.4%を超

えた場合には、その超過分は政府が負

担する仕組みになっている。また、財

団の利益については非課税となって

おり、その額は年間に約 700 万ユーロ

にものぼる。	

	

	 財団は当初より福祉目的で設立さ

れているため、このような措置が取ら

れているわけだが、スロットマシン協

会から補助金が入り、物件購入後のロ
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ーン利払いについては国の支援を受

けられ、なおかつ、利益は非課税とい

うことで相当、手厚いサポート体制と

言っていいだろう。財団の性質上、大

きな利益を上げる必要がないため、利

益は新しい住宅確保のための資金に

回している。	

	

欧州で一般的になりつつあるハウ

ジングファースト	

	 では、なぜ、ここまで手厚い住宅政

策を展開するのだろうか。この点につ

いても聞いてみた。Juha	Kaaakinen

氏によると、トータルコストの問題だ

という。フィンランドのタンペレー大

学の試算によると、ホームレスが国の

福祉政策に基づいた住宅に入居する

と、従前のホームレスの状態に比べて、

一人当たり年間 1 万 5000 ユーロの財

政支出の圧縮効果があるとのこと。そ

の多くは医療費だという。	

	

	 これは 2008 年から取り組む「ハウ

ジングファースト」という考え方が根

底にある。ハウジングファーストとは、

はまずは「住む場所を確保することが

最優先」という考え方で、「欧州では

ホームレスの支援として一般的な考

え方」（世界の医療団ウェブサイト

http://www.mdm.or.jp/news/release

/post_152.html より）になりつつあり、

重度の精神障害を抱えるホームレス

であっても有効だとされている。	

	

	 この点は日本の福祉政策と大きく

異なるとされている。日本の場合は、

住まいの確保よりも生活訓練、就労支

援が先という考え方が根強いとされ

ている。ハウジングファーストはその

対極にある考え方と言っていいだろ

う。	

	

	 もちろん、ハウジングファーストの

考え方により住まいを確保した後に

は、生活の自立、経済的な自立は重要

なテーマになってくる。そのため、ソ

ーシャルワーカーとの連携や、医師、

看護師との協力体制の構築などは必

須という。これからは Y財団の役割で

はなく、政府もしくは自治体の役割と

のことである。	

	

	 ちなみに日本でも渋谷区（東京都）

が平成 28 年度予算において、国内で

は先駆的な取り組みとしてハウジン

グファーストの考え方を取り入れた

新規事業として 2800 万円を計上して

いる。	

	

欧州特有の問題としての難民問題	

	 とはいえ、課題もあるようだ。Y 財

団の物件がホームレス向けの住宅で

あるため、同財団による物件購入の噂

が地域に広がると、反対されることも
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あるという。	 特にヘルシンキ市に隣

接するエスポー市は特権階級層が多

く、Y財団が購入を検討した 28 物件す

べてにおいて反対というケースさえ

あった。	

	

	 加えて、ホームレスの都市部への集

中も課題になっている。今、日本を含

めて世界の先進諸国では高齢化・少子

化の問題に直面しているが、その状況

にあっても人は都市に集中するよう

になっている。21 世紀は都市の時代と

言われる所以でもあるが、これが世界

の潮流であり、フィンランドもその例

外ではない。	

	

	 Y 財団はフィンランド全土で事業を

展開しているものの、ホームレスがヘ

ルシンキなど都市部に集中するため、	

物件の購入価格とホームレスが支払

える賃料（生活保護費などから捻出す

る）のバランスが難しくなりつつある

という。	

	

	 さらに難民の問題もある。これは EU

に加盟している国として避けられな

い問題であるが、これまでは年に 2000

人〜3000 人程度だった難民が、直近だ

とシリアから3万人の難民申請が来て

いるという。このうち、少なくとも 1

万人はフィランドに流入すると言わ

れており、彼ら向けの住宅供給が今後、

一つの社会問題になる可能性がある。

	

	

【所	 見】	

	 ホームレス対策へのアプローチはヨーロッパと日本では全く異なるものでし

た。ハウジングファースト。まずは住む場所を確保する。つまりプライベート

の空間をちゃんと用意すること、ここからすべてが始まるという考え方は、ま

だ日本にはありません。日本の場合は、施設収容主義だと現場の人は声を揃え

ていいます。もっともホームレス対策が日の目を見たのがまだ 2002 年のホーム

レス対策特措法ということを考えれば、フィンランドをはじめとするヨーロッ

パのホームレス対策の、20 年遅れと言ってもいいでしょう。	

	 ハウジングファーストの考えは日本の収容主義と比較すると、その違いが歴

然としていました。少し横浜の事例と比較してみましょう。ハウジングファー

ストの考え方はまず、とにかく家を確保して、その次に生活保護を申請し、月々
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のキャッシュフローを発生させます。そこから就労支援やその前段の働く意欲

の醸成といった福祉の手が差し伸べられます。横浜の場合は、家がない状態で

区役所に行くと、通常は生活保護を受けられません。それは家がないから。そ

うなると、どういう対応になるかといいますと、ホームレス自立支援施設「は

まかぜ」のような場所が紹介されます。ここに入居すれば、少なくとも 3 度の

食事とお風呂、寝床は確保できます。	

	 一見、フィンランドのハウジングファーストと似ていますが、根本的に異な

る点があります。それはキャッシュフローの有無と、プライベート空間の有無、

です。前者について少し触れると、ホームレス自立支援施設に入居した場合に

は、食事や寝床は保証されるので、申請できる生活保護は医療に関わる部分だ

けになってしまいます。つまり、キャッシュフロー、自由に使えるお金がほと

んど手に入らないと聞きます。そのため、就労支援といっても、交通費一つ、

もちろん最低限は出るにしても、満足に活動できるだけの交通費一つ、実は手

に入らないということがあるそうです。そのためか、自立支援施設から模範的

な自立ケースは年に 3%程度に留まっています。	

	 もちろん、フィンランドも今、岐路に立っています。ゆりかごから墓場まで

という国のあり方が本当にこれからも続けられるのか。少子化、高齢化という

大きな社会問題と、ロシア経済のあおりを受けて経済的に厳しい状況が続いて

いる中で、こうした福祉政策にこれまでと同じ予算を投じることが引き続き可

能なのか、どうか。	

	 フィンランドのやり方をそのまま真似すればいいとは思いませんが、ただ一

つ確実に言えることは社会のセーフティネットとして、貧困の状態から抜け出

せるための仕組み、それは教育だったり、就労支援だったり、様々に網の目が

張り巡らされているかどうか、そこが非常に重要だと改めて感じました。	

	

文責：伊藤大貴	

 
 
 
 
 
 
 



 111 

フィンランドの学校現場  

 
【日	 時】：2016 年 4 月 15 日（金） 
【訪問先】：エースティカッリオンコウル 
【対応者】：サッラ・レイノネン校長 
【視察内容】 
前日の国家教育委員会でのヒアリ

ングに続いて、エスポー市にある 335
名規模の学校を視察しました。この学

校には、就学前児童のクラスもあり、

そのほかに特別支援クラスや外国か

らの移民準備クラスもあります。職員

は、27 名が教員、10 名が子供たちの

サポートの入る人たちであり具体的

には就学前授業、特別支援授業、移民

授業に入り教えているスタッフ。看護

師 1 名、ソーシャルワーカー1 名、心

理師 1 名、管理人 1 名、秘書 1 名がお

り、そのほかに給食の職員がケータリ

ング会社から派遣されています。 
 

1989 年に建てられた校舎は、2 年後

に増築しているそうです。本年から教

育方針が変わるため建物の適性が合

わないことが考えられるそうですが、

大きな改築などはせず、このままの状

態で続けるとのことでした。しかしな

がら、教育方針上やむを得ない場合が

あり、2 クラス合同授業をする教室は、

壁を取り払う措置を取ったそうです。

校舎自体は新しくはないが、よい環境

で日々の生活をしているとのことで

した。 
 
職員が大切にしているものは、責任

感、寛容であり、外国人生徒が多く

25％がフィンランド語以外の 20 程度

の母語がある生徒がいる学校とのこ
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とでした。 
 
昨秋からの難民新申請者は、現在セ

ンターに保護されているそうですが、

この学校に通って来ている生徒もい

るそうです。その子供の中には、ひと

りで難民としてフィンランドに来た、

つまり保護者がいない子供もいると

のことでした。フィンランドでも、移

民が新しい課題となっており、なんと

か適応できるようにすること、学校に

いたら安全だということを教え、実践

できるように努力しているとのこと

でした。昨秋から首都圏エリアでは、

どの学校にも外国人が入っていると

のことであり、エスポー市では 10％
から 70％程度の外国人がいる学校も

あるそうです。平均にすると 1 学校あ

たり 20％くらいの割合になるそうで

す。 
 
エスポー市は一戸建ての住宅が多

く、補助が出ている住宅が多いのが特

徴のひとつだそうで、アパートが多い

地区だと外国人が多いとのことでし

た。エスポー市は学校が多く、学校の

700ｍ圏内に子供たちが住んでおり、

遠くても1㎞圏内には収まっていると

のことでした。但し、難民申請中の子

供は、15 ㎞離れた場所から通学して

いるケースもあり、通学距離が低学年

は 3 ㎞、高学年は 5 ㎞からバスの無料

定期券が支給されています。子供の中

には、何らかの事情で自らバスに乗れ

ない子供もいるそうで、その場合はタ

クシー通学となるそうです。 
 

	 児童には学ぶ喜びがある。安全であ

る。みんな一緒である。教職員は子供

のためにいるということを基本とし

ているとのことでした。子供たちに何

か問題があった時は、担任以外でも信

頼のできる大人に伝えればよいとし

ているそうです。これは、担任には話

が出来なくても、他の大人になら話が

できるケースもあり、相談できる間口

を広く取っているそうです。 
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視察先の学校は、環境問題に取り組

んでいる学校に与えられる、「グリー

ンフラッグ」をもっている学校であり、

持続的に環境問題の取り組みに力を

入れて行われている。環境問題の専門

家を招いて授業を行ったり、専門的な

活動をしているそうだ。例えば、空の

お皿の日を設け、エージェントがサン

グラスをし、残していないかチェック

する。その他にも、エージェントが突

然教室に来て無駄な電気がないかを

チェックする。このような取り組みも

行っているそうです。 
 
児童会もあり、児童たちで集まって

学校をよくするために、どのようにし

たらよいか話し合う取り組みも行わ

れており、実際に、児童会で出た結論

を校長に提案をすることもあるそう

だ。高学年が低学年の面倒をみる活動

も行われている。例えば、貸出売店を

作り、ボールや縄跳びを貸し、生徒が

記録をする取り組みや、様々な同好会

があり週1回長めの休み時間に行われ、

低学年が高学年に教える機会も取っ

ているそうだ。 
 
スタッフの役割分担として、校長と

副校長に加えて 4名の教員が入り 1年

間の学校運営計画をするグループが

あるそうで、月に 2 回、2 時間のミー

ティングを行い、計画の進捗状況や問

題点や課題点などについて話し合い

を行っているそうです。 
 
そのほかに、4 種類の特別な柱から

なるセミナーがあり、全教員がいずれ

かに属していなければならないこと

になっている。 
１．国際的であることを重視するセミ

ナー。 
２．ＩＴ関係に特化したことを重視す
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るセミナー。 
３．児童生徒のスキル、コミュニケー

ションを重視するセミナー。 
４．環境問題について重視するセミナ

ー。 
それぞれのセミナーで様々な取り組

みがされているそうだ。 
 
各学年に 2 クラスずつあり、同じレ

ベルで進んでいるか教員がペアにな

って確認していく作業が行われてい

る。教員の労働時間の中から 2 時間確

保し、火曜日の放課後に進捗状況や問

題点や課題点などについて話し合い

が行われている。そのほかの様々な学

校雑務に関しては、各教員が分担して

行われています。 
 
教育基本法の中で定めていること

があり、教員は国家教育委員会が定め

ているカリュキラムでやらなければ

ならないことになっています。加えて

行政がカリュキラムを肉付けし、さら

に学校が肉付し、実践に移して指導を

行うようになっています。学校それぞ

れが特色を自由に決めることができ、

それぞれのカリュキラムを決められ

る制度をとっており、5 月に次のカリ

ュキラムを決定する形になっていま

す。 
 
学校ごとのカリキュラム案は、PTA

にも提示され承認を得なければなら

ないことになっています。一番特色が

出るのは、どの科目に何時間費やすの

かを学校独自に決められることにな

っている点です。ただし、決められた

カリキュラムをどう実現していくの

かは、それぞれの教員に委ねられてい

ます。校長から 1 週間の時間割が提示

されるそうですが、教員の判断で変更

してよいことになっているそうです。

教員が修士課程を修了し、その技量を

信用されていることによって、こうし

た裁量による授業が認められていま

す。 
 
担任は、すべての教科を教えること

ができ、技術の授業では鉄鋼を教える

こともあるそうです。但し、一部の教

科は苦手などもあるようで、その場合

は代わりの教員が授業を行うように

なっています。そして昨日の国家教育

委員会でも話しがありましたが、校長

自身も授業を受け持っており、この日

は家庭科の授業で6年生に手芸を教え

ていました。 
 
クリスマスの時期に、行政から教員

の人数希望調査が毎年あり、行政から

この学校にはこのレベルの教員が必

要ということを賃金ベースで提示さ

れるそうです。行政で必要な人数を決

めて求人を出し、採用の段階でどこの



 115 

学校に行くかが決まっているそうで

す。学校側が必要とする教員を選び、

補欠となる教員も選ぶそうですが、最

終的な採用決定は行政が行うそうで

す。 
教員は、希望すれば同じ学校に 30

年間在籍できるそうですが、異動を希

望する場合は一から採用試験を受け

なければならなくなるそうです。採用

の募集は、ネット、新聞広告など様々

なツールで見ることができるとのこ

とでした。 
 
4 月に採用が決まり、決まった場合

は春の間に何回か学校に訪れ教員と

して慣らしていくことになるとのこ

とでした。8 月からが本採用となり、

アドバイザーも付きサポートしてく

れるそうです。学校単位で就職が決ま

るため、長年同じ学校にいることが多

く、日本の私立のように感じました。

勤務不良の教員でも、解雇されること

はないそうです。保護者は、授業をい

つでも自由に見学することができる

体制をとっており、教員は、学年が終

わるときに、自分自身がこの 1 年間で

どのように成長したか記す機会があ

り、学校や保護者について記載する欄

もあるそうです。学校と家庭の協力体

制が重要であり、共通理解の上に成り

立っていると感じました。 
 

校長の採用は、PTA の代表、教員の

意見を聞いて決定されます。校長とな

る人物は、人柄まで含めた 1 日がかり

の人格テストが行われ、とても興味深

いレポートを受け取ったと感想を聞

きました。そして制度的には、大学卒

業してすぐに校長になることも可能

だそうです。但し、現実的には経験を

積む必要があるとのことでしたが、視

察先の学校の校長は、27 歳の時に校

長になったそうです。校長の中には次

のステップに進む者もおり、行政での

カリュキラムを作成する部署に進ん

だり、企業で就労する者もいるそうで

す。 
 
教科書検定はなく、どのようなもの

を教科書、題材として選択するかは、

すべて教員の裁量に委ねられている

そうです。雑誌、インターネットから

の情報を題材にしている教員も少な

くないそうです。 
 
教育の達成度は、国、自治体、学校

が定めた達成度とそれぞれあるが、達

成度の見方は教員の裁量により、達成

度を測る手段は何でもよいそうです。

6 年生時に、国語、算数のみ統一のテ

ストがあるが義務ではないそうです。

テストを実施した場合の結果は当然

守秘義務があり、本人、保護者、教員

のみが知ることができます。テストの



 116 

結果の全体像をメディアに公開する

こともあるそうだ。 
 
これほどまで大きな教員の裁量は、

いつから持つようになったのかを質

問したところ、昔から伝統的に教員の

裁量は大きかった、教員の存在は大き

かったそうです。修士課程を修了し、

教員としての訓練をきちんと受けて

いるのも裁量が大きい要素であり、国

の裁量、カリュキラムが大きかった時

代もあり、教員の裁量が小さかった時

代もあるが、教師の裁量自体は昔から

続いているものだそうです。 
 
学校ごとの採用のため、教員は混乱

校に行きたがらないのではないかと

質問したところ、ソーシャルレベルが

低い学校は予算、スタッフ、サポート

増やす取り組みをしているそうで、必

ずしもそのような風潮はないとのこ

とでした。 
 
現在、地域によって教育格差が生ま

れないようにするために、地方の大学

にも教育学部を作り、教育の質を上げ

ていく取り組みを行っているそうで

す。また、教員のクオリティーを平等

にするために、教員が集まりにくい場

所にある学校は、教員の給与を上げる

などの独自の取り組みも行われてい

るそうです。教員の給料は、初任給の

み行政が決めた給与となり、物価安い

地方の学校に就職を希望する教員が

多いそうです。 
 
	 話を聞いた後、学校内の視察を行い

ました。最初に、6 年生の授業を視察

しました。 
 
この時間は、算数か英語の授業を選

択でき、算数に 10 名、英語に 14 名に

分かれて授業を行っていました。ここ

では算数の授業を視察し、時差を題材

にした授業が行われており、全生徒が

タブレットを手元に持って、授業に臨

んでいました。教員が黒板で使ってい

るモニターもタッチパネルとなって

おり、プロジェクターではありません

でした。基本としてある時差に対して、

自分で時差を加えながら考える力を

養っていました。 
 
	 次に、3 年生の授業を視察しました。 
この時間は、クラス単位で芸術（美術）

の授業を行っていました。昨日鑑賞し

た映画が題材となっており、その映画

の内容に準じた山の絵を描くことが

カリュキラムとなっていましたが、生

徒によっては別の課題をやっていま

した。そこで質問したところ、基本は

山の絵を描くことだが、カリュキラム

に応じて同じことを実施したらよい

場合と、違うことを実施したらよい場
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合とがあり、この日は教育的効果によ

り違う課題を与えていたとのことで

した。日本では同じ課題を一律に実施

することが考えられますが、ここでは

違う課題に取り組んでいました。 
 
次に、4、5 年生の特別支援教室を

視察しました。この教室では、教員が

2 名、男子生徒が 3 名、女子生徒 3 名

在籍していました。本来の生徒数は 10
名であり、4 名の生徒は欠席かと質問

したところ、違う授業に出席している

とのことでした。さらに詳しく質問し

たところ、特別支援教室で授業を受け

るかどうかは基本的に2年毎に決めら

れるとのことでした。 
 
しかしながら、発達状況や障害の程

度により2年より早く普通教室に戻る

ことも可能であり、特別支援教室に在

籍しつつ違う授業に出ることも可能

とのことでした。視察の際は、6 名の

生徒のみなさんが「あかずきん」の演

劇を披露してくれました。この演劇で

は、朗読が理解できているか、コミュ

ニケーション取れていたかなどを確

認するために行われていました。特別

支援教室に通う生徒は発達障害や知

的障害などに加え、多動症や自信のな

い子、気持ちをコントロールするのが

難しい子が在籍しているそうです。中

には、授業についていけないことを隠

していたことにより、授業中暴れてし

まって特別支援教室に通うことにな

った生徒もいるそうです。そのほかに、

精神安定的効果から、犬を教室に連れ

て来て宿題を犬に選ばせることや、犬

に話を聞かせることもあるとのこと

でした。 
 
次に、メディアルーム・図書室を視

察しました。ここでは、先ほど 6 年生

の英語の選択授業が行われていたほ

か、図書室も兼ねています。全ての教

室に教室用のパソコンが配置されて

いますが、ここではデスクトップパソ

コン、ノートブック、タブレットなど

様々なパソコンが用意されていまし

た。 
 
図書室との説明がありましたが、同

じ本が多く種類の豊富さは感じられ

ませんでした。そこで、全蔵書数が少

ないと感じたため図書館の質問をし

たところ、いちばん近い図書館までは

約 1.5km あるとのことでしたが、必

要なとき生徒は積極的に利用をして

いるとのことでした。そのほかに、図

書館から職員に学校まで来てもらい

本の話をしてもらう取り組みなども

行っているとのことでした。メディア

ルームでは、休み時間にゲームをする

ことや、放課後に同好会活動をしても

よいことになっているそうです。 
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次に、難民のための準備クラスを視

察しました。9 名在籍するこのクラス

では、フィンランド語を少人数にて勉

強するクラスであり、本に書かれた絵

などを見ながらフィンランド語の単

語を学んでいました。 
 
2 名の教員がわかれ集中的に指導を

行っており、そのほかに言葉が出来な

くても参加できる授業があり、その場

合は普通の授業に参加するそうです。

偶然にもすべての生徒がイラクを背

景にする生徒でありましたが、指導に

あたる教員はイラク語を話すことは

できないとのことでした。そのため、

保護者と話をする必要がある場合は、

通訳をつけて話し合いを行っている

そうです。 
 
最後に、ランチルームを視察しまし

た。ビュッフェ形式となっており、席

数は 100 席程度あります。学年により

昼食の時間帯が決められており、1 年

生は 10 時半頃から昼食を食べるとの

ことでした。前述の通り、職員はケー

タリング業者から派遣されており、通

常のメニューに加え、ベジタリアン、

宗教、アレルギーに対応したメニュー

など、幅広く提供しています。 
 
訪問した日は、たまたま給食のリク

エストデーでした。これは、子供が給

食のメニューをリクエストできる日

であり、3、4 年生のリクエストによ

るメニューがありました。給食のスタ

ッフは、学校職員の給料リストに入っ

ておらず、派遣元のケータリング会社

から支払われています。給食の献立は、

ケータリング会社と学校が相談しな

がら決定します。多くの学校は、給食

センターから配送されるとのことだ

ったが、視察先の学校は自校調理方式

により給食を提供していました。 
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全学年が喫食した後、椅子を片づけ

たりテーブルを拭いたりしている生

徒がいました。給食当番かと質問をし

たところ、1 週間片づけのお手伝いを

した場合、最終日にご褒美がもらえる

とのことであり、この日はアイスをも

らって喜んでランチルームから出て

行った。何とも微笑ましい光景があり

ました。 

無料の給食は喫食率が高く、食事の

様子を見ていると家庭の様子がわか

るそうです。おかわりをすることも可

能であり、休日明けの給食の日は喫食

率が特に高いそうです。これは、休日

に家庭で満足のいく食事が摂れてい

ないからだと推測していました。 
 

 
【所	 見】 
学校ごとのカリキュラム案を PTA にも提示し、承認を得なければならないこ

とになっている点など、学校と家庭の協力体制、共通理解が成り立っていると

感じました。日本であれば、決められたカリキュラムや時間割通りに授業を進

めていきますが、教員の判断で変更してよいことになっている点は、生徒の理

解度など現場にいる教員が一番よく分かり、柔軟に判断が出来るようになって

いました。日本であれば、4 年制大学を卒業し、教員免許、採用試験に合格すれ

ば教員として即対応しなければならないですが、フィンランドでは修士課程を

修了した上に、採用が決まり配属されるまでの間、何回か学校に訪れ教員とし

て慣らしていくことがあるのも、教員育成に大きな効果があると感じました。

何よりも、教員が信用されている存在であることが大きいと感じました。さら

に教員は、希望すれば同じ学校に 30 年間在籍できるとのことであり、学校単位

で就職が決まるため、長年同じ学校にいることが多く、日本の私立のように取

り組める点も大きいと感じました。 
校長の採用についても、PTA の代表、教員の意見を聞いて決定される点など、

行政だけの判断ではなく実際の現場や保護者の意見を採用するなど、関係者が

協力し合って教育を支えていると感じました。 
社会全体の考え方や制度変更は容易ではないが、指導の方法、教員の質の向

上、福祉的観点からの教育など学ぶ点は多かった。視察で得た成果は、今後の

政策や提言に繋げていきたい。 
 

文責：磯部圭太 
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校長、先生を囲んで 
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フィンランドの自治体を支える財政制度と自治体連盟  

 
【日	 時】2016 年 4 月 15 日（金） 
【訪問先】自治体連盟 
【対応者】ミコ・マトナン（Mikko Mehtonen）氏 
【視察内容】 
自治体連盟の役割	

	 自治体連盟はすべての自治体が加

入する機関で、自治体の利益を監視す

る機関である。後述するが、フィンラ

ンドは国と基礎自治体の2層構造とな

っており、1 自治体の人口も平均で

5000 人程度と、国と交渉するには規

模が小さい。 
 
	 自治体連盟はこうした基礎自治体

に代わり、例えば、法改正などで自治

体にデメリットがある場合に国に対

して基礎自治体の考えを代弁する機

能を有する。自治体連盟は法律によっ

て位置付けられている機関である。 
 
	 今回のヘルシンキ視察において、福

祉や教育、住宅などの各分野について

行政や民間セクター、あるいは NPO
のような中間組織と意見交換を行っ

てきた。その視察の締めくくりとして

自治体連盟を選んだのは、フィンラン

ドにおける地方財政への理解なくし

て、各種取り組みがなぜ成立している

かの理解は深まらないと考えたから

である。 
 
2 層構造のフィンランド	

	 自治体連盟の役割を理解するため

には、フィンランドにおける自治構造

を知っておく必要がある。フィンラン

ドは国と基礎自治体（市町村）の二層

構造になっている。市町村の境界線は

19 世紀の教会区の区分を引き継いだ

ものが多く、1940 年代には 600 以上

の市町村が存在した。その後市町村合

併を繰り返し、2005 年には 432、2016
年現在の市町村の数は 313 にまで減

少している。 
 
	 313 の自治体の規模は千差万別で、

最も人口が多いのがヘルシンキ市で

約 61 万人、一方で最も少ないと 100
人の基礎自治体がある。人口 4000 人

未満の基礎自治体が 200 弱存在し、

313 自治体を平均すると、1 自治体あ

たり 5829 人。日本の感覚でいえば、

ちょっと大きめの単位自治会といっ

たところである。フィンランドの総人

口が約 543 万人と、横浜市と川崎市を
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合わせたくらいの

数であることを考

えると、なるほど、

313 ある地方自治

体の規模はそのよ

うなものであるこ

とが理解できる。 
 
	 フィンランドの

国土は 33.8 万平方

キロと、日本よりや

や小さい程度だが、人口は横浜市と川

崎市を合算した程度であることから

容易に想像がつくように、人口密度は

日本とは比べものにならないくらい

小さい。例えば、フィンランド最大の

都市であるヘルシンキ市でも2866人/
平方キロで、横浜市の人口密度（8562
人/平方キロ）の約 1/3 である。ちなみ

に最も人口密度の小さな自治体は 0.2
人/平方キロとなっている。 
 
	 これに加えてもう一つ、注目してお

きたい指標が非生産年齢人口と生産

年齢人口の比率である。つまり 0 歳〜

15 歳未満および 64 歳以上の人口の合

算（非生産年齢人口）と 15 歳以上 64
歳未満の人口（生産年齢人口）の比率

を見ると、最も低いのがヘルシンキの

42.6%、最も高いのがルハンカの

103.5%である。この数字は当然低い

方がいい。ヘルシンキの場合は、5 人

の納税者で2人の子供ないし老人を支

えているのに対して、ルハンカでは 5
人の納税者で5人の子供ないし老人を

支えていることになり、負担に差があ

ることがわかる。 
 
	 この数字からも分かるように、フィ

ンランドを悩ませているのは、急速に

進行する高齢化である。人口に占める

高齢者の割合が大きく、かつ、人口に

対して税収の少ない基礎自体ほど負

担が大きくなる。 
 
	 しかもフィンランドでも都市部へ

の人口集中が懸念されているという。

ヘルシンキを始めとする南部にある

都市へ人口の集中、経済活動の集積が

進みつつあり、フィンランド北部、東

部の自治体における過疎化が加速し

つつある。 
 
 

質疑の様子  
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財政の仕組み	

	

	 フィンランドにおいて自治体は法

律によって、（１）社会福祉・保健サ

ービス、（２）教育サービス、（３）イ

ンフラの維持管理、の 3 つが果たすべ

き役割として定められている。社会福

祉・保健サービスとは、例えば、高齢

者福祉、障害者福祉、託児などの子育

て、医療などが含む。教育サービスも

幅が広く、小学校、中学校、高校、職

業訓練校の運営のほか、生涯教育や図

書館の運営、文化レクレーションの提

供なども自治体の役割である。 
 
	 前述したように1つひとつの自治体

が横浜市でいうところの単位自治会

ないし連合自治会ほどの人口しかな

く、その割には国土が広いために自治

体が単独で提供するのが難しい行政

サービスが数多く存在する。 
 
	 加えて高齢化に伴い、都市部に人口

が集中することから、1 自治体で必要

とされる行政サービスを担うのはな

かなか難しいのが実情である。国と地

方自治体（市町村）という 2 層制を取

るフィンランドにおいて、こうした地

方自治体が抱える難しさを解消する

仕組みとして存在するのが自治体連

合である。 
 
	 歳出予算は全自治体合計 460 億ユ

ーロ（2015 年）で、歳出予算の主な

内訳は 48%が社会福祉と保健ケアに、

28%が教育に、19%がその他の運営費、

投資となっている。フィンランドでは

1950 年代に経済的に豊かになったこ

とから、この時代に自治体が提供する

行政サービスが増え、1970 年代、1980
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図 1	1985 年以降のフィンランドにおける所得税率の推移。2015 年時点で最も

高い自治体で 22.6%、最も低い自治体で 16.5%、平均で 20%となっている。	
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年代に地方自

治体の数が増

えたという。 
 
	 なお、約 42
万 5000 人の地

方公務員が存

在する。フィン

ランドの人口

が約 543 万人

であるから、概

ね、10 人に 1
人が地方公務

員ということ

になる。 
 
	 次に歳入の

主 な 内 訳 は

45%が所得税、

固定資産税な

どの地方税、

18% がフィラ

ンド政府から

の補助金（財源は

法人税や消費税

や相続税）、26%
は自治体同士が協力し合って提供し

ているサービスの購入費から成る。 
 
	 補助金については日本における地

方交付税交付金に似ている。国から基

礎自治体への補助金は、基礎自治体の

経常経費の一部を担うために、保健福

祉省、教育省、内務省の 3 省から交付

される。補助金の 90%は一般補助金と

呼ばれ、例えば、「教育文化補助金」

を交付されても、実際には基礎自治体

はこの補助金を別の目的に利用でき

ることになっている。 

図 2	地方自治体における歳入の流れ。	

国からは法人税と所得税の一部が交付される。	

 

図 3	地方自治体間の財政調整の仕組み。	
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	 そのため、自治体がどの分野に、重

点的に予算を配分するかは地方選挙

において大きな争点になっていると

いう。補助金はユニットコストという

考え方をもとに、計算上の費用（保健

福祉や教育など）から計算上の基礎自

治体の自己歳入分を減じたものが国

から地方自治体へ交付される補助金

図 4	地方自治体間の財政調整の仕組み。	

	

図 5	国からの交付金が見込めないと仮定した場合の、各地方自治体の想定所

得税率。北部などは 60%を超える高税率にしないと自治体を維持できない。	
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として算出される。 
 
	 地方自治体の財源を大きく占める

所得税について、その税率は地方議会

に決定権があり、税率に上限は設定さ

れていない。2015 年での平均税率は

19.84%となっている。所得税の税率

は 1980 年代から一貫して上昇傾向に

あり、最も高い自治体で約 22.5%、最

も低い自治体で 16.5%である。 
 
	 固定資産税も同様に地方議会で決

定するが、こちらは制限が加えられて

おり、0.3%〜0.8%の範囲に収めない

といけない。また、いったん国庫に入

る法人税については、そのうちの

36.87%が地方自治体に分配される。

この法人税の基礎自治体への分配率

も年々減少傾向にあり、分配率の交渉

は自治体連盟が基礎自治体に代わっ

て、国と交渉しているという。 
 
	 最後に基礎自治体間の財政調整の

仕組みについて説明があった。ヘルシ

ンキ市やエスポー市のようにフィン

ランド南部にある財政の豊かな自治

体と、北部あるいは東部の人口が少な

く、高齢化率の高い自治体で、一定程

度等しい行政サービスを展開するに

は財政調整の機能は不可欠である。 
 
	 これについては次のような考え方

で調整するという。所得税、固定資産

税に加えて法人税の地方還付分の総

計から基礎自治体毎に住民一人当た

りの税収を計算する。基礎自治体毎に

数字を算出し、そこから全国平均を割

り出す。次に全国平均値に 90%を掛け

合わせ、その数字を上回る基礎自治体

に対しては、超過分の 37%を拠出させ、

一人当たりの地方税収が全国平均値

に 90%を掛け合わせたものを下回る

基礎自治体に対しては、その差分を交

付する。 
 
	 図3はエスポー市とメリカルビア市

の財政調整を示したものである。2005
年時点では 91.5%だったのが、2016
年現在では 90%になっているあたり

に、豊かな自治体がそうでない自治体

を支えきれなくなってきているので

はないかと感じた。 
 
	 参考に、政府債務の過去 30 年間の

推移と GDP 比、地方自治体の債務（全

自治体の総計）の過去 30 年間の推移

と GDP 比のグラフを示す。このグラ

フを見て分かるように、確かに政府債

務は一貫して上昇し、かつ 2008 年頃

から続く経済不況がフィンランドを

苦しめていることが見て取れる。しか

し、である。それでもまだ、GDP 比

は 50%程度である。地方自治体に至っ

ては、7%程度である。もちろん、こ
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れはヨーロッパで EU 統合の際に、欧

州連合の機能に関する条約第 140 条

第 1項において、政府債務残高はGDP
の 60%を超えてはならないと定めら

れているためである。いわゆる、マー

ストリヒト基準である。一方、日本の

政府債務残高は GDP 比で 233%と国

際的に見てもありえない水準に達し

ている。 

 

図 6	政府債務残高の推移と、対 GDP 比の推移。	

	

図 7	地方自治体債務残高の推移と、対 GDP 比の推移。	
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【所見】 
	 フィンランドの地方財政は本報告書をご覧頂ければ分かるように、そのほと

んどが所得税に依存しています。所得税に依存しながら、ゆりかごから墓場ま

でと言われる、高福祉政策が成立している点はもう少し詳細を検証したいとこ

ろ。フィンランド経済は 2008 年のリーマンショックに端を発した世界不況の時

から一貫して厳しい状況が続いているそうで、地政的にもロシア経済に強く依

存しており、そのロシア経済も近年、冷え込んでいます。そのため、観光業な

どフィンランド経済は大打撃を受けているとのこと。日本よりはだいぶマシな

状況ではありますが、仮に国からの補助金がなくなった場合に、各基礎自治体

が所得税をどこまで引き上げないといけないかという試算に対して、50%を超

える自治体が 56 もあり、現状維持で済みそうな自治体はわずかに 60 という状

況です。 
 
	 フィンランドは、地方分権が本当にしっかりと確立していたのも印象的でし

た。財政面の独立が非常に大きいわけですが、それを支えているのが法律でし

た。従って日本のように中央官庁から官僚が出向で基礎自治体に赴任するとい

うことさえも法律で禁止されているとのこと。 
 
	 私は次のような質問をぶつけてみました。「フィンランドの高福祉政策はこの

先も本当に続けられると思いますか？かつてのイギリスがそうであったように、

今、フィンランドは曲がり角を迎えているのではないですか？」。この問いに対

して、即座に次のような答えが返ってきたのがとても印象的でした。「確かに今、

厳しい状況にありますが、フィンランドのモデルはこの先も続けられると考え

ています」。地方自治制度と財政制度という、意見交換をするには 2 時間半とい

う短い時間だったため、彼が「これから先も大丈夫」とする具体的な根拠と理

屈については深く議論することができませんでしたが、即答だったところに何

か確信を持っているようでした。果たして今の日本で同じ質問をぶつけられた

ときに、日本の国家財政、地方財政とそれを前提とした各種政策が持続可能で

あると自信をもって言い切れるでしょうか。日本政府の債務残高が GDP の

200%を超えていると話をしたら、担当者は信じられないという表情を見せてい

ました。 
 



 129 

	 ただ、フィンランドが今、岐路に立っているのは間違いがないと感じました。

高齢化の進行が早く、所得税に大きく依存する中で、経済と政策をどう回して

いくのか。4 組に 3 組は離婚するといわれているフィンランドにおいて家族制度

は事実上、崩壊しているとも言われ、高齢者福祉は行政サービスで支える以外

にありません。フィンランドの財政運営の舵取りには今後も引き続き、注目し

たいと思います。 
 

文責：伊藤大貴 
 
 
 

 

終了後、建物の階段にて集合写真 


